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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　それはよく晴れたある春の日だった。

　うららか、という言葉がぴったりとくる陽気。寒い冬を耐え忍んできた人々は、その暖かさに誘い出されるように外へ出てきていた。

　そして、桜の季節だ。薄うす桃ももに色づいた花の下には沢たく山さんの人が集まり、酒宴を張っていた。

　そんな幸福な休日の公園に──




「リア充爆発しろ！」




　トラメガで拡声された怒ど号ごうが響ひびき鳴った。

　声の主である彼女は、ヘルメットに手ぬぐいで顔を隠した、気合の入った完全防備だ。

　公園に建つ洋館のバルコニーに仁に王おう立だちするその人影に、花見客の注目が集まる。指ゆび笛ぶえの甲高い音を鳴らして、囃はやし立てる者もいた。

　そんな中、彼女──領りよう家け薫かおるは、すうっ、大きく息を吸い、更に続けてまくしたてた。

「春、新年度、新しい生活、新しい仲間──そして新しい恋のはじまりの季節に心躍おどらせる諸君！　君たちは完全に間違っている！　大いなる陰いん謀ぼうに操あやつられ、手のひらの上で転がされているだけなのだ！

　自己批判せよ！　恋愛至上主義に染め上げられたこの世界で、真理に到達するためには自らを深く見つめ直すことが必要不可欠なのだ！

　諸君らの過あやまちを、いまここで実演してみせよう──陽気につられて出かけた男女は、手を取り合いながら囁ささやき合う。『……桜、綺き麗れいだね』『んー、まぁまぁかな』『えー、すごい綺麗なのに』『お前と比べちゃうと、どんなものも霞かすんで見えるからな』『……バカ♡』

　リア充爆発しろ！　舞まい散る桜花と共に弾はじけて四散しろ!!

　諸君らが今いそしんでいる『花見』なる行事も、恋愛至上主義に骨の髄ずいまで浸つかりきった唾だ棄きすべき蛮ばん行こうだ！　桜の開花を喜ぶという名目ながら、花などには一いち瞥べつもくれず酒に溺おぼれて情事の話を嬉き々きと交わす。新入社員・新入生を歓迎するなどと称しておきながら、異性を潰つぶし持ち帰ろうとしているじゃないか!!　このような行事は、即刻中止せねばならない!!

『恋愛』なる概念を無批判に受け入れ、それに耽たん溺できする諸君！　君らはその感情の源泉について、考えを巡らせたことはあるのか！

　それはただ、人類の自己増ぞう殖しよくプログラムにすぎないのだ！　恋人たちは自らの身体に刻みつけられた『増殖せよ』という命令にしたがって、行動しているのみなのだ！　自由意志による『恋愛』などは存在しない──それは自己弁護のための幻想にすぎないのだ！
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『他の動物と同じなのだから、それでいいじゃないか』賢明を装った諸君らはそう反論するかもしれない。しかしそれこそが、この問題の核心なのだ!!

　我々は『知性』を備えて産み落とされた。そのおかげで、地球史上かつてない広大な領域を単独種で征服し、覇は権けんを握った。結果として、惑星規模の環境改変までをも行おこなってきてしまったのだ。

　それは、増殖するために必要なことだったのだろうか？　──我々は立ち止まって、考えねばならなかったのだ！

　それは明らかに不要な、過度な、征服だった。どうして我々は立ち止まることができなかったのか？　それは他でもない、『恋愛』という幻想が人類を無際限に駆り立ててしまうからなのだ！

　もっと良い服で着飾りたい、もっと良いディナーで相手をもてなしたい、より豪華な家に住んで誇りたい、そういった見栄の連続に駆り立てられて、人類はその莫ばく大だいな力を浪費してきた──そのおまけに、不可逆な環境破壊をも巻き起こしたのだ。誰もが誰をも見張りあい、その視線の結果自らを縛しばり上げて疎そ外がいする。恋愛という幻想に心を毒され、そして自らの周りをも汚染していく。金持ちも貧乏人も、すべての人がそのサイクルに巻き込まれて搾さく取しゆされてきた。

　それはあまりにも精巧な仕掛けだった──誰かが仕組んだとしか、思えぬくらいに。

　そうだ！　我々はある意図をもって、この地上に産み落とされたのだ。『地表のすべてを灼やき尽くすように』。我々、人類は地球外生命体によりこの惑星に植え付けられた、ウィルスだったのだ！

　この侵略を阻そ止しする手立ては、ひとつしか無い！

『良心的繁はん殖しよく拒きよ否ひ』──我々は自らの手で自らの首を絞め、絶命することを以もつて、この地球を侵略から救うのだ！

　リア充爆発しろ!!」

　最後の咆ほう哮こうが終わると──花見客からは、なぜか歓声が上がった。

「いいぞ！　もっとやれ!!」「ねーちゃん、いい声だぞっ！　うちで電話番やってくれ!!」「ばくはつだー！　ばくはつ！」

　酔すい客きやくからは完全に余興として捉とらえられてしまっていた。

「おい、領りよう家け……あまり真剣に聞かれていないぞ」

「ぐっ……これだから酔っぱらいは！」彼女は苦りきった顔で、吐き捨てるようにそう言った。

「まぁいい、半はん覚かく醒せい状態で同じことを繰り返し聞かされたら、もしかしたら睡眠学習のような効果があるかもしれない。赤ら顔の彼らが、翌朝目覚めると反恋愛の戦士となっている可能性もある。このまま続けるぞ！」

　そう言って領家はもう一度トラメガを握り、演説を始めた。

「そろそろビラの方もやろうか？」

　後ろから掛けられたその声に振り向くと、瀬せヶが崎さきだった。彼の抱えるダンボールの中には、我々、反恋愛主義青年同盟部の主張を伝えるアジビラが大量に入っている。これを花見客に配布するのだ。

「そうだな。俺と瀬ヶ崎は下で配るんで、西にし堀ぼりと神しん明めいさんはこのバルコニーからバラ撒まいてください！」

「了解」「わかった、みんな怪け我がしないようにね！」

　そう言って四人はビラを等分して持ち、それぞれの持ち場へと向かいビラ配りを始めた。もの珍しいからか、受け取ってくれる人が多かった。




　春休み、桜が満開を迎えた今日、俺ら反恋愛主義青年同盟部は『花見粉ふん砕さい闘とう争そう』のために学校付近の公園に出張して活動を行おこなっていた。

　反恋愛主義青年同盟部とは、議長の領りよう家け薫かおるを筆頭とした我が校の部活動であり、その活動目的はただひとつ、この地上からの『恋愛』の根絶である。この反恋愛の旗のもとに、西堀、瀬ヶ崎、神明さんが集まり、そこに俺と領家とを加えた五人で現在活動を行っている。

　二月にはバレンタイン粉砕闘争、三月にはプロパガンダ映画作戦並びに雪上演習を挙行、華々しい戦果を挙げてきた……といったら虚きよ飾しよくになる。基本、失敗ばかりだった。

　それでも我々はくじけることはない。この世界から恋愛なる幻想が滅めつ却きやくされ、全人類が非リア充化するその日までは、我々はこの闘争を続けなくてはならないのだ。




　領家の演説が鳴り響ひびく中、桜の下を走り回ってビラを配っていると……なにやら洋館のバルコニー付近が騒さわがしくなっていた。

　見ると、神明さんがビラをバラ撒まいているあたりに人だかりが出来て、囃はやし立てている。

「ねーちゃん、デカイな！」「もっと揺らしてくれ!!」

　彼女が一生懸命ビラを遠くまで届かせようとジャンプして投げるたびに、その豊満な胸部が揺れてしまい、それが酔っぱらい男性たちを惹ひきつけてしまったようだ。加えて一緒に配っていた西堀も、垂すい涎ぜんして見とれてしまっている。仕事しろ。

　かくなる上は、地上で配っている俺と瀬ヶ崎とで頑張るしかない。連携を取ろうと思って彼の姿を探すと……

「ほら、おじょうちゃん」「わぁ、お兄ちゃん、ボールありがとう」「お友達はいないの？　じゃあお兄ちゃんと少し遊ぼうか」「やった！」

　少女をナンパしてボール遊びにうち興じていた。昼の花見の場には、親に連れて来られて手持ち無ぶ沙さ汰たにしている子供がかなり多い。ここは瀬ヶ崎の目には楽園に見えるのかもしれない。仕事しろ。




　そんな様子でグダグダながらも俺らが活動していると、

「えー、君たち、今すぐその無許可の活動を中止しなさい！」

　領りよう家けの演説にかぶさるようにして、トラメガで拡声されたそんな声が広場に響ひびき渡った。声のした方を振り向くと、制服を身にまとった警官が二人見えた。

「おのれ国家権力！　恋愛至上主義に染まりきった貴様らの暴力には、我々は決して屈しないぞ！」

　領家がそうやって挑発している隙すきに、神しん明めいさんと西にし堀ぼりは洋館から脱出し武装を解いて、一般市民に溶け込んだ。

　領家はなおも警察に言葉を投げかけ、引きつける。

　と、警官の一人が洋館の中に突入した。バルコニーにいる領家を追い詰め、捕らえるつもりなのだろう。

「おい領家、ヤバイぞ！」

　俺が上に向かって叫ぶと彼女は頷うなずいて、下で囃はやし立てている人だかりに声を投げかけた。

「そこの諸君、死にたくなくば散れ！」

　まさか、と思い血の気が引く。俺はなんとかして人をかき分けて群衆の中に入り込み、拾った木の枝を振り回してスペースを作った。

　上を見上げると、もう領家の背後には、警官が迫っていた。

「今すぐやめなさい！　これ以上続けると……」

　後ろから掛けられたその声に、しかし領家は一切振り向かない。かわりにその視線は、俺が地上に作ったスペースに注がれている。その目が、きらりと光った。

　領家はバルコニーの手すりに足をかけると、一切の躊ちゆう躇ちよなく──そこから、飛び降りた。

　制服のスカートが風をはらんでひらり、とめくれる……が、下には体操着がしっかりと穿はかれていた。

　空中を駆ける彼女、その長いしなやかな髪が、慣性にたなびく。俺は一いつ瞬しゆん、今の危ない状況も忘れて、その姿に見とれてしまっていた。

　領家がシュタッ、と綺き麗れいに着地すると、取り巻いていた民衆から割れんばかりの拍手と歓声が送られた。

「いいぞ、よくやった！」「警察なんて俺らが倒してやるからなぁ！」「なんで下に体操着穿いてんだよぉ！　サービス精神はどうした!!」

　などと勝手なことを言っている。

　俺らはそんな声に反応する暇もなく、公園の出口へと向けて逃走をはじめた。

「こら、君たち、待ちなさい！」

　バルコニーで領家に逃げられた警官が、上から悔しそうに呼びかける。地上にいた方は俺らを追いかけて来るのだが、群衆が邪じや魔までなかなかたどり着けないようだ。

　逃げる俺らも、その速さは全力疾走からは程遠い。折しも桜は満開、公園は人で埋めつくされて避よけるのが大変だ。それに……

「ほら、ねーちゃん、おもしろかったぞ！」「また余興やってくれよ、夜までいるからな!!」

　そんな声を掛けられると共に、俺たちの手には有無をいわさずに、おひねり代わりのたこ焼き、焼きそば、チョコバナナなどが押し付けられてしまう。捨てるわけにもいかず、俺と領りよう家けは両手がふさがった状態であたふたと出口へと向かっていった。




「まったく、ふざけている！　誰も真剣に我々の声を聞かぬではないか!!」

　領家はそう言って、ドンッ、と机に拳こぶしを振り下ろした。

　なんとか逃げおおせた俺らは、反恋愛主義青年同盟部の地下アジトへと集まり、反省会を行おこなっていた。

「確かに……酔っぱらいばかりで、囃はやされていたな」

「まったく、やはり恋愛至上主義は人間の脳を蝕むしばむのだ。真剣な判断が出来ず、すぐに酒に手を出して現実から逃とう避ひする。そして考えられぬがゆえに搾さく取しゆされてしまい、さらに真実から目を背そむけてしまう──この負のスパイラルに、完全にはまり込んでしまっているのだ!!」

　領家は憤ふん慨がいしてそう叫び、手に持っていた螺ら旋せん状じようのポテトフライをつきだした。花見客に貰もらったもののひとつだ。

「このスパイラルを断ち切るためには、やはり武装蜂ほう起きしかない！　新年度は反恋愛主義青年同盟部の軍備を拡張していかなくてはならないな！」

　そう言って彼女はガシッ、とワイルドにそのポテトにかじりついた。そんな様子を見ていると、なんだかこちらもお腹が空すいてきてしまう。

「この焼きそば、具がないけどおいしい」「たこ焼きもなかなかイケますね」「やっぱり出店はじゃがバターだよね～」

　皆、花見客から頂ちよう戴だいした戦利品に舌した鼓つづみを打っている。俺も負けじと残ったチョコバナナに手を伸ばした。

　こんな感じで、結局俺らの花見粉ふん砕さい闘とう争そうは、いつものように大した戦果を挙げることができずに終わってしまった。




　　　　◯




　ミーティングが終わり皆と別れて家に帰ると、俺の部屋では女児が熱心にテレビ画面を睨にらんでいた。小さなその手にはコントローラーが握られている。ジャイロ機能を利用しているのか、身体を一生懸命にひねりながらプレイしていた。

「それ、ハマってるんですか？」

　後ろから声をかけると、女児はビクッ、と肩を震ふるわせた。と、その瞬しゆん間かん画面上のキャラクターの断だん末まつ魔まが鳴り響ひびき、昇天してしまった。

「ば、バカッ！　君がいきなり声をかけるから、死んでしまったじゃないか！　部屋に入る前にノックしろといつも言っているだろ!!」

　女児はそう俺を一いつ喝かつすると、またゲームに戻ってしまった。

「いや、ここ俺の部屋なんですけど……」

　そう反論するも、女児はゲームに集中したままでこちらに耳を貸す気がない。

　仕方がないので俺も女児のプレイをぼんやりと眺めると……なんだか特攻を繰り返して死んでばかりだった。いま彼女が遊んでいるのはインターネット対戦ができるゲームで、味方と敵、数人ずつに分かれて競うものだ。強い相手に対してはなによりも協力が重要になってくるのだが、女児は味方になど全く頼る気を見せず、一人で飛び出しては敵に囲まれて死んでいた。実に子供らしいプレイングだ。

　数分ほどで試合は終了し、結果表示が出る。女児の戦果は味方のうちで最悪だった。

「戦犯じゃないですか」

　俺がベッドに寝そべりながらそう声をかけると、女児はキッ、とこちらを振り向いた。目に涙がいっぱいに溜たまっている。

「君が邪じや魔まをしたからだろっ！　君が帰ってくる前までは華々しい戦果を挙げていたのだ！　……そもそもこんなクソゲーしかつくることの出来ぬ、人類が悪い!!」

　負け惜しみにそう言って、女児はコントローラーをこちら目がけて投げつけてきた。それをうまくキャッチして、俺は代わりにプレイをはじめた。

「相手はチートを使っているからな、やるだけ無駄だぞ？」

　女児はそんなことを言ってふてくされながらも、画面に釘くぎ付づけになって俺の操作を見守っている。

　こちらとしては力を抜いて割りと気楽にプレイしているつもりだったが、味方の援護もあって圧勝してしまった。戦果も先ほどの女児のものに比べて格段に良かった。

「ズルだ！　君もチートを使っているんだろ、知ってるんだからな!!」

「使ってませんよ……ただ単に、あなたの向こう見ずな特攻スタイルがいけないんです。ちゃんと味方を支援しつつですね──」

　問題点を指摘しようとすると、女児は俺の手からコントローラーをひったくってまた自分でゲームをし始めた。しかし、やはり負けてしまう。

「ほら」

「ほら、じゃない！　第一、たかがゲームに夢中になるなんて、君も子供だな」

「夢中になってるのは、そっちじゃないですか」

「なってない！　私はただ自分の作り上げた人類という種しゆがどのような文化を形成しているのか調査していただけなのだ!!」

　そんな風に言いながらも、女児の目に溜たまった涙はもう溢あふれんばかりだった。




　反恋愛主義青年同盟部は『恋愛』を否定する。その際、人類はもともと恋愛を信しん奉ぽう・称しよう揚ようするよう過あやまちを植え付けられて産み落とされたとし、それはこの地球の環境を改変しようという地球外生命体の陰いん謀ぼうである、という説を提唱している。

　発案者たる議長の領りよう家け自体、冗談半分のつもりで言っていたのだが……それは偶然にも、ものの見事に現実を言い当てていたのだ。

　今、俺の部屋でコントローラーを握りしめ、画面に向かって味方への罵ば声せいを飛ばしている見た目小四の女児が、その地球外生命体、張本人なのだ。

　もちろん俺も、はじめは何の冗談かと思った。信じられなかった。しかし彼女が、人智を超えた力を発揮するのを目まの当たりにし、信じざるを得なくなってしまったのだ。

　彼女は秘密結社・大たい性せい欲よく賛さん会かいを率い、この地球上に恋愛至上主義を蔓延はびこらせて人類を繁栄させ、その撒まき散らす毒で地球を滅亡へと誘いざなおうとしている。

　その障害となったのが、領家薫かおるの存在だった。今はまだ部員五人のしょぼい団体の議長でしかない彼女だが、将来的には大きな脅きよう威いとなりうる──女児はそう言った。そこでその芽を摘つもうと、領家と親しい間柄にあった俺を介して働きかけようとしてきたわけだが……紆う余よ曲きよく折せつを経へて、いま女児は俺の家で妹をやっている。なんでこんなことになってしまったのか、俺にも良く分からない。




「……ゲームなどをやっている場合ではない！　私は侵略で忙しいのだからな!!」

　あまりにも負けが込んでふてくされたのか、女児はゲーム機の電源を乱暴に切ると、パソコンに向かって座りカタカタと作業をしはじめた。

「あー、忙しいな。そんなくだらないゲームを上達できるほどやりこむ暇が、私にはないからな。全く、人類というものはつくづく脳天気な生き物だね」

「多分あなたが自分に似せて作ったからだと思うんですが……」

　俺がそう応こたえるも、女児は反応ひとつ返さず「忙しい忙しい」とアピールしながらキーボードを両手の人差し指で叩たたいていた。

　これはもしかしたら、チャンスなのかもしれない。俺はそう思って、少し探りを入れることにした。

「すごく忙しそうですね、なんだか壮大な仕事をしているように見えます……何をなさっているんですか」

　俺がそうやっておだてると、女児はわずかに口の端を緩ゆるめた。

「ふふ……これは秘密の仕事だからな、内容を話すことはできない。このおかげで三日徹てつ夜や続きだよ、まったく」

　夜は俺のベッドですやすやと安らかな寝息をたてて眠っていたし、入眠は俺より早く起床はずっと遅かったが、ツッコまずに続ける。

「やはりあなたほど偉大になると、秘密の仕事も増えるわけですね……なんだかそんな人が身近にいると思うと、足がすくむ感じがしますよ」

　俺がそう言い終えると、もはや女児は満面の笑みだった。チョロすぎる。

「まぁ、私は大たい性せい欲よく賛さん会かいのトップだからな、世界中のどの人間よりも高い立場にいるといえる。その分、苦労も多いのだよ。

　例えば、今やっている人事だ。大性欲賛会は基本的にツリー状の階級制組織構造を持っている。が、その枠組みとは別に、私に直属する『近この衛え兵へい』がある。ここの人員選定は極めて重要であるから、私が直々に行おこなっているわけだ」

　良い気分になったからか、訊きかれてもいないことをベラベラと喋しやべりだした。

　これまでの俺らの活動は女児に邪じや魔まされてばかりだったが、こんなふうに内部情報を抜き出せば、一矢報いることができるかもしれない。

「すごいですね！　近衛兵……なんだか格好良いです！」

「そうだろう。私が一から作り上げた部隊だからな、練れん度ども極めて高い。入隊するためには強い忠誠心、強きよう靭じんな肉体、明めい晰せきな頭脳──そして更に、身体的条件を満たしている必要がある」

「なるほど、精せい鋭えい部隊というわけですね……ちなみに、その条件というのは」

「諜ちよう報ほうを重視しているからな、小回りが利きくことが必須の要件となる。身体に無駄な膨ふくらみがあると支障をきたすからな、女の場合は胸に余分な脂肪がついていないことが条件だ。例えば君の部にいるあのおっぱいおばけは、完全に論外だな」

「色々理由つけてますけど、それ完全にあなたの僻ひがみですよね……？」

　我慢できずそうツッコむと、女児は怒りに頰ほおをふくらませた。

「僻みなどではない！　れっきとした理由があってそうしているのだ!!　……まったく、理解力の無い人間はこれだから困るんだよ。あんなものは邪じや魔まな腫しゆ瘍ようでしかないんだ、あれに性欲を搔かき立てられるのは、完全に倒錯なんだぞ！」

　女児は背中を反らして俺を睨ねめつけながら叱しかるが、無い胸がことさら強調されてしまっていた。

　彼女はそれから滔とう々とうと、如い何かにあの部分が無駄であるかの講義を始めた。それに興味のない俺がベッドで寝転んで本を読み始めてしまうと女児は怒って、暇な時に作りためていた折り紙の手裏剣を何枚も俺に投げつけて気を引こうと頑張った。完全にガキだった。
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　四月、新年度である。俺ら在学生は進級し、そして学園には新入生が入ってくる。

　人間関係がシャッフルされるこの四月は、別れの時期であると同時に出会いの季節でもある。人々が巧みに新しい顔ぶれと人間関係を構築し、そして新たな恋が芽生えていくのを、コミュニケーションの不ふ得え手てな我々が机に伏せて寝た振りをしつつ歯は嚙がみして見守る、あの時期が来てしまったのだ。

　不幸中の幸いは、反恋愛主義青年同盟部の存在だった。クラスがごちゃまぜにされようとも、部活のメンバーは変わることもなく、前年度に引き続いて活動することとなる。クラスでぼっちになろうとも部活に行けば居場所があるわけで、それは俺のような人間にとって救いだった。

　ひとつ問題があるとすれば、神しん明めいさんについてだった。彼女だけはこれまで二年生、したがって四月からは入試を目前に控えた三年生ということになる。そんななか、今まで通りに反恋愛活動を続けていくことができるのだろうか──進学校である俺らの高校では、ほとんどの部活は三年の春、おそくとも夏休みまでには引退することが通例となっている。いにしえの学生運動参加者も、就職時期になるときっぱりと活動をやめてスーツに身を包んだというし、引退ということも致し方ないのかもしれない。

　その旨むね、神明さんに尋たずねたところ、

「あ、勉強は大丈夫だよ～」

　と、ほんわかした笑顔と共に即答されてしまった。ゆるふわな外面に反して謎の多い人で、聞くところによると学業の成績も非常に良いらしい。




　新年度といえばクラス替えだ。

　新学期初日の今日、新しいクラス割が貼り出された掲示板の前には学生がひしめき合っていた。別れてしまった旧クラスメイトと手を組み合わせながら目に涙を浮かべる女子、また同じクラスになってしまい軽口で相手を罵ののしりながらもどこか嬉うれしそうな男子、そんな様々な感情が混ざり合った、一種の地獄を形成していた。

　その中でも見ものなのが、恋人たち、リア充である。掲示板前で祈るように握られていた二人の手は、その無慈悲な離別の宣告を前に、儚はかなくも解ほどけてしまう。一学年には十クラスもあるのだ、文理選択を一緒にしたからといって、同じクラスになれる確率はかなり小さい。その公正で平等で冷徹な確率論に、これほどまで感謝する日はない。ざまぁ見ろ。心のなかでほくそ笑みながら、俺は離れ離れになってしまった男女のやりとりを鑑かん賞しようしていた。

　そんな悪趣味に浸ひたっていると、予鈴が鳴った。教室に急ごうにも、まだ自分のクラスを確認していないことに気付く。俺は慌あわてて自分の名前を表の中から探し出す。

「２─Ｆか」

　俺はそれだけを確認して教室に向かおうとしたが……ふと、足が止まった。もし俺が反恋愛主義青年同盟部に入っていなかったら、俺はここで自分の名前だけ確認してすぐさま指定された教室へと向かったことだろう。今までたむろしていた連中のように、友人がどのクラスへ行ったか、同じクラスには誰がいるかなど、知る必要がなかったからだ。

　しかし、気付くと俺はメンバーの名前を探していた。そしてある一つの名前が俺と同じクラスに連なっていることを確認し──心臓が高鳴った。




　なんとか平静を装ってクラスに入ると、彼女──領りよう家け薫かおるは、既に自分の席についていた。そして戸を開けて入ってきた俺を、すぐに発見した。

　彼女はなんだかぎこちない足取りで俺の方に駆けてくると、

「な、なんだ……高砂たかさごも同じクラスだったのか。私は別にお前の名前を掲示板で探したりはしなかったからな、入ってくるまで分からなかった」

「そうか、俺はつい領家の名前を探してしまって……」

　その先に窮きゆうして頰ほおを搔かくと、領家は嬉うれしそうに笑った。

「軟なん弱じやくなやつだな！　別に同じクラスでなくとも良いだろう、部活で一緒なのだから」

「そうだな……」俺はそう言って、教室を見渡す。「そろそろ席に着かないとな。えっと……たしか俺の出席番号は」

「十八番、席はそこだ」

　領家は即答し、びしっと空あいていた席を指さした。

「おお、ありがとう……ってお前、俺が同じクラスだって知らなかったんだろ、なんで出席番号と席の位置が分かるんだよ」

　そう問うと、なぜか領家の顔はみるみる赤くなった。

「無駄口を叩たたいている場合じゃないだろ、席に着け！　新年度早々担任に目をつけられるぞ!!」

　そう言って俺を小突くと、彼女はそそくさと逃げるように自分の席へと戻っていってしまった。




　始業式やクラスでの軽い自己紹介はつつがなく終わり、放課後になった。俺は例のごとくクラスに友人を作れたわけもなく、微妙な感じで新年度の一日目は終わった。

「高砂、その……行こうか」「ああ」

　領家に声をかけられ、少し周りの目を気にしながらも立ち上がった。

「俺らが一緒に行動するのを見られて、なにか不都合があったりはしないかな」

　俺がそう問うと、彼女は少しむっとした表情になって反論する。

「……私と高砂が、その、恋愛関係にあると、勘かん違ちがいされるということか？　そんなの、勘違いさせておけばいいだろう。不用意に絡からんでくる人間もいなくなるだろうし、好都合だ」

「いや、そうじゃなくてな。俺らが反恋愛主義青年同盟部だと、バレやすくなるんじゃないかと思ったんだ。活動時、顔は隠しているが体型までは隠せない。単独では分からなくとも、俺と領りよう家け、という組み合わせでいると、露ろ見けんしやすくなる可能性が……」

「そもそも私は風紀委員長で、お前は副委員長なんだぞ。気づかれるというなら、もうとっくに疑われているはずだ。それとも……」

　領家はわずかに俯うつむいて、続けた。

「お前は、私と一緒にいるのを見られるのが、嫌なのか……？」

「……いや、そうじゃない。確かに、お前の言うとおりだな」

　俺は慌あわてて打ち消すと、誤ご魔ま化かすように続けた。

「じゃあ……行くか」「……うん」

　こうして俺と領家は、並んで活動場所へ行くのが習慣になった。
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　我々、反恋愛主義青年同盟部は、都合ふたつのアジトを持っている。まずひとつは、今俺らがいる風紀委員会室、そしふたつ目は、学校の地下に掘られた秘密の地下道を行ったところにある、地下アジトだ。

　先月、俺らは風紀委員会を乗っ取って、生徒会と交渉し地上の部室を手に入れた。ここには印刷機械が備わり、アジビラなどの印刷物を作るのに欠かせない、要よう衝しようだった。

　風紀委員会を乗っ取った以上、ちゃんと活動していることを示す必要があるため、形式的にでもその活動を行わなければならない。領家はいま、各委員会の委員長から新入生へと送るメッセージを、頭を抱えて唸うなりながら執筆していた。

　俺は、先日配布して無くなってしまったアジビラの印刷、神しん明めいさんは部室に備え付けるお菓子とお茶の買い出しに行っている。

　瀬せヶが崎さきはテニス部、西にし堀ぼりは第二美術部に所属しており、今日は部活動が終わった後に来るらしい。テニス部のエースである瀬ヶ崎は当然活躍しているのだが、西堀に関しても今年度は頑張るのだと張り切っていた。通常の美術部が油絵などの創作を行うのに対して、西堀の第二美術部はマンガなどを描く部活だ。元々ひとつの部活だったらしいのだが、大昔に内ない紛ふんで分裂したと聞く。部員は現在西堀ひとりだけで、いまは新入部員の獲かく得とくを目指して活動しているとのことだ。




　空が茜あかね色いろに染まる頃合いになって、ようやく領家を除く四人が部室に集合した。

　先ほどまで部室で執筆に勤いそしんでいた領家は、書き終えた原稿を提出しに生徒会へと出向いている。そろそろ帰ってくる頃だろう。

　仕事が一段落し、お菓子を囲んでみんなで談笑していると……

「リア充爆発しろ！」

　そんな叫び声と共に、部室の戸が撥はね開けられた。領りよう家けだ。

　定番となったその怒りの叫びには、もはや安心感さえ覚えるほどだった。

「どうしたんだ、今日は」

　決められた役目を果たすかのように、俺はいつもの調子でそう問うた。ここから生徒会室を往復するまでの間にリア充に苛いらついたのだろうが、よくもまあ頻ひん繁ぱんにそんな状況に出くわすものだ。

「よく聞いてくれた！　そう……生徒会室へと出向き、生徒会長・宮みや前まえと対たい峙じした後、私はほっとした気分で廊下を歩いていた。そこで私は、出くわしたのだ──新しくクラスメイトになった、ひとりの女子と。

　私はその姿を廊下の遠方に見つけると、どこか遠回りして彼女との遭そう遇ぐうを回かい避ひする術がないかと思案した。どうやって反応して良いか分からないからな、さり気なく逃げるのが得策だ。しかし生あい憎にく、自然に彼女を避さけられそうな道はなかった。

　そこで私は、できるだけ存在感を消すようにして彼女とすれ違うことに決めた。まだクラス替え初日、昨年度は全く関わりがなくお互い顔を知らなかった間柄だ。反応しなかったからといって、無視しているとは決めつけられないだろう。

　しかし、あろうことか彼女は、私の姿を認めるや人ひと懐なつこい笑顔とともに手を振り出したのだ！　これがコミュニケーション強者──私はその豪ごう胆たんに驚きつつも、少し嬉うれしくなった。なにしろ、新年度初日なのに顔を覚えてくれていたのだから。

　私は強こわ張ばった顔をなんとか解きほぐしてぎこちない笑みを作り、手を振り返そうと挙げかけた。

　──その時、後ろから声がしたのだ。

『わりぃ、ユミ、遅くなっちまって』『ほんとだよー。待ちくたびれて石になるかと思った』『石化したユミも可愛いよ』『なにその特殊性せい癖へき……もう♡』

　奴やつは私の後ろにいた、恋人に対して手を振っていたのだ!!　私はその宙ぶらりんになった挙げかけた手を誤ご魔ま化かすため、頰ほおに手を持って行ってポリポリと搔かき、早足でその場を立ち去るしかなかった……。

　リア充爆発しろ！　紛らわしい行動をするんじゃない！　校内で逢あい引びきなどするのがそもそも悪いのだ!!　クラスメイトの顔くらい覚えろ!!」

　領家は言い切るとドンッ、と机に拳こぶしを振り下ろし、そのまま突っ伏してしまった。耳が真っ赤になっている。きっと恥ずかしさが蘇よみがえってきているのだろう。

「相手はなんとも思ってないよ。元気出して」

「薫かおるちゃん……クラスでお友達できなくても、私たちがいるからね！」

　女性陣がなんとか領りよう家けを元気づけると、ようやく彼女は顔を上げた。

　議論は本題に入っていく。

「この怒りを、運動の推進力へと転化し、非リア革命を現実のものとしていこう！

　いま、我々は勢力拡大の最大の好機を得ている！

　新年度──この学園も三百余名の新入生を迎え入れた。中学の頃に比して遥はるかに緩ゆるいこの学園の校風に、新入生は戸惑っていることだろう。

　彼ら・彼女らを教きよう導どうすべき時は、いまを措おいて他に無い!!　不安な心を恋愛至上主義に乗っ取られる前に、我々は新入生らに厳然たる真実を叩たたきつけ、恋愛の愚かさ、浅ましさをしっかりと理解させようではないか！

　そしてなによりも、新入部員の獲かく得とくだ！　我々はいままで、少数精せい鋭えいの方針をとり、華々しい成果を挙げてきた。とはいえ、その活動に人数の不足による限界が見られたのも、認めなくてはならない！　そこで今回、思い切って部員の拡充を行い、運動をこれまでとは全く異なる次元へと飛躍させていこうではないか!!」

　領家はそう言って、備え付けのホワイトボードに『新入部員オルグ作戦！』と大たい書しよした。

「賛成。部員集め、とても大事」「そうですね、反恋愛の志こころざしを新入生にも伝えていかなくては」

「一年生か～。可愛い子が入ってきてくれるといいよね」

　皆、新入生獲得に乗り気のようだった。

　かくいう俺も、基本的にはその方針に賛成なのだが……

「高砂たかさご、どうした。何か反対意見でもあるのか？」

　俺が渋い顔をしているのを見たのか、領家がそう問うた。

「……いや、なんでもない。賛成だ」

　俺が応こたえると、領家は頷うなずいた。

「それでは、どのように新入生を教導し、そして部の活動を宣伝していけばよいか、議論していこうではないか！」

「まずは演説とビラとで、私たちの主張内容を知らせないとだね」

　神しん明めいさんの言葉に、皆うなずく。

「それでは明日、いつものように校門前で演説とビラ撒まきを行うか？」

「それは……あまりうまくいかないかもしれません」瀬せヶが崎さきが口を挟む。「新入生たちはいま、右も左も分からない状況にあります。そんな不安な彼らは、基本的には大多数がやっている行動を真似することでしょう。いま、わが校の生徒たちの大勢は、残念ながら我々の活動を無視・軽けい侮ぶする方に傾いています。新入生たちはそんな大多数の先せん輩ぱいたちを見て、『反恋愛主義青年同盟部はヤバい奴やつらだ』『無視するのが一番』と刷すり込みを受けてしまうのではないでしょうか」

　瀬ヶ崎の意見はもっともだった。彼は続けて、代案を立てる。

「これを回かい避ひするためには、新入生だけしかいない状況、彼らに先入観を一切持たせぬ環境で、我々の主張を聞いてもらうことが必要です。例えば……昼休みに一年生の各クラスを訪問し、演説やビラ配布を行うのはどうでしょうか」

　が、それに対して領りよう家けが難色を示す。

「確かにそうだ。新入生だけしかいない環境、という点については同意する。しかしな……一年生の教室は、校舎の最上階にある。もし通報され生徒会に追われる身になったとき、窓から脱出できないというのは非常に痛い」

　花見のときに領家が二階のバルコニーから飛び降りていたことが思い出される。そういえば渋谷で俺が初めて彼女を認識したときも、軽やかな身のこなしでオブジェの上から跳ちよう躍やくし、警察を撒まいていた。

　逃走経路の確保は、実じつ践せん運動家にとって非常に重要なことなのだ。瀬せヶが崎さきは領家の反論を聞き、頷うなずいてその理を認めた。

　領家は続ける。

「新入生だけ、というのは非常に重要なポイントだと思う。なにか他に、そんな状況を作り出せるような……」

　そう言いさしたところで、これまで黙っていた西にし堀ぼりが発言した。

「あるよ、新入生だけが集まる機会。逃走経路も、たぶん確保できる」

「それは……？」

　領家が促うながすと、西堀は簡潔に答えた。

「新入生歓迎会」
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　講堂の客席には、落ち着いた身なりの生徒たちが座り、壇上を見つめている。新入生はやはりみな真面目で、恋愛至上主義に毒された上級生のように、髪を染め上げ制服をだらしなく着る者はいなかった。まだ十分に、反恋愛主義青年同盟部の主張を聞き入れる余地があるように思えた。

　新入生歓迎会の今日、一年生たちは講堂に集められて朝から夕方近くまで延々と部活の説明を聞く予定だ。それの何が「歓迎」なのかは分からないが、昔からそう呼ぶことになっているらしいので仕方がない。

　壇上では現在、鉄塔研究部による勧誘のための発表が行われている。国土に張りめぐらされた送電線、それを支える鉄塔に興味が有るらしく、さまざまな場所に赴おもむき送電鉄塔を鑑かん賞しよう・撮影しているらしい。

「こ、これは……奥おく秩父ちちぶ線せんの69号です。これが70号、次が71号……」

　プロジェクターで写真を投影しながら、登壇者が訥とつ々とつと語っていく。正直、あまり萌もえポイントが分からないが、夕映えを背景にガンとそびえる鉄塔には、心惹ひかれないでもなかった。新入生はみな、ぽかんとしている。

　規定の時間を超えても語るのを止めない鉄塔研部長を、実行委員会が強制的に排除する。

　それに続いて、西にし堀ぼりが登壇した。第二美術部の出番である。




　この学校には大小無数の部活動が存在するが、それらが全てオリエンテーションを行おこなっていたのでは、時間がいくらあっても足りない。

　そこで登壇できるのは、正式に部室を持つ部活動に限られている。第二美術部は西堀ひとりしか部員がいないながらも部室を持っているので、こうして時間が割り当てられていた。

　……それを考えると、鉄塔研究部も部室を持っているということになる。昔はもっと部員を沢たく山さん擁ようする部活動だったのだろうか。何人もの学生が集まって鉄塔を愛めでている姿……ちょっと想像できない。

「第二美術部は、えっと……マンガとか、そういう絵を研究するところで……」

　慣れていない様子で西堀が喋しやべる。鉄塔研究部の後ということもあって、新入生も飽きたのかまじめに聞いていないようだ。

　西堀自身も、あまり発表による効果を期待しておらず、自分で描いたマンガやイラストなどで勧誘を行っていくつもりらしい。

　そこで今回西堀は、この場を活動のために利用することを提案したのだった。

「あっ……」

　壇上の西堀が発表原稿を落とし、短く声を挙げる。

　それが合図だった。

　瞬しゆん間かん、講堂の照明が落ちる。暗幕によって閉め切られた室内は、にわかに真っ暗になった。

　講堂のブレーカーを、我々が落としたのだ。

　行儀よく席に座っていた新入生の間に、どよめきが走る。

「新入生のみなさん、落ち着いてください！　現在原因を確認中です!!」

　実行委員が声を張り上げるが、マイクも使えずに広い講堂内には伝わっていかない。

　そろそろ良いだろう。二階席で待機していた俺は、同じく逆サイドにいる瀬せヶが崎さきと携帯で合図を交わす。俺らの手許には投光機があり、密かに別の所から電源を引っ張っておいてある。

　タイミングを合わせて、スイッチを入れた。

　バン、と壇上に光が投じられる。

　そこに浮かび上がったのは、西堀と──ヘルメットと手ぬぐいをつけた、領りよう家け薫かおるの姿だった。

　片手にはトラメガ、もう片方の手には西堀を縛しばり上げた縄なわが握られている。そんな、傍はたから見れば絶体絶命の状況だというのに、縛られて嬉うれしいのか西堀が微かすかにニヤけているのが見えた。

　領りよう家けは目を閉じ、すぅ、と息を吸い込み、叫んだ。

「学生注目!!」

　キィーン、という金属音とともに、拡声された彼女の絶叫が講堂に響ひびいた。

　半分飽きかけていた新入生たちだったが、停電についでのこの騒そう動どうに、みな驚き呆ほうけてただ壇上を見つめていた。

　領家はぐるりと講堂内を見渡すと、頷うなずき、それから始めた。

「新入生諸君！　我々は反恋愛主義青年同盟部である！　今日は諸君らの貴重な時間を借りて、これからの学生生活を送る上での、極めて重要な注意を与えようと思う。心して傾けい聴ちようするように!!」

　ざわめいていた講堂内は、シンと静まりかえった。それもそのはずで、これまでの人生でこんなバンカラな演説など耳にしたことも無いだろうし、しかもそれを女生徒が行おこなっているのだ。呆あつ気けにとられるのは当然だった。

　止めようと近づく実行委委員に対し、領家は縛しばり上げた西にし堀ぼりを突き出して牽けん制せいする。縄なわが食い込んだのか、西堀が目を細めた。……なんか気持ちよさそうに見えるのは、俺の気のせいなのだろうか。

　そして、領家の演説が始まった。

「諸君らの多くは、高校生活に対してこんな幻想を抱いているだろう──自由な校風、活発な自主活動、勉学に勤いそしむ傍かたわらで部活動にも励はげみ、アルバイトで金銭的自由も手に入れる。そしてなによりも、恋愛。高校生──人生のうちで、肉体的に最も充実したこの青春の時期に、恋人と過ごすこと。精神的に支えあうのと同時に、肉体の快楽に溺おぼれること。

　そんなものは全て、唾だ棄きすべき幻想にすぎない!!

　惑わされるな！　『恋愛』なる概念は、健全なる諸君らの精神を蝕むしばみ、堕だ落らくへと導く悪魔に他ならない！

　諸君らは妄もう想そうするだろう。授業中、チョークが黒板をかすめる乾いた音だけが響く、静せい謐ひつな教室内。板書に集中していると、机の端に置かれていた消しゴムが、肘ひじにあたって落ちてしまう。それを拾おうと手を伸ばすと──同じく拾おうとしてくれた隣となりの女子と、指を触れ合わせてしまう。『あっ……』『ご、ごめん』『いや、こちらこそ……てか、ありがとう』『う、うん……』休み時間、改めてお礼を言うとそれを契機として話は弾んだ。そしていつしか、二人は恋に落ちていた……。

　はっきりと事実を述べよう。そんなことは、百パーセント起こりえない！　そんな甘ったれた空想にふけり恋愛に心を焦がすのではなく、諸君らは現実を冷徹な眼差しで確しかと見つめなおし、自らの心に巣食う不条理を徹底的な自己批判で以もつて解消しなくてはならない！

　恋愛は我々の心を蝕み、思考能力を取り上げ、人間を堕落させる！　その狡こう猾かつな力学を、ここでつまびらかにしてみせよう！

　異性にモテたい、恋人の心を引き止めていたい、関係を発展させたい……恋愛至上主義に染まりきった愚者たちは、決まってそんな欲望に突き動かされている。そのために、汗水たらして獲かく得とくした金を散らして高価な服装・装飾品を購あがない、味もわからぬのに高級レストランへと足を運び、休息のためにあるはずの休日を恋人と動きまわりさらに身体を疲れさせる。これらの奇怪な行動は、『恋愛』なる共同幻想の奴ど隷れいとなり、搾さく取しゆされているようにしか見えないではないか！　しかし本人は気付くことが出来ない──『恋愛』という麻酔薬に犯おかされきった頭では、自らが自分自身を痛めつけていることに気付けないのだ。『恋愛』による人類支配の最大の狡猾さは、そこにある。

　リア充─非リア充という単純な尺度、単一の物語にとらわれ、そこに無数に存在したはずの可能性に目を向けられないのだ。

　なぜ人類の大半は、そのように行動してしまうのだろうか？　それは取りも直さず、我々がそもそも誤ご謬びゆうを植え付けられて生まれてきたからなのだ！

　この巧妙な仕掛けは、明らかに自然発生のものではない。そう、我々人類は、地球外生命体によってこの地表に産み落とされたのだ!!　その目的は、我々の行おこなってきたこと、歴史を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。人類は『知恵』によってこの地球を支配し、環境を激変させた。これまで生活していた生物はその居場所を失い、死滅する。そして人類は、自分自身をも滅ぼそうとしている──そう、目的とは、人類を使って地表を更さら地ちにすることだ。これは侵略なのだ!!

　我々は指を咥くわえて、その侵略を見ているしかないのだろうか？

　否いな！　我々にはただひとつだけ、残された反抗の手立てがある。それは、恋愛の放ほう棄きである！　良心的繁殖拒否により、我々は自分自身を絶滅させ、それによってこの美しい惑星を救うのだ!!

　恋愛を放棄せよ!!　高校に入学したら恋人を作って休日はデートしてトクベツな体験をして──そんな愚かな夢はきっぱりと捨てよ！

　リア充爆発しろ!!」

　領りよう家けの演説がそうして終わるタイミングを見計らい、俺と瀬せヶが崎さきは二階席からアジビラをバラ撒まいた。暗い中、新入生たちは頭上に降ってくる紙を思わず摑つかんでしまう。

　と、そんな時、講堂の正面入口が撥はね開けられ、光が差し込む。それと共に、領家に対抗するかのようにトラメガで拡声された大だい音おん声じようが響ひびく。

「新入生の皆さん！　そのビラを手にしてはなりませんわ!!」

　生徒会長・宮みや前まえだった。

「彼女の言葉に耳を貸してはなりません！　あれは非リア充をこじらせきった哀れな人間の、妄もう言げんにすぎないのですから!!」

　外から差し込む光を背にした宮前に、新入生の注目が集まる。領家を睨にらみながら歩を進めるたびに、そのウェーブがかった髪が揺れ、きらめいた。

　新入生の間に、どよめきが走る。

「あれ、生徒会長だよな」「なにこれ、なんかの出し物？」「面白くなってきたぞ！」

　あまりの出来事に、まだ現実を捉とらえきれていないようだ。

　宮みや前まえの登場に、すかさず領りよう家けが応戦した。

「出たな、生徒会長・宮前！　新入生諸君よ、よく見たまえ、あの女がこの学園を恋愛至上主義に染め上げようと画策している、黒幕なのだ！　その実体は、世界を恋愛で支配せんとする大たい性せい欲よく賛さん会かいの構成員だ！　奴やつの上っ面に騙だまされるな、足をすくわれるぞ！」

「根拠の無い出で鱈たら目めを並べ立てるのはお止よしなさい！　新入生の皆さん、あれが非リア充をこじらせきって世界を憎むようになった人間の末路なのです。努力もせずに自らの体たらくを棚上げにして、一度きりしかないこの高校生活を充実したものにしようと奮ふん闘とうする私わたくしたちを嫉ねたみ、謗そしるのです！　果ては狂人じみた陰謀論まででっち上げて、何もできない自分を正当化してしまう──皆さんは、このような風になってはなりません！」

「たわけたことを抜かすな！　貴様らの論理は全て、決まりきったひとつの価値観に拘こう泥でいしたまま柔軟性を失い、そこから外はずれた者共を弾圧してきたのだ！　『充実』というお前のその言葉の意味は、『友人との楽しいやりとり』『クラスメイトとの一体感』そしてなによりも『恋人と一緒に過ごす時間』だけを指し、そこから動くことはない。だがこの世界には、それ以外にも追い求めるべき何かが存在している──我々はそう信じているのだ！　狭量な自らの価値観に立てこもり同調を強しいる貴様らには、決して到達しえぬ何かが、そこにあるのだ!!」

　宮前の言葉は、辛しん辣らつだった。対する領家の返答はいささか抽象的だった──しかしそれでも俺は、領家の言葉に改めて心が奮ふるい立つのを感じた。

　新入生の大半がただの滑こつ稽けい劇げきと捉とらえて、苦境に置かれた非リア充を嘲あざ笑わらっているなか、それでも何人かは確実に壇上に立つ領家を見つめ、共感しているようだった。




　しびれを切らした宮前は、通路を疾走し舞ぶ台たいへと迫る。彼女の長い髪が、その動きに遅れてひらひらとたなびいた。その躍やく動どうに、聴衆からワッ、と歓声が挙がる。

　壇上で待ち構える領家は泰たい然ぜんとして、駆け寄る宮前を睥へい睨げいしている。

　宮前は走りながら制服のポケットに手をいれ、何かを取り出した。キン、と金属音が響ひびいたかと思うと、せいぜい手のひらサイズだったそれは腕の長さほどに伸長し、照明の光を反射してきらめいた。

　警棒──いや、自撮り棒だ。リア充がＳＮＳなどに自分が写った写真を投稿するための、極めて滑稽な装置だった。それを武器として使おうというのだ。

「結局は力づくか！　民主主義を謳うたいながら、気に入らぬ少数者を力でねじ伏せ屈服させるのが、貴様らのやり口なのだ！」

　そう言った次の瞬しゆん間かん、領家の手にはトラメガの代わりに角材が握られていた──迎え撃つつもりだ。

　宮前は疾風のごとく駆け抜け、壇上へと跳躍し自じ撮どり棒ぼうを振り下ろす。

　ざわめいていた講堂内が、水を打ったように静まった。

　カンッ、と乾いた音が鳴った──宮前の自撮り棒が、領家の構えた角材によって止められたのだ。

　削られた木片が、空中を舞まう。二つの武器はぶつかり合って、ピタリと静止していた。

　領家と宮前は互いの得え物ものを弾はじこうと、力を込める。睨にらみ合う二つの横顔──力は拮きつ抗こうしていた。

「投降しなさい！　じきに生徒会役員もやってきて、あなたがたを包囲します！」

「恋愛に耽ふけり練れん度どの低い貴様の軍隊ごときに、鍛たん錬れんを重ねてきた我々を捕らえることなどできない！」

　領家はフッ、と力をゆるめて後ろに跳ねると、身体を前傾させて勢い良く角材を突き出した。風切り音と共に、棒の先端はすさまじい速度で宮前の腹へと向かう。一点に集中されたその攻撃は、細長い自撮り棒ではとても受け止められない。

　が、宮前は冷静だった。棒で角材の横腹を叩たたいて突きの軌道をずらすと、それに加えて軽やかな身のこなしで、華か麗れいにその攻撃を避よけてみせた。

　角材は彼女の脇をかすめて通過する。宮前は領家の手が伸びきった瞬間を見計らって、その角材を横から握りしめた。
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　肘ひじを伸ばしきった領りよう家けに比して、宮みや前まえには余裕があった。彼女は摑つかんだ角材を引っ張ると共に、柄えを握っていた領家の手に向けて蹴けりを繰り出した。思わず領家は、角材を手放してしまう。

　しかし領家も、やられてばかりではない。宮前が角材に気を取られているうちに、自じ撮どり棒ぼうの先端を摑んだ。カメラを固定するための器具をがっしりと握ると、一気に捻ひねり上げる。宮前の握る柄の太さに比べて、先端の器具は大きい。桁けた違ちがいのトルクに耐え切れずに、宮前も自分の得え物ものから手を離した。

　その息もつかせぬ攻防に、また観衆がどっと沸わいた。

　得物を交換した状況だ。双方に一歩引き、領家は柄を握りなおしてブン、と自撮り棒を素振りし、宮前は角材をクルクルと器用に回してみせた。

「生徒会などと称しながら、斯か様ような危険物を所有しているとは……これは暴力により、生徒に圧政を強しいようとしている証左ではないか！」

「それはただの、撮影用器具ですわ。それに、角材こんなものを振り回して喜んでいる蛮ばん人じんを抑えこむために、私わたくしたちには武力が必要なのです。『反恋愛』などと思想を掲げていても、結局あなたがたは暴れたいだけなのですわ！」

　二人は互いに罵ば倒とうを交わし合い、それぞれの武器を構え、相手を睨にらみつけた。空気がピンと張り詰め、生徒たちは固かた唾ずをのんで見守る。

　同時に踏ふみ込んだ。カンッ、カンッ、カンッ、と三度打ち合い、またお互いに引く。領家が棒の先をくるくると回し挑発すると、宮前は大きく振りかぶって飛び込んだ。

　凄すさまじい速さで振り下ろされる角材を、領家は自撮り棒の両端を握って水平に構え、迎え入れる。

　ガンッ、と鈍い音が鳴って、角材は止まった。木の細い破片が飛ぶ。ジュラルミンの棒が、ぐにゃりと曲がっていた。角材を握っていた宮前の手のひらから、血が滲んでいる。領家もただでは済んでいないだろう。

　双方の顔に浮かんだ汗が、光に照らされて輝かがやく。

　と、そんな膠こう着ちやく状態を破る多数の音が、講堂の入り口から響いてきた。宮前に遅れて到着した、生徒会のメンバーだった。

「……年貢の納め時ですわ。もう逃げ場はありませんわよ」

　宮前はそう言って笑うが、その顔には苦痛が見え隠れしている。

「甘いぞ宮前！　我々が無策で行動を起こすと思ったか!!」

　駆け寄る生徒会役員の頭上めがけて、俺と瀬せヶが崎さきがビラを撒まき散らす。先陣を切っていた者が焦って滑り、転んで通路を塞ふさいだ。

　壇上でうずくまっていた西にし堀ぼりが、宮前のもとへと駆ける。宮前は領家から距離を取りつつ、西にし堀ぼりを縛しばり上げていた縄なわをほどいた。

「お怪け我がはありませんか？」

　その問いに応こたえるよりも先に、西堀は宮みや前まえに抱きついた。

「こわかった……こわかった……」

　彼女は怯おびえた被害者を演じつつ、宮前にまとわりついてその足を封じた。

「もう大丈夫ですわ、私わたくしたちが……ん、ちょっと、もう離してくださ……あっ、どこ触って……！」

　どさくさにまぎれて触っていた。抜け目のない奴やつである。

　領りよう家けはその隙すきにトラメガを握り、舞ぶ台たい袖そでから二階へと駆け上がる。

「窓から飛び降りる気ですわ、先回りなさい！」

　一階から外へ出るには、正面出入口を使うしかない。講堂内に全員突入していた生徒会メンバーはその扉へと殺到する。

　──しかし、扉は開かない。ブレーカーを落としに回っていた神しん明めいさんが、タイミングを見計らって外から閉めたのだ。

　領家は二階にたどり着くと、下に座る新入生たちを見回した。

　再度トラメガを握り、叫ぶ。

「諸君、もう一度言うぞ！　高校生になったら恋人を作り青春をエンジョイする──その淡い希望を、いますぐ放ほう棄きせよ！　冷静に自らを見つめ直し、その心に巣食う恋愛至上主義を放ほう逐ちくせねばならない！

　そして──共に闘たたかおう！　反恋愛主義青年同盟部は、志こころざしを同じくする者を、心より歓迎する。共に手を取り合い、『恋愛』という巨悪と闘おうではないか！

　リア充爆発しろ!!」

　そう言い終えると、新入生から割れんばかりの拍手があがった。たぶんまだ何かの出し物だと思っているんだろうが、その中には俺らの主張を真剣に受け止めてくれた人もいる……と信じたい。

　俺達はそれから窓枠に縄を結びつけて降り、悠々と生徒会から逃げ切ることができた。




　　　　３




　その後、特に西堀も嫌疑をかけられることなく解放され、作戦はほぼ成功であった。

　ただ、領家と宮前とのやりとりが芝しば居いがかりすぎていたり、チャンバラを繰り広げてしまったりで、本気で受け取った生徒がどれだけいるのかは気がかりだ。




「なぜだ！　なぜ新入生が誰も来ないのだ!!」

　新入生歓迎会の占拠から数日が経たったある日、領りよう家けはいつものように部室で嘆いた。

「あれだけ多くの前で、非常に効率よく主張を繰り広げた。拍手だってあれだけ盛大だったじゃないか！

　なのに何故、まだ新入生が誰も、この反恋愛主義青年同盟部の門を叩たたかぬのだ!?」

　領家は力なく、拳こぶしを卓に下ろした。

「若者の反恋愛離れ」「やっぱり新入生は、まだ希望を抱いているんですかね……」「若いっていいね～」

　みな口々にそんなことを言っているが……新入生が来ない理由は明白だ。

「反恋愛主義青年同盟部は表立って活動してはいないんだぞ。どうやって俺らとコンタクトとるんだよ」

　俺がそう突っ込むと、領家は「あっ……」と言って口を開けた。完全に素すだった。

　取り繕つくろうように咳せき払ばらいしてから、彼女は言った。

「窓口がないから入部できないなどというのは、軟なん弱じやく者ものの発想だ！　仲間がおらずとも自ら率先して反恋愛活動を行うべきなのだ、そうやって目立てば我々との合流の道も拓ひらかれる」

　たしかに俺が入部したときは、領家の演説に触発された俺が屋上で叫んだところを、彼女に見られて勧誘されたのだ。西にし堀ぼり、神しん明めいさん、瀬せヶが崎さきにしても、俺と領家の活動を自主的に手伝ったことが、入部のきっかけだった。

　だが……

「さすがに、入学したての新入生にそれを期待するのは酷だろう」

「……それは、そうかもしれないが」

　まだ校内の地理も把は握あくできず、目まぐるしく起こる出来事や新しい人間関係への対応で疲れきった新入生に、そんなことは土台無理である。

「しかしこのままでは、新入生は外の部活動に獲とられてしまう。それに加えて時間が経てば、恋愛至上主義に染められてしまう者も多く出てくるだろう。生徒会にしても、生徒たちを恋愛に向かわせるよう様々な策を講じてくるはずだ。ゴールデンウィークのアレなどは、その最たる例だ！」

　領家はそう言うと、何かを思い出したのか、怒りに口くち許もとをふるふると震ふるわせ、目をぎゅっと瞑つむった。

　例年、ゴールデンウィークには近隣の各学校合同で行われる、『新歓フェス』なる催もよおしがある。大きめの公園に場所を用意し、クラスごとに焼きそばやお好み焼きなどの屋台を出したり、鳴かず飛ばずの無名バンドを呼んで演奏させたりする、簡易的な祭りのようなものだ。入学したばかりでクラスメイトについて何も知らない新入生たちを、この行事で協力しあうことによって親しくさせようという魂こん胆たんがあるのだろう。実際にこのイベントを介して親しい友人を作る者も多く、異性と急接近する不ふ埒らちな奴やつも存在しているみたいだ。

　一方、俺ら非リア充気質の人間は、輪の中に入れず手持ち無ぶ沙さ汰たで過ごすか、あるいはただひたすらに雑用をさせられて誰かと会話することもなく終わるかのどちらかだ。かくいう俺も、楽しげにワイワイと盛り上がるクラスの面々の傍かたわらで、黙々と焼きそばを焼いていた記憶しかない。領りよう家けにもきっとそんな苦い思い出があるのだろう。

　なんとかしてゴールデンウィークまでに部員を獲かく得とくし、あわよくば新歓フェス粉砕のために尽じん力りよくしてもらいたいところだ。

「そうだな、だからもっと……新入生が入りやすいようにだな」

　俺がそう言いかけると、領家が即座に反論する。

「新入生が入りやすいということは、生徒会＝大たい性せい欲よく賛さん会かいにも見つかりやすいということだ。人員を増やすために危険を犯おかして組織が崩壊してしまったら、本末転倒だぞ！」

　そんな風に舌戦を繰り広げていると、コンコン、と扉を叩たたく音がした。

「……全く、こんな時に何の用だ」

　そう言いながらも、領家はそれ以上の言葉を継ぐことはなく、椅子にどっかりと腰を落ち着けた。

　ここは部室棟三階の、風紀委員会の部室。俺らが占拠して使っているのだが、風紀委員目当ての来客も少なくない。

　神しん明めいさんが立ってドアを開け、丁てい寧ねいに客を招き入れた。

　……どうやらまた恋愛相談らしい。先月、俺らは恋愛至上主義への反感を育はぐくもうと、乗っ取った風紀委員を使って頭の湧わいた恋愛信奉者を演じ、広告を打った。その中に、『恋愛相談を行う』などと勢いで書いてしまったのだ。こんなものに頼る奴などいるはずないと高たかをくくっていたのだが、生徒は俺らが思うよりもずっと阿あ呆ほうだった──たくさんの恋愛相談が寄せられてしまったのだ。

　俺らはそれを逆手に取って関係を崩壊させたりしていたのだが、こうも件数が多くなると鬱うつ陶とうしい。

「じゃあまず、相談用紙を埋めてくださいね」

　神明さんはそう言って、相談者の女子の前にプリントと筆記用具を置いた。

　恋愛相談に来る者の話は、大抵がごちゃごちゃして纏まとまりがない。しかもそれを解きほぐして内容を明確にしているうちに、自己解決に至ってしまうケースが多々あった。

　そこで相談者には、色々な質問が書かれた紙に、あらかじめ記入してもらうことにしたのだ。

　相談者が悲痛な面持ちで用紙を埋めるのを、領家は仏ぶつ頂ちよう面づらで眺めている。神明さんは紅茶を淹いれて相談者の横にそっと置いた。

　回答を終え、彼女がおずおずと提出するその用紙を、領家はぞんざいな態度で受け取った。書かれた内容を上から下まで流し見し、溜ため息いきをつく。

　──と、領家は、ハッ、となにかに気づいた様子でもう一度紙の上から下までをじっくりと眺め渡した。

　そして、小さく呟つぶやいた。

「……これは、使えるぞ」




　相談に来た女生徒に毒にも薬にもならぬアドバイスを授けて帰ってもらった後、領りよう家けは嬉き々きとした調子でそのアイデアについて話した。なかなか上手い案だった。俺らはそれに賛成し、さっそく準備にとりかかることにした。

　領家のアイデアとは、風紀委員という立場を使うこと、そして新入生を対象とした「恋愛意識調査アンケート」を行うことにあった。

　俺らがいま隠かくれ蓑みのとして用いている風紀委員会は、通常のイメージとは逆に恋愛を称しよう揚ようする主張を行おこなっている。その立場から、新入生の恋愛に対する不安などを汲くみ取りフィードバックする、などという体ていで、記名式でアンケート調査を行うのだ。そしてそのアンケートで『反恋愛』寄りの回答をした生徒をあぶり出し、反恋愛主義青年同盟部へと勧誘するという手法だ。

　これなら危険を犯さずとも同志を知ることができるし、また偽装団体である風紀委員の功績としてもカウントできる、一石二鳥の作戦だった。




　アンケートの文面は、このような恋愛に脳を犯されきった風を装った。






☆恋愛意識調査アンケート☆




　新入生のみなさん、入学おめでとうございます！

　そろそろ授業も本格的に始まり、部活への体験入部も開始した頃。勉強・部活・委員会と、高校生活は大忙しですが……でも、それだけじゃないですよね！

　そう、恋愛です。

　中学の時に比べて時間的にも金銭的にも自由で、しかもみずみずしい身体をもったこの高校三年間は、人生でいちばん恋愛するのに向いているのです。この機会を逃すと、一生恋人ができずにひとりぼっちで寂しく過ごし仕事の疲れでくたくたになりながら誰も帰りを待たぬ家に辿たどり着きすすり泣きながらスーパーで買った半額弁当を食べるだけの人生になっちゃうかも☆

　私たち風紀委員では、新入生の恋愛を全力でサポートしたいと思っています！　旧きゆう弊へいな『不純異性交遊の禁止』をはじめとする風紀委員のイメージは捨ててください。私たちは逆に、恋愛をサポートすることこそ、風紀の安定につながると思っているのです。

　そこで今回、このアンケートを行って、新入生のみなさんがどのような恋愛の悩みを抱えているのか、調査いたします！　この情報を基に、みなさんが幸せな異性との関係を築けるよう環境を整えていくので、どうかご協力ください!!

（当委員会で収集した個人情報は厳重に管理し、本人に無断で第三者へ提供されることはありません☆）

学籍番号［　　　　　］　氏名［　　　　　　］


Ｑ１：現在、恋人はいますか？　はい／いいえ

Ｑ２：新しい学校、新しいクラスの顔ぶれ。気になる異性がいましたよね？　はい／いいえ

Ｑ３：高校三年間でぜったい恋人をつくりたい！　はい／いいえ

Ｑ４：恋愛は人生において、最も重要な要素のひとつですよね！　はい／いいえ

Ｑ５：『反恋愛主義青年同盟部』なるフザけた団体をご存じですか？　はい／いいえ



　　　（はい、と答えた方へ）


　　　Ｑ５─１：彼らの主張を理解できましたか？　はい／いいえ

　　　Ｑ５─２：その思想に共感するところがありますか？　はい／いいえ



　　　　　　　　（回答によっては後日面談を行う場合があります）


Ｑ６：部活に入ろうと思っていますか？　はい／いいえ（　　　部）

Ｑ７：その他、恋愛に関する悩み事などなんでも書いてください！



［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］








　翌日それを配布し、ほぼ半数の新入生から回答があった。みな律りち儀ぎに氏名を書いている。やはりこの時期の一年生は真面目だ。人を疑うということを早めに覚えた方が良い。

　さっそく俺らは集計作業に入った。風紀委員の活動として報告する必要上、また今後の俺らの活動に資しするためにも、一応真面目にそれぞれデータを入力し、統計を出すことにした。

　なかなか骨の折れる作業だったが、得られた物は大きかった。

　まず、新入生の中で既に恋人を持つ者は、殆ほとんどいないということだ。中学は校則も厳しいし自由も制限され、それどころではなかったのだろう。また、別々の高校に入って別れてしまった、というケースも考えられる。

　したがって、ここで頑張って新入生を教きよう導どうしていけば、恋愛を放ほう棄きさせることができるかもしれない。既に恋人のいる者は脳を恋愛に犯されきって非リア充を小馬鹿にし、自らがそうなるのを全力で回かい避ひするだろう。しかし、まだその毒が回りきっていない新入生たちには、我々の思想を受け入れるだけの余地が残されているのだ。

　そして──

「……みんな、これを見てくれ」

　領りよう家けはそう言って、手にしていた一枚の紙を机の上に置いた。

　その回答は、徹底的に恋愛を拒絶していた。多く寄せられた回答の中には、恋愛に懐かい疑ぎ的てきなものもいくらかあったのだが、これほどまでに徹頭徹尾反恋愛的なものはこれまで見なかった。

　さらに、脅おどしを加えて明らかに肯こう定ていしにくく設定した「反恋愛思想に共感するか？」という質問に、迷いなく「はい」と回答している。そればかりではない。入りたい部活に「反恋愛主義青年同盟部」とはっきりと書いているのだ。

　自由回答欄には、達筆な字でこう書かれていた。

「昨今の我が国の低迷はひとえに、欧米から輸入された軟なん派ぱ極まりない恋愛至上主義に国民が毒されきっているからに他なりません。尊そん攘じようの志こころざしに燃え、この国の礎いしずえを築いた先人たちに顔向けできない体たらくです。この醜しゆう態たいは、我々の世代で是非とも打破せねばなりません！　憂ゆう国こくの士として私はこの身体を反恋愛運動に奉じ、命を賭としてこの国に品格を取り戻すため邁まい進しんする所存です！」

　なんかヤバい。領りよう家けとは逆方向に振り切ったヤバさを感じるが……当の領家は嬉うれしそうにしていた。

「こいつは分かっているぞ！　早速、面談に呼びだそう!!」

「いや、待て。いきなりは……マズいんじゃないか？」

「何を言っている！　これだけ反恋愛に傾いた回答をしているんだ、必ずや立派な反恋愛の戦士として、共に闘たたかってくれるだろう！」

「文章だけならなんとでも書ける。幸い、こちらにだけ名前が分かっているんだ、密かに素行調査をすべきだ」




　　　　◯




　そんなわけで、その回答をした生徒の「素行調査」を行うことになった。

　担当は俺。領家曰いわく、「お前が言い出したのだから、お前がやれ」とのことだ。心配性すぎると非難された。

　さすがに一人では心もとないので、俺は西にし堀ぼりに協力を要請し、二人で調査を開始した。




　例のアンケート回答は、女子生徒からのものだった。名前は、天あま沼ぬま皐さつき。

　まずはクラスでどんなポジションにいるかを確認する。新しい環境におかれた最初の数週間、この間に構築した人間関係には、その人がどのような性質を持っているのかが如によ実じつに反映される。

　外部から得られる情報として、まず天沼は級長になった、というのがあった。立候補なのだろうが、クラスでの立ち位置は悪くなく、また活発であることが窺うかがえる。

　さらに西堀に、一年生に扮ふんしてもらって聞き込み調査を行おこなった。まだどんな顔が学年にいるのか把握できていない時期にあり、西堀は完全に一年生として扱われてタメ口を利きかれていた。

「天あま沼ぬまさん？　明るい子だよね」「サバサバしてて話おもしろいよ」「べ、べつに、あんな奴やつのこと……気になってねえけど？　まあ、ブスではないかな」「初しよっ端ぱなの実力テスト、総合一位だったんだって。体育でも、陸上部の子より持久走が速かったらしい」

　なんだか完璧超人のような印象だ。そんな奴が、なぜ反恋愛主義青年同盟部へ……？

「……そんなところ。あと、今日の放課後、男子から校舎裏に呼び出された、らしい」

　諜ちよう報ほうから帰ってきた西にし堀ぼりはうんざりした調子でそう報告して、ブラウスの襟えりから学年色のリボンを引き抜いた。

「告白か？　早いな」

　天沼はなかなか器量が良いみたいだし、男子とも気さくに話しているようだ。狙ねらっている奴も多いのだろう。だが時期としては、いささか早すぎる。

「ゴールデンウィークに間に合わせるつもり。そんなの、けっこういるみたい」

「盛さかってる奴らだな……」

　俺の一年の時はゴールデンウィークの頃など、自分のことで精一杯でクラスの女子生徒などちっとも気にかけていなかった。思えばそういった意識の低さが、現状の俺の非リア充っぷりを招いたのかもしれない。




　身辺調査の一環として、俺らはその告白現場を見に行くことにした。悪いとは思いながらも、彼女の恋愛に対する本音を聞く最上の機会だ。

　放課後の校舎裏、俺と西堀は茂みの中で息を殺して、天沼が来るのを待っていた。既に男子の方は来ていて、不安を紛らわせようとしているのかスマホをいじったり、前髪を整えたりしている。

　と、渡り廊下の下を抜けて、校舎裏へ駆けてくる人影があった。

　天沼だ。

　後ろでひとつに束ねられた髪が、彼女の動きに合わせて揺れる。背丈は平均くらいだろうか、細身ながらもしっかりと筋肉がついていることが分かる。無駄を省いた、俊敏さを想起させる身体つきだ。

　目は少しつり目がちで、力強い光を宿している。活発な明るい笑みを見せながら、手を振って男子に呼びかけた。

「ごめん、ちょっと勧誘がしつこくて。運動部の先せん輩ぱいたちが集まってきちゃって……大変だったよ」

　そう言って困ったように笑う天沼は、たしかに魅力があった。男子からも女子からも人気を集めそうなタイプに見える──とても、反恋愛に傾倒しているとは思えない。

「今日は、大事な話があって……ここに来てもらったんだ。ありがとう、来てくれて」

「いいよいいよ。友達でしょ」

『友達』。明らかに牽けん制せいを入れてきている。男子はそれを分かっているのかいないのか、ぎゅっと拳こぶしを握りしめた。

「……単刀直入に言うよ。天あま沼ぬまさん、俺は君のことが気になっている。付き合ってくれないか」

　いきなりストレートに告白する男子。天沼はそれに対し、また直球で返答した。

「ごめんなさい」

「……そ、そうか。り……理由を、聞いていいかな。俺のこと、嫌いか？」

「別に、嫌いじゃないよ。ただ……」「他に好きな奴やつがいる、とか？」

「そうじゃないよ」

「なら……一緒にいるうちに、だんだんと互いを分かってくるかもしれないし、とりあえず……お試しで付き合ってみないか？」

「……はっきり言うね」

　ガツガツと攻めてくる男子に対し、天沼はそう前置きすると、すこぶる快活な笑みを見せて彼に真正面から相あい対たいして、言った。

「私、恋愛とか興味ないんだ。アホくさいとすら思ってる」




　　　　４




　領りよう家けにその一幕を説明すると、彼女はさらに天沼のことを気に入ったみたいだった。

「さすがは私が見込んだだけあるな！　完全に心が定まっているようだ、将来反恋愛の戦士として獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せてくれるだろう！」

　天沼のあの言葉を聞いてしまった以上、俺としても嫌疑をかけ続ける理由を失った。

　そこで俺らは、風紀委員の部屋に天沼を呼び出し、面談を行うことにした。




　放課後、地上の部室に集まって待っていると、扉をノックする音があった。

「来たぞ！」

　領家がそう言って居住まいを正すと、他のメンバーの間にも緊張が走った。

　神しん明めいさんが扉へと駆け、来訪者を迎え入れる。

「失礼致します！　一年Ｂ組の天沼皐さつきです！」

　ハキハキした大きな声でそう言うと、天沼は領家に顔を向けたままで腰を曲げ、お辞じ儀ぎをした。それに合わせて、後ろでひとつに纏まとめられた髪が振れる。

「よ、よく来てくれたな。まぁ、掛けたまえ」

　領りよう家けはちょっと気取った声こわ音ねでそう言って、自分の対面にある椅子を指さした。天あま沼ぬまはまたお辞じ儀ぎをし、「失礼致します！」と言ってから椅子に腰掛けた。軍人みたいな奴やつだ。

「私……お茶淹いれるね」「お気き遣づかいなく！」

　居いた堪たまれず立ち上がってそう言う神しん明めいさんに、天沼がきっぱりと応こたえる。しかし神明さんは柔らかく笑うと、電気ポットの置いてある方へ引っ込んでしまった。

「さて……天沼皐さつきくん、今日呼ばれた理由は、聞いているね？」

「ええ、風紀委員の恋愛意識調査、その私わたくしの回答に対して、訊ききたいことがあるとのお達しであったかと思います」

「その通りだ」

　領家はそう言って、天沼のアンケート回答を卓の上に置いた。

　紙の上ではいくらでも書けるが、本心では何を思っているのか分からない。告白の現場に居合わせてその一端を垣かい間ま見みることはできたが、まだ彼女の思想の全体像は把は握あくできていない。そこでこの面談では、まず俺らは恋愛を推おし進めようとする風紀委員を装って天沼を圧迫し、その本当の心を引き出そうというのだ。

「この回答は君のもので、間違いないかな？」

　領家に問われると、天沼はその紙にひと通り目を通してから、確しかと頷うなずいた。

「間違いありません。私の回答です」

「なるほど、よくわかった。今日呼び出したのは他でもない、ここに記述されている君の信条について、問い質ただしたいことがあるからだ。……君は、どうやら恋愛というものに対して、否定的な意見を持っているようだね」

「はい。恋愛は憎むべき悪徳です。社会を蝕むしばむ恋愛至上主義という病巣を、一刻も早く撃げき滅めつせねばなりません」

　天沼は淡々と、しかし裡うちに熱をうかがわせるような調子で、そう応えた。

「なるほど、君はそう信じているわけだ。しかし恋愛というのは、個人個人の中から自然に湧き出る感情ではないのか？　社会の中で恋愛が大きな意味を占めるのも、この身体的自然の単なる延長なのではないか？　我々は人間である前に動物だ、その種の保存の本能に従うことの、どこが悪徳なのだろうか？」

　その問いに、天沼はしばらく領家の目をじっと見据えたあとで、流れるように答弁した。

「それは違います。現在、この社会に蔓延はびこっている恋愛至上主義は、その源であったはずの肉体的欲望から乖かい離りして、暴走しているのです。その原因は、毛け唐とう人じんが創りだした、物語による人民支配に他なりません。欲望を無制限に増幅させるその装置を用いて、彼らは覇は権けんを争い馬鹿馬鹿しい闘たたかいを繰り広げ、世界を荒廃させてきました。我が国は地理上の特異性と神風によってその侵略を免れてきましたが、それも今は昔の話。人々は舶はく来らい品ひんを崇あがめ、ちんちくりんな服装に身を包み、敵てき性せい語ごを街に溢あふれさせています。そして我々のもつ国を栄えさせるという本分をも忘れて、恋愛至上主義に心酔し恋人の獲かく得とくに血ち眼まなこになっているのです。その結果人々は軟なん弱じやくになり、毛け唐とうの言いなりになって滑こつ稽けいに踊るだけとなりました。こんな体たらくを、命を賭としてこの国の繁栄に尽じん力りよくしたご先祖に、どうして見せることができましょうか！

　我々はまずこの恋愛至上主義を克服し、外からの圧に負けぬ真の益荒男ますらおの育成に努め、以もつてこの国に再び神威を蘇よみがえらせるのです!!」

　うん……なんだか思っていた以上にヤバい感じだ。

　領りよう家けは「恋愛至上主義の否定」ということにしか意識が向いていないのか、天あま沼ぬまのその主張を聞いて目を輝かがやかせていた。

「なるほど……君の主張は分かった」

　領家はそう言って、しかし顔に嫌疑の色を戻して詰きつ問もんを続けた。

「しかしこの……反恋愛主義青年同盟部なる反社会的団体に入部したいという君の希望は、とても看かん過かできるものではない。奴やつらは社会に仇あだなし、平和に青春を謳おう歌かしようというこの学園の生徒を、危険に曝さらしているのだぞ」

　口許をむずむずさせながら領家が言うと、天沼は眼光鋭く俺らを見回して言った。

「反恋愛主義青年同盟部は、特にあの代表の女性は、恋愛至上主義に腐敗したこの国を救う可能性を持った唯一無二の存在です！　あなたがたや一般の生徒には、なぜそれが分からないのか!!

　反社会的といいますが、恋愛なる幻想に基づき互いが互いを監かん視しし束縛しあいズブズブと泥どろ沼ぬまに嵌はまっていくこの社会に、どれだけの価値があるというのでしょうか。こんな社会ならば、破壊して惜しいことなどひとつもありません！」

　天沼はキッ、と領家を睨にらみつけると、さらに続けた。

「このことであなたがたがどれだけ私わたくしを締め上げようと、私の信念は変わりません！　この身果てるまで『反恋愛』の志こころざしを胸に、闘っていくつもりです!!」

　その言葉を吐き捨てるように言うと、天沼はガタン、と席を立って出口へと足を向けた。

「これ以上お話しすべきことはありません。失礼します！」

「待て！」

　領家は素早く出口へと向かうと、天沼の肩を摑つかんだ。そして他のメンバーへと目配せをする。皆、何も言わずただ頷うなずいた。

「何ですか!?　暴力なら……全力で迎え撃ちます！」

「そうではない」

　コホン、と咳せき払ばらいをして、領家は続けた。

「君は……本当に反恋愛主義青年同盟部に入部したいというのだな？」

「はい！　あなたがたに何を言われようとも、私の決意は変わりません！　どうにかしてその活動への合流を目指し、万一それがかなわずとも独自に反恋愛闘争を闘いぬくつもりです!!」

　領りよう家けはそれを聞くと静かに頷うなずいて、天あま沼ぬまの目をじっと見つめ、言った。

「私が反恋愛主義青年同盟部の議長・領家薫かおるだ。君を部に迎え入れよう」




　　　　◯




　こうして反恋愛主義青年同盟部は新入部員を一名加え……急きゆう遽きよ、その歓迎会を執とり行うことになった。

　急いで近くのスーパーで買ってきたソフトドリンクと宅配のピザ、という簡易的なものだが、天沼は感激していた。

「学校にピザの宅配なんて……すごいですね！」

　確かに中学までの感じだと考えられないことだろう。

「冬には皆で鍋を囲んだりもしたぞ。なかなか自由な校風だからな、楽しんでくれ」

　領家がそう言うと、天沼は嬉うれしそうに「はい！」と返事をした。もうすっかり領家に懐なついている。




　ピザを摘つまんでわいわいとやりながら、天沼に色々と説明を行おこなった。反恋愛主義青年同盟部について、これまでの活動、我々の敵である生徒会とその会長・宮みや前まえについて、そして風紀委員会を乗っ取っている、ということ。

「風紀委員会に呼び出されたときは、ハラハラしたんですよ！　敵として拷ごう問もんを受けて強制的に思想を変えさせられるんじゃないかと……」

「そうか、それは済まなかったな。しかし、そんな風には見えなかったぞ。厳として自分の信じるところを貫き通す、強い意志を感じた」

「そう言っていただけると光栄です、先生！」

「せ、先生……？」

「そうです、領家先生！　この部の経緯を知り、改めて先生の偉大さを思い知りました。これからは『先生』と呼ばせてください！」

「参ったな……」

　そう言いながらも領家は、少し嬉しそうだった。

　その後、俺らは一人ずつ自己紹介をした。天沼は手帳にメモをとりながら、熱心に聞いていた。

　いままでのメンバーが紹介を終えた後、改めて天沼が挨あい拶さつを行った。

「一年Ｂ組、天沼皐さつきです！　中学時代の部活は陸上部でした。勉強が進むにつれて社会に蔓延はびこる欺ぎ瞞まんに気づき、高校入学と同時に蹶けつ起きする覚悟を決めました。この身を賭として反恋愛主義青年同盟部員として闘たたかい、この国に天てん壌じよう無む窮きゆうの繁栄を取り戻すため尽じん力りよく致します！　よろしくお願いします！」

「よろしく」「こちらこそ、よろしくお願いします」「よろしく～」

　皆、のんきに返事をしているが……領りよう家けとは逆方向に偏かたよりすぎてないかな……？

　しかし当の領家はといえば、天あま沼ぬまの気合の入った言葉にコクコクと頷うなずいて、

「活きのいい新人が入ってくれて嬉うれしい！　いまこそ革命の期は熟した！　非リア階級の全重量を以もつてリア充＝恋愛至上主義者を粉砕していこう!!」

　などと言っている。しかも天沼もそれに感激している様子だ。……もしかしたら極端に振れきった者同士は、なにか主張的にも心情の面でも重なりあうところが多いのかもしれない。




　寛くつろいだ会話を交わしながら、天沼はみるみるうちに部員のみんなと仲良くなった。

　まず、神しん明めいさんに関しては、

「可愛い後こう輩はいが入ってくれて嬉しい！」

　と、完全に可愛がりモードである。彼女を膝ひざの上に載のせかねない勢いだった。天沼にしても甘え方をわきまえており、適度に彼女の庇ひ護ご欲よくをくすぐった。

　その様子を見て最初は面白くなさそうに仏ぶつ頂ちよう面づらをしていた西にし堀ぼりだったが、

「西堀先輩、学校のこと、いろいろ教えてください！」

　と元気よく「先輩」付けで呼ばれたことで、あっさり陥落した。おそらく、先輩─後輩という間柄にあこがれていたのだろう。ちょろい奴やつである。

　瀬せヶが崎さきに関しても、少なくとも悪くは思っていないみたいだ。天沼は瀬ヶ崎と話すときにも極めてフラットで、よくいる女子みたいに舞まい上がったりしない。そういう面倒臭くないところが、好印象なのだろう。

　そして領家は……

「先生、先生！」

　目を輝かがやかせて袖を摑つかむ天沼に、領家は苦笑いをしながら、手を頭の上にポン、と置いた。

「そんなに興奮するな、私は消えたりなんかしないぞ」

「入学前からお噂うわさをうかがっていました！　そしてあの歓迎会での演説!!　私わたくしは一生この人についていくんだ、と固く心に誓いました！」

「そ、そうか……それは光栄だな」「先生っ！」

　天沼は感極まったのか、ぎゅっ、と領家に抱きついた。あまりそういうのに慣れていない領家は、ただオロオロとしている。西堀は羨うらやましそうにその光景を眺めていた。神明さんもノリで、「えいっ」と二人を抱え込むように抱きついた。

「女子の比率が高くなったね。なんだかやりづらい感じがするよ」

　困ったように笑いながら、瀬ヶ崎は俺に小声でそう言った。

「あんまり気にしなくてもいいだろ。俺らは反恋愛を信条としているんだ、男女関係のいざこざなんかも起こりようがない」

　男女比率に偏かたよりの出やすい吹奏楽部なんかは地獄絵図のような痴ち情じようのもつれが繰り広げられるらしいが、そもそも恋愛を否定している俺らの間で、そんなことが起こるはずもない。

「まぁ、そうかもしれないね」

　そうして俺が瀬せヶが崎さきと話をしていると、天あま沼ぬまがこちらに視線を向けていた。

「あの……高砂たかさご先せん輩ぱいは、どういう方なのでしょうか？　先ほどからあまり、先輩とはお話出来ていなくて。寡か黙もくな方なんだな、と思っていたら瀬ヶ崎先輩とは話しているので……あっ！」

　天沼は俺と瀬ヶ崎を交互に見ると、俯うつむいて手をブンブン振った。

「わ、忘れてください！　個人的なことに踏み入りすぎました!!」

「なんか勘違いしていないか？　俺と瀬ヶ崎は別にそういう関係じゃない」

　なおも顔を赤くして俯く天沼に、領家が優しく語りかける。

「皐さつき、高砂はな、コミュ障で……見ず知らずの他人と話すのが苦手なだけなんだ。許してやってほしい」

「お前に言われたくねえよ。領家だって人見知りだろう」

「一緒にするな！　私はすぐこうして皐と打ち解け話しているではないか!!」「それは天沼が積極的に話しかけているからだろ」「積極的に話しかけてもらえる人望こそが、コミュニケーション能力の正体だ。高砂にはそれが無いのだな」

　俺と領家がそうして罵ば倒とうしあっていると、

「あの……お二人って、仲が悪いのでしょうか？」

　天沼がそう問うのに対し、領家は頷うなずいた。

「う、うむ。私と高砂とは犬猿の仲にあるのだ。そう、一緒に露ろ天てん風ぶ呂ろに入ったりするような仲とは、真逆の位置にある。いつもこうしていがみ合っているからな。まぁでも、心配することはないぞ、部の古参同士、気心が知れているからこそ、こうして意見をぶつけ合えるのだ」

「なるほど……深いです」

　なにが深いのか分からんが、天沼は神妙に頷いて領家に向かって手を合わせた。もはや崇すう拝はいの域にまで達している。




　そんなわけで、反恋愛主義青年同盟部は一年生部員・天沼皐を加えることになった。

「この部活にはな……実はこの地上の部室・風紀委員を偽った部屋の他に、もう一つ部室があるんだ」

　領家がそう話しはじめるが、俺はそれを途中で遮さえぎった。

「いや待て、まだちょっと、そういう秘密を教えるには早いんじゃないのか？」

「何を言っているんだ、高砂！　お前も天沼の反恋愛精神の屈強たることを十分に確認しただろう。もはや彼女は、立派な正部員のひとりなのだ!!」

「そうですよ、高砂たかさご先せん輩ぱい！　私わたくしも早く一人前の反恋愛の士として闘たたかい、神しん州しゆうの未来のために尽力したいです！」

　天あま沼ぬまもそんなことを言って、領りよう家けの側がわについた。おそらくこれからも領家と言い争いになるたびに、天沼はそちらの側につくのだろうな、と思うと、頭が痛くなる。

「まぁ、議長は領家だからな、お前がそこまで言うなら……」

「やった！　先生、早くその秘密の部室に案内してください！」

　天沼はそう言って、領家の手を取った。




　地下の部室へと天沼を案内し、そこで部屋の鍵が授けられた。これでもう他の部員と何ら遜そん色しよくのない、立派な反恋愛主義青年同盟部員だ。

「みなさん、これからご指導ご鞭べん撻たつ、よろしくお願いします！　必ずや恋愛至上主義をこの国から排除し、かつての繁栄を取り戻しましょう!!」

　そんな天沼の挨あい拶さつと共に、その日は解散となった。

　皆で部室を出て下駄箱の方へと向かうと、

「私わたくしはクラスの友人と約束がありますので、これにて失礼します！」

　天沼はそう言ってシュタッ、と敬礼し、階段を駆け上がっていってしまった。

「……元気な奴やつだな」

　つぶやくように俺が言うと、領家は笑って、

「なんだ高砂、じじむさいぞ。革命の原動力となるのは、若さ、そのエネルギーだ。お前ももっと精力をつけなくてはならない！」

　新入部員を一人迎えて、領家はいつにもまして活気づいていた。なんだかこれからの活動は、いままでよりずっと疲れそうな気がする……。

「俺もせいぜい頑張るが……それと領家、今日は先に帰っていてくれ」

　俺と領家とは途中まで帰る道が一緒なので、いつも分岐点までは一緒に帰っている。

「どうしてだ？　忘れ物くらいなら、その……待っても良いぞ」

「いや、ちょっと時間がかかるかもしれない。いつまでも待たせるわけにはいかないからな、先に帰っていてくれ」

「……分かった。別に、私もそこまでお前と一緒に帰りたいわけではないからな、帰り道が同じというだけで」

　領家は不服そうな顔をしながらもそう言って、別れを告げた。

「それじゃ、また……明日」「おう」




　　　　◯




　用事というのは他でもない、天あま沼ぬまのことである。

　俺はまだ、彼女のことを信じきれていなかった。端的に言えば、スパイではないかと疑っているのだ。

　たしかに天沼の言説はかなり振り切った反恋愛主義者のそれであるかのように思われたが、それが逆に怪あやしかった。

　中学までの経験で、果たしてあそこまで反恋愛思想にのめり込むことなど出来るだろうか？　少なくとも俺はそうではなかった。高校入学時は、もしかしたら自分も新しい環境に置かれれば、趣しゆ味みの合う親しい友人も出来、またどうかすると恋人もできるのではないかと淡い期待に胸を躍おどらせていた。

　天沼はあまりにも、反恋愛に一貫しすぎている。それはもしかしたら、彼女がそう偽っているからなのではないか──俺の疑いは、そこから来ていた。

　おそらくは取り越し苦労で終わるだろう。俺の心配性は今に始まったことではない。今いる三人の部員を加えたときだって、その中にスパイがいるのではないかと疑って、こうして領家に黙って行動したのだ。その結果……西にし堀ぼりの痴ち態たいを垣かい間ま見み、結果として彼女に対して全ぜん幅ぷくの信頼を置くことになった。結果オーライである。

　今回もその程度の、一応用心しておくか、という心構えだ。領家はあまりこういう小こ賢ざかしい真似には慣れていないため、そこは俺が補ってやる必要がある。




　地下の部室へと向かう廊下は消灯されていた。俺はそのままで、携帯のライトを使って部室まで辿たどり着き、扉に耳をつける。物音はない。少なくともまだ中にはいないようだ。鍵を開けて中に入り、内側からまた閉める。

　真っ暗な中でもだいたいの物の位置は分かる。俺は小さなライトを頼りにロッカーの前まで行き、中に入っていた角材や鉄パイプなどを外に出した。一人が入れるだけのスペースを確保すると、そのロッカーの中に入り、戸を閉めた。

　普段はしまわれている角材などが外に出されてはいるが、まだ部室に慣れていない天沼は気付かないだろう。

「これ……かなりアホくさいな」

　何だかここまできて、自分の行動の滑こつ稽けいさに呆あきれてきた。もしこれで天沼が来なかったら、とんだ間抜けだ。そしてその確率は非常に高い。もし天沼がスパイだったとしても、入部した今日、その当日に行動を起こすだろうか？　そうやって考えを進めると、馬鹿馬鹿しくなってきた。

「帰るか……」

　誰に見られているでもないのに、恥ずかしさで身体が火ほ照てってきた。

　──と、そんな時。耳に、微かすかな物音が飛び込んできた。

　カツッ、カツッ、と遠くで鳴る音。暗くら闇やみの中ということもあって、やたらと恐ろしく響ひびき、鳥肌が立つ。

　どこからか地下水でもしみ出して、水が滴したたっているのだろうか？　しかしその音は、次第に大きさを増していった。

　近くで金属をこすり合わせるような音が鳴ったかと思うと、キィッ、と何かが軋きしんだ。扉の開く音だ。

　次の瞬しゆん間かん、室内に電灯が灯ともる。

　バクバクと鳴る胸を必死に抑えながら、ロッカーのスリットから来訪者を覗のぞき見る。

　──天あま沼ぬまだった。

　いや、まだ彼女がスパイだと決まったわけではない。もしかしたら忘れ物を取りに来たのかもしれない。スパイだったとしても、いま出て行くのは明らかに下策だ。まだ何も証拠をつかんでいないのだから、誤ご魔ま化かされてしまうだろう。

　ここはじっと、耐えなくてはならない。

　俺は見つかってしまう恐怖と闘たたかいつつ、天沼の行動を観察し始めた。

　彼女は背負っていた鞄かばんを下ろすと、中から何やらどっしりした金属製の箱を取り出した。

　それを開けると、中に入っていたものが、ギラリと照明の光を獰どう猛もうに反射した──ドリルの刃だ。

　林立する色々な径けいの刃の中から天沼は一つを選び出すと、鞄の中から電動ドリルを取り出し、手慣れた様子でそこに差し込んで固定した。

「いやー、チョロかったっすねー」

　天沼はそう独り言をこぼしながら、ウィィーンと数秒間ドリルを空転させた。それから一いつ旦たん止め、刃を壁に押し付けた。

　先程よりも鈍い音が鳴る。どうやら壁に穴を開けているらしい。

　──間違いない。明らかに天沼は、何らかの工作をしようとしている。彼女の口調がこれまでと全く違ったことも、その証左だった。

　いてもたってもいられず、俺はロッカーから飛び出した。

「おい、お前！　何やってるんだ!!」

　俺がそう叫ぶと、即座に天沼はこちらを振り向いた。ドリルの回転が止まる。

「高砂たかさご先せん輩ぱい……何やってるんですか、そんなとこで」

「待ち構えてたんだよ、お前みたいなスパイがのこのことやって来るのをな！」

　俺が言うと、天沼はボリボリと頭を搔かいた。

「そんな芝しば居いがかった真似をする人がいるとはなァ……不覚でした」

　天あま沼ぬまは肩をすくめながら、くだけた口調でそうつぶやいた。

「俺だって馬鹿馬鹿しいとは思ったがな……本当に引っかかる奴やつがいるもんだ」

　彼女は少し黙ってドリルを引き抜くと、俺に正対した。

「それで先せん輩ぱいは……ちゃんと考えてるんスか？」

「あ？　何をだ!?」

　挑発的なその言葉に興奮して俺が問うと、天沼はふふっ、と笑った。

「この状況からどうやって私を捕らえて、ここから連行するか、ってこと」

　天沼の手に持った電動ドリルが、グィィンと不吉な音を立てて空転した。
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　出口と俺との間に、天あま沼ぬまが立ちふさがる。その手に握られているのは電動ドリルだ。

　けたたましい音を立てて回るそれは、確かに見た目の怖さはある。しかし冷静に考えて、そこまで交戦能力が高いとも思えなかった。

　俺はとりあえず、ロッカーの横に立てかけてあった角材を手に持ち、構える。

「シロート丸出しの構えっすね。戦ったことなんて、ないんじゃないっすか」

　天沼はいたって率直にそう評して、笑った。

「……そうだよ、本格的に戦ったことなんてない」

　俺は吐き捨てるようにそう言うと、角材を思い切り振り下ろした。経験などちっともないが、それでもブンッ、という風切り音が鳴る。

「だが、運動は人並みくらいにはできる。お前はその大して役に立たないドリルだけが武器だろう。適当に振り回してるだけでもなんとかなる」

「意外と冷静に考えてるっすね」そう言うと天沼は、電動ドリルを投げ捨てた。「金属がくるくる回ってればビビるかと思ったけど……さすがに鳥類よりは頭が働くみたいです」

　天沼は空になった手をぶらりと垂らし、首を左右に傾けてコキコキと鳴らした後、拳こぶしを軽く握って構えた。

　素人しろうととは思えぬほど、その構えは様になっていた。何らかの訓練を受けているに違いない。

「お前、一体何者なんだ……？」

「そんな大層なものじゃないっすよ？　ただこの部活を崩壊させるためにやってきた、スパイってだけで」

「やはり、大たい性せい欲よく賛さん会かいの手先か」

　俺の言葉に、天あま沼ぬまは少し驚く。

「……まさか、本当に信じてるんですか？　大性欲賛会なんて組織」

　嘲あざけりを含んだ声こわ音ねでそう言うが、ただ揺さぶりをかけてきているだけだろう。俺は毅き然ぜんとした態度で応こたえる。

「大性欲賛会は、実在する」

　そもそもその頭領がうちで妹をやっているのだ、存在には疑いの余地がない。

「どうして信じるんです、そんなこと」

「それは……」

　妹が大性欲賛会の創設者だから、などと言っても冗談だと思われるだろう。俺はもうひとつの繫つながりを頼りにすることにした。

「生徒会長の宮みや前まえに、入会を誘われたからだ。俺を恋愛至上主義者だと信じてな」

　彼女の名前を出すと、天沼は露ろ骨こつに嫌そうな顔になってチッ、と舌打ちをした。

「本当に使えねー女っすね……気が滅め入いります」

「なんだお前、宮前の部下、ってわけじゃないのか」

　俺が問うと、天沼はフン、と鼻で笑って高慢な笑みを見せた。

「あんなズベタの部下なんて、死んでも嫌っすね」

　どうやら、色々と事情があるみたいだ。

　なんとかして弁舌だけでこの場を逃げ切りたい。天沼の慣れた様子を見てから、交戦してどうにかする自信が全くなくなっていた。

　考える時間を少しでも稼かせごうと、俺はなおも言葉を継ぐ。

「それじゃ、宮前の上司なのか？　歳下だっていうのにすごいな」

「そうではないですね。単純な上下では語れない位置関係にあるんです」

　俺は女児との会話を思い出す。なんだかそんな話が出ていたような気がして、必死に脳内を探る。

「あれか、なんかリーダーに直属する部隊があるとかいう」

「……良く知ってますね、それも宮前が言ったんですか？」

　俺は首を振る。天沼は不可解そうに俺を睨にらんだ。

　が、すぐに溜ため息いきをついて諦あきらめると、鞄かばんの中から何か小さな袋を取り出して手に提さげ、こちらににじり寄ってきた。

「それじゃ、覚悟してくださいね。抵抗しなければあんまり痛くないっすから。今は良い薬があるんです、大丈夫、殺したりなんかしません、ただ少し記憶を消させてもらうだけっす──副作用でちょっぴりバカになっちゃうけど、元があんまりアレっすから、たぶん変わらないですよ」

「待て、やめろ！」

　しかし天あま沼ぬまは歩みを止めない。俺は牽けん制せいしようと角材を振りかぶる──が、途中で天沼の上じよう段だん蹴げりが棒の横腹に決まり、取り落としてしまう。俺の唯一のよすがであった角材は、コロコロと床ゆかを転がっていった。

　そんな絶体絶命の中、頭のなかに起死回生のアイデアが舞い込んだ。

「おい、天沼、本当のことを言う！　聞け！」

　俺がもったいぶってそう言うと、彼女はぴたりと足を止めた。

「実は俺もな……大たい性せい欲よく賛さん会かいのスパイなんだよ。お前と一緒だ」

「……は？」

「直属の部隊……近この衛え兵へいがあるっていうのも、それだから知っている。実は宮みや前まえに誘われる以前から、俺は大性欲賛会にいたんだ」

　それはあながち噓うそではなかった。実際、俺は女児の命令下で行動していた時期もあったのだから。

「にわかには信じられないっすね。何か、証拠がないと」

　天沼の言うことはもっともだった。俺はさらに頭のなかを引っ搔かき回して、女児の言葉を探していく。

「ほら、そうだ……その近衛兵に入隊する条件な。確かだな、その、ああそうだ、胸が」

　女児の妬ねたみによって、女子が入隊するためには「胸が大きくないこと」が要求されているということを、思い出したのだ。

　俺がそう言った瞬しゆん間かん、天沼はパッ、と自分の胸部を腕で隠してこちらを睨にらんだ。……よく考えると、女子に面と向かって「胸が小さい」と言っているようなものだ。デリカシーがなさすぎた。

「……すまん、無神経なことを言ったな」

「なんで知ってるんすか、そんなこと。極秘ですよ、一般会員には教えられていない。宮前だって知らないはずなのに……」

　会員であることを示すために内部情報を提示しようとしたのだが……情報の機密度が高すぎて逆効果になった。というか、そんなことを部外者おれに喋しやべっちゃう女児がトップの組織って、大丈夫なのだろうか。

「ああ、それな……俺、大性欲賛会のトップから、直に命令を受けて動いてるんだよ」

　仕方がないので本当に近いことを言い、噓うそが露ろ呈ていするのを避さけることにした。

　天あま沼ぬまは俺の言葉を聞き、しばらく絶句した。

「……先せん輩ぱい、会長から直接命令って。上層部ですらその実体を把は握あくしてないらしいっすけど……先輩は、知ってるんですか」

「ああ、知っている」

　たぶん今頃、寝転びながら夕方の再放送アニメを観ているはずだ。

「どういう人なんすか？　一説には身しん体たいを捨てて脳だけが存在していて、それが生理食塩水の水すい槽そうに浮かんでいて電気信号を取り出すケーブルが伸びているとか……あるいはチベットの山奥にいる即身仏寸前の僧だとか……言われてますけど」

「……それは極秘事項だ、話すことはできない」

　見た目小四の女児とはとても言い出せない感じだ。

「うーん……やっぱりそれじゃちょっと、先輩のこと信頼できないっす。やっぱりとりあえず、記憶消しときますか」

「いや、待て！　どうしてそう短たん絡らく的てきなんだ！」

「そもそも先輩みたいなヒョロっちくてチキンなのが、会長とやりとりできるくらい高位にいて、重要任務をまかされるってのが、怪あやしいんすよ。それに、先輩の記憶を飛ばしたところで、私に損はないっすからね」

「待て待て！　いま、証拠を出してやるから!!」

　俺はそう言うが、特に証拠となるものに心当たりがあるわけではない。

　大たい性せい欲よく賛さん会かいと、女児との繫つながりを示す物品があれば──そう思ってダメ元で制服のポケットをまさぐると、何かが指に当たった。

　この前、女児が俺に投げつけてきた、折り紙の手裏剣だった。もしかしたら、あれは大性欲賛会の会長として何か別の意味を持った行動だったのかもしれない。あれだけの知性を発揮できる女児が、ただ幼よう稚ちな行為に身をやつすなんて、よく考えればおかしいことなのだ。

　俺はそう確信し、天沼目がけてその折り紙の手裏剣を投げつけた。

　しゅるしゅる、と回転して弧こを描えがくと、ぺちっ、と軽い音を立てて天沼の額ひたいに当たり、卓に落ちた。

「ガキですか、先輩。こんなときに何やってるんですか、喧けん嘩か売ってますよね？」

　特に意味もなく、ただの幼稚な行為だったらしい。万事休すだ。

「……ん？　この紙は……」

　と、天沼は何かに気づいたらしく、折り紙の手裏剣を分解し、紙を平らに伸ばしていく。折り目以外にも、なにやら凹凸がついているみたいだった。

「このエンボスは、まさか……」

　恐きよう懼くに顔を蒼あおくしながら、天沼は胸ポケットから手帳をとりだす。どうやら近この衛え兵へいたる証明書のようなものらしい。

　自分の顔写真にかかるように押されたエンボスと、いま展ひらいた紙に押されているそれを照らし合わせる──天あま沼ぬまの額ひたいに、汗が光った。

「間違いないっすね……これを押せるのはただ一人、あの御方のみっすから。……これを折り紙にして投げつけるなんて……もしかして何か、私の知らない意味でも……？」

　なんか考え始めているが、たぶん特に深い意味は無い。手裏剣がかっこいいからだ。

「それは言えない。機密事項だからな……ともかく、これは俺のことを信頼するに足る証拠だろう」

「……認めるしかありませんね」

　天沼はそう言って、諦あきらめたように手を挙げた。ダメ元の作戦が何故か上手くいって、興奮でなんだか目の前がチカチカする。

「そうか……なら俺に、協力してくれるな？」

　ほっと胸をなでおろしながらそう言うと、しかし天沼は首を横に振った。

「逆、じゃないっすか？　先せん輩ぱいが私に協力するんです」

「お前な……なんでそんなに強気なんだ」

「それはこの部活の現状からすれば、当然のことでしょ……先輩、なにも仕事、できてないじゃないっすか。それに……」

　天沼はそこで言葉を区切ると、妖あやしげに笑った。

「先輩、領りよう家けさんに、強く出れないんじゃないっすか？」

「何を言う、根拠もなくそんなこと！」

「長く一緒にいるうちに、情が移っちゃったんすね。もう完全に、自分では手を下せない感じじゃないっすか」

「そんなことはない！　いまでも着々と工作を進めて」「ないですよね？　ふふっ」

　天沼はそう言って笑うと、傍そばの座席に腰を掛けた。それから机の上にガンッ、と足を載のせて腕を組む。さらに態度がでかくなってしまった。

「必死に言い返そうとするのが、まず怪あやしいんすよ。わかります、一緒に時間を過ごす内に、ついついその空気を壊こわしづらくなってしまう。私も人間ですから、それは理解しています」

「…………」

「安心してください、私が全部やってあげますから。サゴっち先輩は私の家来として、存分に下働きしてくださいね」

「さ、サゴっ……お、俺のことか？」

　あまりの舐なめられっぷりに俺が動転していると、天沼は本当に可お笑かしそうにクスクスと笑った。

「そーゆーのがサゴっち先輩の、どーてーたる所以ゆえんなんすよ。かわいいっすね」

「…………」

　俺は絶句するしかなかった。

　つい一時間ほど前まで領りよう家けに対して熱く反恋愛の意志を語っていた歳下の少女が、今や砕けきった口調で俺を睥へい睨げいして「サゴっち」呼ばわりし手下扱いしている。

　その豹ひよう変へんぶりに、頭がついていかない。

「あ、そうそう、先せん輩ぱい。誰かにチクって私を排除しようなんて、思わないでくださいね。大たい性せい欲よく賛さん会かいの会員同士、仲良くやっていきましょ？　それに……」

　天沼は一いつ旦たん言葉を区切って、しっかりと俺に呪じゆ縛ばくを刻みつけるように、丁てい寧ねいに言った。

「もし薫かおるちゃんが、サゴっち先輩が実はスパイだった、って知ったら、どう思いますかね？」

　彼女はこれ以上ない、というくらいの楽しそうな笑顔で言った。

「ま、私も鬼じゃないっすからね。ちゃんと協力してくれたら、何も言わないっすよ。それとなくこの部活を解散へと導いていきましょ？　その後先輩が薫ちゃんと何しよーが、自由っすから」

　満面の笑みで天沼は手を差し出した。握手しろ、というのだ。

　苦々しくも仕方がなく、その手を俺が握ると、天沼はさらに笑顔を獰どう猛もうに輝かがやかせた。
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　俺はこれからどのように振ふる舞まえばいいのだろうか。

　ともかく、天あま沼ぬまに逆らうのは得策ではない。よしんば彼女を反恋愛主義青年同盟部から追放できたとしても、生徒会長・宮みや前まえと手を組まれてしまえば、部の壊かい滅めつは間違いない。天沼にすべての情報は筒抜けなのだから、双方のアジトは一網打尽になる。そして面が割れてしまった部員たちは、容易に捕らえられてしまう。

　どうやら天沼は宮前と敵対しているようで、それだけが現状、救いなのだ。天沼はいま、校内での権力のある宮前の力を借りずに、内部からじっくりと反恋愛主義青年同盟部を破壊しようとしている。しかし、ここで追放してしまえば、しぶしぶ宮前と協力して、その力を用いて壊滅させにくることだろう。

　まずは天沼の出方を見て、彼女にバレないように妨害していく──俺にできることといえば、それくらいしか残されていないように思えた。




　そんな風にみじめな気分に浸ひたりながら家に帰ると、自室では女児がパソコンの画面を真剣な表情で見つめている。覗のぞきこむと、この前やっていたゲームの投稿動画だった。どうやら上手いプレイヤーの動きを勉強しているらしい。

　前々から思っていたが、非常に負けず嫌いな奴やつだ。

「……そんなにハマってるんですか、そのゲーム」

　俺が後ろから声をかけると、女児はビクッ、となって慌あわててブラウザを閉じ、ヘッドホンを外した。

「ノックしろと言っているだろ！　礼節をわきまえろ!!」

　女児は顔を真っ赤に染め、早口にまくし立てた。俺の部屋なのだが、もうツッコむ気力もなかった。

「でも、他人のプレイを参考に上手くなろう、っていうのは健全な発想だと思いますよ」

「だから！　私はあんなゲームを上手くなろうなどとは微み塵じんも思っていない！　そもそもなぜ人類ごときが作ったものに弄もてあそばれなきゃならないんだ。学ぶことなどひとつもありはしないのだよ？」

　そんなことを言っているが、女児はアニメもマンガも楽しんでいる。気に入ったシリーズの単行本最新刊が発売されるとしつこくねだり、買ってくるや否いなや俺より早く手をつけてしまうくらいだ。わりと人類の文化をエンジョイしている。

「はいはい、わかりましたよ」「なんだその返事は！　もっと目上の人を敬いたまえ!!」

　俺はベッドに腰を掛け、鞄かばんを置いた。

　いつものやりとりに毒気を抜かれそうになったが……今日はどうしても、問い質たださなければならないことがある。

「……部にスパイが来ましたよ」

　俺が低い声でそう切りだすと、女児は先程までの怒り顔をさっと切り替え、涼しげな微笑を見せた。

「なるほどすぐに気づいたか。もう少し粘ってくれるかと思っていたのだが」

「何のつもりですか」

「それはもちろん、領りよう家け薫かおるを封殺するためじゃないか。そもそも私が君にコンタクトをとった理由を忘れたのかい？」




　そう、女児が俺に接触してきたのは、領家と俺をくっつかせて反恋愛思想を取り除くためだった。非リア充の俺は、「彼女ができる」という女児の甘言にそそのかされて、一時的にその命令に従っていたのだが……最後には反恋愛の意志を貫き通し、領家との関係が進展してしまうのを押し止めたのだ。

　女児はいまでも領家を要注意人物として警戒している。この前は反恋愛主義青年同盟部で制作したショートフィルムを改変し、恋愛を称しよう揚ようするようなストーリーに書き換えるなど、手て練れん手て管くだの限りを尽くして俺らの活動を邪魔してくる。

　今回の天あま沼ぬまの入部も、その一環だと言うのだ。




「天沼から得た情報を基に、反恋愛主義青年同盟部を解体しようっていうんですね」

「そんな単純な作戦ではないよ……まぁ、楽しみにしていてくれたまえ」

　そう言って笑う女児の眼の奥には、底知れぬ深い謀ぼう略りやくがうごめいているように思えて、見た目小四の少女を前にして俺は、その恐ろしさから背中に汗をびっしりとかいていた。
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　翌日の放課後、反恋愛主義青年同盟部の地上部室には、いつものメンバーが集まっていた。

　そして……

「遅くなりました！」

　扉を開けて元気よくそう言って入ってきたのは、新入部員の天沼皐さつきだった。

　彼女は昨日のことなど何も覚えていないかのように、ほがらかな笑顔を振りまいている。俺がジロリ、と睨にらみつけても、彼女はどこ吹く風、といった様子で領家の隣となりに機嫌よく座った。

「先生！　やっと本格的な活動に参加出来るのだと思うと、胸が高鳴ります！」

「皐、その意気だ！　所しよ詮せんリア充は軟なん弱じやくな精神を持っているからな、我々の赤々と燃え上がる革命的精神の前には無力に近い！」

「先生にそう言っていただけると光栄です！　この身果てるまで闘たたかい、報国の志こころざしを胸に散さん華げすることが本望です！　必ずや売国リア充どもを駆く逐ちくしてやりましょう！」

　思想の源泉がまるで違うのに、結論が同じになるところが凄すごい。

　俺はじっと天あま沼ぬまを観察して、彼女の挙動を調べる。

　領りよう家けと楽しそうにリア充撲ぼく滅めつ計画を話し合う彼女は、心の底からリア充を憎んでいるようにしか思えなかった。昨日、俺を完全に格下だと舐なめきったときのあの砕けた口ぶりと、いま領家と相あい対たいしている時の堅い口調、同じ人間のものとはとても思えない豹ひよう変へんぶりだ。余程よく訓練されているに違いない。

　と、天沼は会話を切って目線を俺に向けた。

「あ、あの、高砂たかさご先せん輩ぱい……さっきから私わたくしのこと睨にらんでますよね？　私、なにか粗そ相そうを致しましたでしょうか？」

　その表情は完全に、新人いびりに怯おびえる後輩のそれだった。

　それに対して領家は優しい笑顔を天沼に向けて、言った。

「たしかに怖い顔をしているな。だが皐さつき、彼を許してやってほしい。コミュニケーション能力が著しく低い人見知りの高砂は、新人のお前をどうしても警戒してしまうのだ。そのうち慣れてくると思うぞ」

「そうなんですか……私、早く高砂先輩とも親しくなりたいです！　よろしくお願いします!!」

　その健けな気げな姿を見て、領家は目頭をおさえる。

「良い後輩を持ったな、高砂。これを期にリハビリして、社会復帰していこうな」

「俺を社会不適合者みたいに言うんじゃない！　……あれ、違うよな？　俺、社会不適合者じゃないよな……？」

　不安になってそう問うと、部内の誰もが俺から顔を背そむけた。

「大丈夫、支えていく」「がんばっていこう」「高砂くん、応援するよ！」

　なんか励はげまされたが、逆に悲しくなってしまった。




「さて、今日の活動は他でもない、今後の方針を決める重要な会議だ！」

　領家は張り切ってそう言うと、ホワイトボードの前に立ち、『反恋愛革命の先駆を目指した四月テーゼの制定!!』と荒々しく書いた。

「我が反恋愛主義青年同盟部は、先だっての部員獲かく得とく作戦により、昨年度の部員増強に次ぐ規模の、戦力補充に成功した！　これにより、最早この学園の恋愛至上主義は風前の灯ともしび、革命の行く手を阻はばむものは何もない!!

　いまこそ我々は大所帯となったこの反恋愛主義青年同盟部の全重量を結集し、諸悪の根源たる生徒会＝大たい性せい欲よく賛さん会かいを壊かい滅めつさせるのだ！　手に手を取り合い下校する男女が根絶やしにされるまで、我々はこの闘たたかいの手を休めることはない！

　来きたるゴールデンウィーク、生徒会は近きん隣りんの各校合同の『新歓フェス』により、新入生たちを恋愛至上主義に陥おとしいれようとしている。これはリア充たちが階級分けを形成し、我々のような非リア充を排はい斥せきする端たん緒ちよとなる、最も警戒すべきイベントだ！　これの開催前に生徒会に打撃を加え、その企みを暴くことにより、フェスへの参加辞退をも狙ねらっていけるだろう!!

　そこで今日は、いかにして生徒会を崩壊させるのか、その手立てを考えていこうじゃないか！」

　領りよう家けの言葉に、天あま沼ぬまは盛大な拍手を送った。べつにそういう文化は無いのだが、俺らもつられて拍手してしまう。

「それではなにか意見のある者は……」

　領家がそう言いかけると、ビシッ、とすさまじい勢いで挙げられる手があった。天沼だ。

「正面突破しかありえません！　私わたくしたちは大和やまと魂だましいを持った益荒男ますらおです、小手先の策を弄ろうするよりは、全戦力を以もつて正面から闘いを挑み、裂れつ帛ぱくの気合で軟弱な恋愛信奉者を叩たたき潰つぶすのです!!　たとえ戦力の上で負けていたとしても、必ずや神かみ風かぜ吹き、我々を加護してくれること間違いありません。宇う気け比いによりおうかがいを立て、実行の日付を決めましょう!!」

　脳筋すぎる案だった。領家ですら引いているのか、取り繕つくろったような笑顔で応じた。

「な、なるほどな。確かにそういう考え方もある」「先生！　やはり私に賛同して下さるのですね！」「ハハハ……」

　いつも暴走するのは領家の役割だったから、彼女が押されている光景というのはかなり珍しいものだった。

　領家がホワイトボードに『正面突破』と小さい文字で書き込む。

　と、その時、コンコン、と扉をノックする音があった。

　それを聞くと領家は急いでホワイトボードをくるりと回して裏面にし、それから「ど、どうぞ！」と来客を招き入れた。物ぶつ騒そうな文字が並んでいた白板は、今や「風紀委員会へようこそ☆」の丸文字とともに、花の絵などが描かれたファンシーなものになっている。

「……失礼します」

　そう言って入ってきたのは、女子生徒だった。襟えりのリボンの色から俺らと同学年、二年生だということが分かる。制服の着こなしや髪色から、おとなしそうな印象を受ける。どこかで見たことがある──そう思って観察すると、胸にバッジをつけているのを発見した。

「生徒会の方かた、ですよね……？」

　領家もそのことに気づいて、問いかけた。来客はそれに首しゆ肯こうする。

「なにか、生徒会の用事でしょうか？　書類に不備でも……」

「いえ、今日はその……風紀委員の方に、ご相談があって」

「なるほど、生徒会と風紀委員とで協力し、生徒のために何か行おうという……」

　領家が意識高そうな感じでそう言うと、しかしその女生徒は目をつぶって首を横に振った。

「そうではなく……私の、個人的な……恋愛、相談です」
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　神しん明めいさんが温かい紅茶を淹いれ、彼女の前に差し出す。

　天あま沼ぬまは甲か斐い甲が斐いしく茶ちや請うけなどを出している。どうやらちゃんと空気を読んで風紀委員として振ふる舞まっているみたいだ。

　例によって用紙を埋めてもらい、情報を整理する。相談者の名は染そめ谷や、二年生のようだ。

「……なるほど、不倫の疑惑、ですか」

　回答を見ながら、領りよう家けは厳しい顔でつぶやいた。

「ええ……あの、私の付き合っている彼が、その、他の女の人と……仲良くしているみたいで」

　領家はさらに突っ込んで尋たずねた。

「恋愛関係というのは非常に複雑で、ひとつひとつが実に個性的なものです。したがって、何か相談に応じるためには具体的な情報を知らねばなりません。安心してください、風紀委員は生徒の恋愛を応援する組織です、ここで得た個人情報を悪用するようなことは、決してありません」

　そう言って迫る領家に、相談者の染谷は神妙な面おも持もちで頷うなずいた。

「そうですね、ちょっと躊躇ためらっていましたが……皆さんの実績を信用して、お話し致します」

　そう前置きして紅茶を一口含んでから、彼女は語りだした。その目には、うっすらと涙が浮かんでいる。

「私には、一年生の春から付き合っている彼がいるんです。私、中学のときは日陰者で、そういう恋愛とか疎うとくて……だから、高校ではがんばろう、って思って、積極的にみんなと話したり、生徒会活動にも参加させてもらって……それで、彼と仲良くなって、付き合うことになったんです。彼も、生徒会のメンバーなんです。でも……根暗なのがバレてきちゃったのかな、最近、彼がなんだか余よ所そ余よ所そしくて。それに追い打ちをかけるみたいに、噂うわさが流れて……彼が、浮気してるんじゃないか、って」

　彼女の目から、涙が一筋こぼれた。天沼が慌あわててティッシュボックスを差し出す。震ふるえた声で礼を言って、彼女は鼻をかんだ。

「なるほど、それは……」

「まだ、噂なんですけど……でも、いろんな目撃証言があって」

　重苦しい沈黙。掛け時計の秒針の音と、遠く野球部の鳴らす甲高い打球音が、静せい寂じやくをひときわ強調した。

　その停滞を打ち破ったのは、領家の声だった。

「非常に訊ききにくいことですが……それでも、真偽を明あきらめ問題を解決するために、訊きかねばなりません。その噂の詳細について……そして、その浮気相手について」

　ここに至って、相談者・染そめ谷やの顔面はもはや蒼そう白はくだった。唇を引き結び、震ふるえる手をぎゅっと握りしめて、彼女は言った。

「彼が、その女と一緒に……いつもは鍵のかかっている空あき教室から出てきたり……カラオケＢＯＸから出てきたり……そういう噂うわさです。そしてその、相手の女、というのは……」

　絞りだすような掠かすれた声。ぐっ、と目をつぶると、涙が幾筋もこぼれた。

　しゃくりあげながら、しかし彼女は続けた。

「浮気相手は……生徒会長、宮みや前まえ先せん輩ぱい、なんです」
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　泣きじゃくる染谷をなんとかなだめ、風紀委員が必ず協力するからと励はげまし、その場は引き取ってもらった。

　彼女が帰った後の部室内には、まだ少し重苦しい空気が残っていた。これまでにも浮気の相談などは有ったが、今回のは少し状況が違う。生徒会がらみ、しかも我々が目の敵かたきにしている生徒会長・宮前がその容疑者なのだ。

　領りよう家けは怒りに肩を震わせながら、声を荒げて言った。

「許せん!!　恋愛を布教する悪に手を染めたのみならず、自己中心的な欲望に従って他人の恋人を寝取るなど、言語道断の罪ざい業ごうだ！　これこそが恋愛至上主義の結末なのだ、人々に不幸を撒まき散らすだけなのだ!!」

　領家のその声は、いつも以上に悲痛さを帯びて聞こえた。……もしかしたら、自分自身の境遇を、母親の不ふ貞ていを、重ね合わせているのかもしれない。

「許せない」「絶対になんとかしましょう」「助けてあげようね……！」

　皆も領家に劣らぬくらいに、義ぎ憤ふんに満ち溢あふれていた。神しん明めいさんに至っては、もらい涙をしているくらいだ。

　天あま沼ぬまは、

「必ずやかの邪じや知ち暴ぼう虐ぎやくの生徒会長・宮前を除かねばなりません！　いまこそ総攻撃をしかけるべきです!!」

　などと息巻いている。

　俺とて宮前の行為には怒りを覚えている──が、噂が本当のことであれば、の話だ。

「まずは噂の真偽を確かめる必要があるな。それに……この案件は、うまく利用すれば生徒会を崩ほう壊かいへと導くことができるかもしれない」

　俺が言うと、領家が賛同して付言した。

「痴ち情じようのもつれを用いて弱体化・解散させるわけだな！　そう、恋愛至上主義者の弱さはここにあるのだ。恋愛関係のいざこざにより組織が上手くいかなくなり、腐敗するというのは、もはや奴やつらの集団にライフサイクルとして組み込まれているといっても過言ではない!!」

　そう言って領りよう家けはまたくるり、とホワイトボードを回転させ、先ほど会議に用いていた面を出した。そしてそこに、『恋愛関係を逆手に取った内部からの破壊！』と書き殴った。

「これが今回の我々の作戦だ！　相談者というコネクションを用いて生徒会の内情を知り、その相談に応こたえ宮みや前まえを懲こらしめると共に、生徒会を破滅へと導く！　自己中心的な恋愛至上主義者の被害に苦しむ彼女を救い、また生徒会も破は壊かいできる、一挙両得の作戦だ！　反恋愛主義青年同盟部の校内覇は権けん奪取は近いぞ!!」
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　そんなわけでその日から、「風紀委員のお悩み解決」兼「生徒会破壊作戦」が開始された。

　まずは作戦の軸となる、相談者・染そめ谷やとその恋人の下調べからだ。

　聞き込みなどによって外部から得られる情報を総合すると、基本的に仲の良いカップルと思われているようだ。一緒にいる所をよく見かけるし、また親しく喋しやべり笑い合っている姿も普段から見かけるらしい。

　そんな中で彼女の友人は、やはりその噂うわさについて知っていた。

「よく生徒会長とヒソヒソ話しているのを、目撃されてるみたい」「ヤリ部屋として名高い空あき教室から一緒に出てきたって」「なんか恋愛っぽい話をしてるの、聞こえちゃったことあるかも」

　そんな聞き込みをするうち、疑いはいよいよ濃くなっていった。




　一週間ほどの調査期間を経へて、再度部内で会議が開かれた。

「やはりこれはクロだな。私の直感がそう囁ささやいている」領家は早々に結論を下す。「それに、宮前はこの前の接触の時、現在恋人がいないとはっきり言っていた。そんな寂しさを紛らわすため、後こう輩はいの彼氏をその毒どく牙がにかけて寝取ったに違いない。決して許すことの出来ぬ暴ぼう虐ぎやくだ！　染谷には申し訳ないことだが、やはり事実を白日の下に晒さらし、関係を清算するしかないだろう」

　そういえばそんな話もあった。この前スキー合宿の準備で買い出しに行った時、たまたま宮前に出くわし、そのことを聞いたのだ。その時は寂しさを紛らわすために領家が連れ去られてしまった。

「それでは……生徒会室に突入、そして宮前を拉ら致ち監かん禁きん、拷ごう問もんに自白剤で吐かせますか！」

　天あま沼ぬまの攻撃的すぎる意見を、「ま、まぁそれも一案ではあるな……」と受け流しつつ、領家は提案した。

「さらに深く現状を知り、来きたるべき決戦に備えるためにも、生徒会の様子を中から窺うかがってみようと思うのだ。その作戦を……皐さつき、お前の初任務としてやってもらいたい」

　その言葉に天あま沼ぬまは目を輝かがやかせ、領りよう家けの手を取った。

「先生！　まずは危険度の低い作戦を未熟者の私わたくしに行わせ、経験値を積ませようというお考えなのですね！　その深しん謀ぼう遠慮、敬服するのみです！」

　突然のスキンシップに怯おびえながらも、領家は苦笑をうかべて頷うなずく。

「そ、そうだ。皐さつきは表面上、風紀委員会の役員になったのだからな、懇こん意いにしている生徒会へ挨あい拶さつに行く、という名目で、探りを入れて来てほしいのだ」

「なるほど！　私はここまで練られた作戦というのを、この生涯で一度たりとも目にしたことがありません!!　まことに恐れ入るのみで、身体が震ふるえ上がります！」

「そんなに褒ほめられると、少々照れてしまうな。……そうだ、皐はまだ宮みや前まえと面識がないからな、付き添いが誰か居た方がいいだろう……高砂たかさご、お前が皐と一緒に行ってくれ」

「待て、こういうのは議長であるお前が行くべきだろう」

　天沼と極力二人きりになりたくない俺は抵抗するが、

「私はその、あれだ、いろいろ忙しいからな」

「そうです！　先生はこの大所帯をまとめる身、このような雑用にかかずらっている暇はないのです!!」

　と二人からまとめて言い含められてしまった。たぶん領家は、前回の買い出しの件で宮前にトラウマをもっているみたいだし、顔を合わせたくないのだろう。
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　俺は天沼の付き添いを押し付けられて、彼女と一緒に生徒会室へと向かっていた。

　この前のあの一件以来、天沼と二人きりになるのを積極的に避さけてきた。部内でも不自然にならない程度に言葉を交わすにとどめ、なるべく弱みを見せないように努めた。

　しかし、いま放課後の廊下は人ひと気けがなく、ついに二人きりになってしまった。

「ねぇ、先せん輩ぱい」「…………」

　窓の外を眺めて無視していると、天沼は前に駆けて回り込み、俺に相あい対たいした。

「サゴっち先輩、つれないっすね～。そういうとこが、どーてーなんすよ？」

　部室での、非常にかしこまった様子からは想像もできない砕けた調子で、天沼は言う。その目はいたずらっ子のように妖あやしく光っていた。

「うるさいな、何なんだ。別にお前の邪じや魔まなんかしてないだろ、俺に構わないでくれ！」

「あ～、カワイくないっすね。わたし先輩の、愛すべき後輩なんですよ？　気軽にお喋しやべり楽しみましょうよ」

「俺に無駄口を叩たたく趣しゆ味みはない」

「ひねくれちゃって～。ま、そういうとこ、ちょっとカワイイっすけどね」

　天あま沼ぬまはそう言って、ケラケラと笑った。心の底から楽しげなその笑みは、いじられている対象が自分だというのにもかかわらず……なんだか魅力的に見えてしまう。

「あれ、先せん輩ぱい、なにちょっとキョドってるんすか？　Ｍっ気あるんですか」

「そんなもん無い！　後輩にこれだけいじられりゃ、頭に血も昇るだろ!!」

「血が集まるのは、頭じゃなくて下の方なんじゃないっすか？」「…………」「そういう下ネタ耐性ないとこも、カワイイっす！」

　完全に後輩に弄もてあそばれてしまっていた。俺はこの状況を打開するため、話わ頭とうを転じることにした。

「天沼、それでスパイ活動だが……どうやっていくつもりなんだ」

　俺は反恋愛主義青年同盟部にスパイに入っている、という設定で天沼に協力することになったのだ。もちろんそんなふうに装うだけだが。

「うーん、誰かさんが頼りにならないっすからね～。まず、足場作りから、って感じです。時間はまだまだ余裕なんで、ゆっくり着実にやっていきましょ」

「……なんか、部での猪ちよ突とつ猛もう進しんな態度からは考えられんな。意外だ」

「そうやって偽装しとけば、裏で権けん謀ぼう術じゆつ数すうを張り巡らせてるなんて思わないでしょ？　頭使っていきましょ」

　ゆるい口調とは裏腹に、なかなか打算的なやつだ。やはり、厳しい選抜をくぐり抜けたというだけある。

「先輩は安心してください、作戦はぜんぶ私が考えてあげますから。その代わり、いろいろパシらせてもらうっすからね～」

　とにかく、天沼はすぐに部を崩ほう壊かいさせようとは思っていないみたいだ。その猶ゆう予よの間に、彼女をなんとかしなくてはならない。




　そんな会話を交わして歩いているうちに、生徒会室の前に到着していた。

　ノックをして部屋に入ると、先月見たのと同じように優雅な光景が広がっていた。ハーブティーの香り、卓上には焼き菓子の載のった皿、それを囲んで生徒会のメンバーが談笑している。

「あっ……」

　俺たちの顔を見つけて、先日相談に来た女子が短く声を立てた。

「どなた？　お知り合い？」

　それを見つけた仲間が尋たずねるのを、その女子は手を振って否定しながら、

「あ、あの……風紀委員の、先月挨あい拶さつにいらした方かたです」

　と言い訳をした。

　俺が、今回も会長に用があると伝えると、ひとりの男子生徒が席を立ち上がって言った。

「あ、じゃあ俺、呼んできますよ！　隣となりの部屋にいると思います」

　ちょうどそれは相談者・染そめ谷やの彼氏だった。宮みや前まえがらみのことで話に嚙かんでくる──確かにちょっと怪あやしいのかもしれない。

　彼女の方は、それを見て顔色を翳かげらせた。その友人なのだろうか、彼女のそんな様子を見て肩にそっと手を乗せた。どうやら生徒会内でも噂うわさを知っている者がいるらしい。

　そういった友人などを巻き込むことができれば、生徒会にかなり大きな騒そう乱らんを起こすことができるだろう。本当に崩ほう壊かいが近いのかもしれない。

　と、そんな観察をしていると、宮前とその男子が楽しげに談笑しながら入ってきた。

「あら、高砂たかさごさん、いらっしゃい。それと……」

　天あま沼ぬまに目を移した瞬しゆん間かん、宮前の表情が引きつるのを、俺は見逃さなかった。彼女は、しかしすぐにそれを穏おだやかな微笑に変化させると、優しく天沼に声をかけた。

「新入生の方ね、初めまして。生徒会長の宮前です」

「は、初めまして、あのっ……天沼、皐さつきという者です！　よろしくお願いします！」

　緊張した様子で天沼が応こたえる──もちろん演技だ。しかしその偽装は完璧で、他の生徒会メンバーたちは微笑ましいものを見るかのように、暖かい笑みを顔に浮かべていた。

「ふふ、よろしく。それで、今日はどのようなご用件かしら」

「あ、あのっ……そのっ……」

　天沼はスカートの前を握り、俯うつむく。迫真の演技だ。

　なぜ俺がこんな茶番に付き合わなきゃいけないんだ、と思いながらも、仕方なく口を挟んだ。

「今回、この天沼を風紀委員会に新しく庶しよ務むとして迎え入れることになりました。ご懇こん意いにさせて頂いている生徒会に、それをご報告に上がったのです」

「は、はいっ！　そうなんですっ」

　宮前はわざとらしくクスッ、と手で口を隠しながら笑って、そして天沼に向かって話しかけた。

「そうでしたか。風紀委員会の目め覚ざましい活躍が、天沼さんのご加入によりこれまで以上に広がっていくことを、生徒会として、また私わたくし個人としてもご期待いたしております」

「は、はい！　がんばります!!」

　天沼が元気よくそう言って頭を下げると、他の生徒会メンバーから拍手が湧わき起こった。初うい々ういしい新入生を可愛がる声も聞こえる。

　それが止むタイミングを見計らって、宮前がさらに続けた。

「ね、これから少し、風紀委員さんのところに遊びに行ってもいいかしら？　さらなる連携を目指して、交流を深めていきたいと思って」

　天沼の肩が、ぴくっ、と動いた。

「た、高砂たかさごせんぱい？」

　突然のことに対処できぬ新人、を装う天沼。溜ため息いきをつきながら、俺は宮前に返答した。

「ええ、構いません。歓迎します」
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　宮みや前まえ、天あま沼ぬま、そして俺の三人で廊下に出る。

　生徒会室の扉を閉じた瞬しゆん間かん──宮前の天沼を見る目が、急激に冷ややかになった。その凍いてつくような視線に、しかし天沼は飄ひよう々ひようと軽々しい笑みを見せる。

「来なさい」

　有無をいわさぬ強い口調で宮前は言い、歩き出した。俺と天沼はそれに付き従う。

　彼女が向かった先は、風紀委員会の部屋ではなかった。校舎の外れにある、使われていない教室だ。いつもは鍵がかかっているが、時折中から怪あやしい声が聞こえると噂うわさになっている。

　宮前は腰につけた鍵束をつかって戸を開けると、こちらを一いつ顧こだにせず中に入って電灯を点つけた。

　殺風景な部屋だ。空のスチールラックが壁面に沿って並び、部屋の中央には長机が二つ並べて置いてある。それを取り囲むように、背や座面の破けたパイプ椅子が乱雑に配置されていた。

「座りなさい」

　宮前は天沼に向かって冷たくそう言い放った。それから俺の方へ向き直り、表情を少し柔らかくして、

「高砂たかさごさん、あなたには少し、見苦しいところをお見せすることになるかもしれませんわ……」

　と言って、自分も椅子に掛けた。二人から少々離れるようにして、俺も座る。

「最初に少し、前置きが必要かもしれませんわね。高砂さん、前に私わたくし、組織のことをお話ししたでしょう？　実は天沼さんもその……」

「あ、先せん輩ぱいはもう知ってるっすよ」

　俺は天沼に目配せをする。あまり天沼に俺のことを喋しやべってもらっては、宮前の知っている俺と食い違いが生じる。彼女もそれは承知しているようで、ウィンクを返した。

「なら話は早いですわね。天沼さん、一体どういうつもり？　何故あなたが、既に私が生徒会長に就ついて実権を掌握しているこの学園に、来たのですか？」

「そんなことは、自分の胸に手を当てて考えれば、分かるんじゃないっすかね。ま、端的に言えば、あんたが不ふ甲が斐いないから、ってことです」

　宮前の目つきが一段と険しくなった。

「不甲斐ない……？　私のこの学園での仕事ぶり、そしてその成果であるカップル成立率は、誰もが認めるところですが」

「怪あやしい反恋愛団体に伸び伸び活動させながら、どの口がそれを言うんですか？　はっきり言って、あんたは力不足だと思われてるんですよ。だから私が派遣された」

「……あなたは、反恋愛主義青年同盟部への対抗策として、この学校にやってきたというのですね」

「お察しの通りっす」

　天あま沼ぬまはヘラヘラと笑いながら、頭の後ろで手を組んだ。宮みや前まえは咳せき払ばらいをして、それをキッと睨にらむ。

　同じ大たい性せい欲よく賛さん会かいに所属している宮前と天沼だが、どうやら仲良し、というわけではないらしい。それどころか、まるで敵に向かってするようにいがみ合っているように見える。

　俺は恐縮している風を装いつつ、彼女らの交わす言葉に注意深く耳を傾ける──ここで得られた情報は、俺らの部が大性欲賛会と闘たたかう時に活かすことができるに違いなかった。

「今でも反恋愛主義青年同盟部は十分に抑えられています。現に、生徒たちのほとんどは、彼女らの主張に耳を貸さず、青春を謳おう歌かしているでしょう？　天沼さん、あなたの出る幕ではありません」

「抑えられている？　たった数人の組織を壊かい滅めつさせられないんですか？　もしかしたら敵は地下に潜せん行こうして雌し伏ふくし、着実に力を蓄えてるかもしれない。そういう悠長な日和ひより見み主義じゃ、この先の出世は厳しいんじゃないっすかね」

　宮前の眼光がさらに鋭くなる。いつもの優雅な雰囲気からは想像の出来ない、敵意を剝むき出しにした凍こごえるような目つきで、天沼を見据えた。

「あなたには、それができるというの……？」

「というか、もうやってます。私、既に反恋愛主義青年同盟部にスパイとして入部してるんで」

　それを聞くと、宮前の身体がピクッ、と反応した。

「なるほど、仕事は早いようね、ご苦労さま。それじゃあ、その情報を提供しなさい。構成員とそのアジトの在処ありか。私わたくしの権限を使えば、それで彼女らを一網打尽に出来ます」

「情報提供なんて、するわけないじゃないっすか。私の手柄を横取りされちゃ困ります」

「協力するだけです。いくら訓練を積んでいるとはいえ、あなたはまだ新入生、この学校でうまく立ちまわることは出来ないでしょう？　そこを私がサポートしようと申し出ているのです！」

「ふぅん、それはありがたい申し出っすけどね……お断り申し上げます」

　天沼はそう言い切ってにこやかに笑い、椅子から立ち上がった。

「私ひとりで出来ますから、先せん輩ぱいはせいぜい青春をエンジョイして、うだつの上がらない男とパコってればいいんじゃないっすかね？　それじゃ、私忙しいんで、失礼しまーす」

「待ちなさい！」「命令すんなよ、ババア」

　一触即発、といった剣けん吞のんな雰囲気で二人が対たい峙じする。数秒間睨にらみ合ったあと、天沼は何も言わずにくるりと振り向き部屋を後にした。俺はあわててそれを追い、退出する。




「おい、なんなんだよ、あれ。どうしてお前と宮みや前まえがいがみ合ってるんだ？　仲間じゃないのかよ」

　早足で歩く天あま沼ぬまにやっと追いつきながら、俺は後ろからそう声をかける。

「仲間？　あんなヒラの会員なんかと一緒にしないでほしいですね、あいつらは交尾にしか興味のない猿なんすから。私たちが必死で稼かせいだ成果を食いつぶす役立たずなんです」

　どうやらかなり深刻な不和があるらしい。組織の構造に起因する所が大きいみたいだ。

　内部でいがみ合わせておき、最上部の本当の意図に気付かせない、という女児の作戦なのだろうか。だとしたら、それは非常に効果的に働いていると言わざるをえない。

　ともかく、彼女らが敵対しているおかげで、俺らは救われたのだ。天沼が宮前に情報を渡していたら、俺らはどうしようもない苦境に立たされていたに違いない。

「そもそも先せん輩ぱいだって、宮前に自分の境遇、明かしてないんじゃないですか。あれ、先輩のこと完全に一般人だと思ってますよね？」

「ま、まぁ、俺の任務は極秘だからな……」

　ヒヤヒヤしながらも、この前でっち上げた「自分も大たい性せい欲よく賛さん会かいのスパイ」という設定を貫き通す。

「それは賢い選択っすね。あいつら下の口と同じくらい、上の口も緩ゆるいっすから。すぐに情報漏もらしますよ」「は、ハハ……」

　厳しい下ネタを挟んでくる天沼にたじろいでいると、また彼女は意地悪げに笑った。




　　　　◯




　部室に帰って生徒会での様子を報告し、その日はお開きとなった。

　帰り道、例のごとく領りよう家けと肩を並べて歩く。だんだんと日は長くなってきており、彼女と過ごすこの時間の風景も違って見える。一緒に歩くのに緊張しなくなって、今まで見えていなかった物が見えるようになったというのも大きいのかもしれない。

「……今日は、金曜日だな」

　隣となりで自転車を押して歩く領家が、そう話しかけてきた。

「ああ……最近いろいろ疲れたからな、やっと休めると思うと本当に救われた気分になる」

　新年度はなにかと新しいことがはじまり、慣れるまではかなり神経がすり減らされる。それになによりも、天沼関係のことによる心労で、俺はもうクタクタになっていた。

「そ、そうか。じゃあ、週末は特にどこにも行かず、家で過ごす感じか？」

「ああ、多分一日中寝て過ごすだろうな」

　俺がそう言うと、領家はちょっと気落ちしたように肩を落とした。

「……休日にも少し、その、作戦を展開しておこうと思ったのだが……高砂たかさごがそこまで疲れているというなら、私ひとりで行うか」

「作戦……？」

「ああ、例の相談の件だ。確証を得るために、いろいろと調査が必要だろう？　例の彼氏と宮みや前まえとの噂うわさにあった、カラオケや喫茶店周辺を、視察しておこうと思ってな。それに、宮前たちに出くわす可能性も大いにあり得る。犯人は犯行現場に戻ってくるというしな」

　領りよう家けはそう言って、いたずらに自転車のベルを鳴らした。茜あかね色いろに染まった空に、その涼やかな音が吸い込まれていく。

　いつしか俺たちは、道が分かれる交差点まで来ていた。傾いた陽ひの光、二人の影は道路の上に長く伸びていた。

「それくらいなら……そんなに、大変そうじゃないな。俺も、その作戦に……参加しよう」

「そ、そうか！　高砂たかさご同志、君の運動への献けん身しん的てきな参加を、議長として非常に高く評価するぞ！」

　それから俺らはその作戦の予定を立ててから別れた。

　既に彼女の姿は見えないが、遠くからまたベルの鳴る音が飛んできた。その音色は甘やかで、とても心地よく身体に染み入った。
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　週末に作戦を展開するということで、どのような手順でどういう風に活動するかをひとり考えていると、ベッドの上に放り投げてあった携帯が振動して音を立てた。画面を見ると、そこには「天あま沼ぬま皐さつき」の文字が表示されている。

　また厄やつ介かい事ごとじゃないだろうな、と不安に思いながら、電話に出た。

「……何の用だ」

『あ、サゴっち先せん輩ぱい、こんばんわーっす。なんすか開口一番無愛想なこと言って。そんなんじゃいつまでたっても彼女できないっすよ』

「用がないなら切るぞ」

『待ってくださいよ～！　ふつー、カワイイ後輩が電話かけてきてくれたら、涙流して喜ぶもんなんすよ。なんならお金とってもいいくらいなのに……もうちょっとそのありがたさを嚙かみ締めてほしいっすね』

「じゃあ、切るからな」

『待って、用事、ありますから！　まったく、私がなんの用事もなくサゴっち先輩に電話かけるなんてあり得ないじゃないっすか。自うぬ惚ぼれもほどほどにしとけよって感じです』

　電話越しじゃなかったら、全てを忘れてぶん殴っているところだ。

『先せん輩ぱいに朗報っす！　今週末、ピチピチＪＫ１とデートできるっすよ、おめでとうございますっ！　そんなわけで日曜十一時に駅前に集合してくださいね』

「……何の話だ、まったくついていけない」

『まったく……先輩はニブチンさんっすね。私がデートに誘ってるんですよ？　なんとか遠回しに先輩を誘う、恥じらう高一女子の心の機き微びを、分かって欲しいっす』

「…………」

『あ、勘違いしないでくださいね。ただのミーティングなんで。この学校で実権を握っている宮みや前まえを、いかに追い落とすかっていう作戦を練るだけっす』

　一見ツンデレっぽい物言いだが、口調が完全に素すだった。

　ともかく、このミーティングに行くのは無理だ。日曜十一時、と天あま沼ぬまは言っていたが、それでは領りよう家けとの予定とかぶってしまう。

「勘違いなんかしない、お前が俺のことを馬鹿にしきってるってのは理解している。……それで、日曜十一時ってことだったが、あいにくそこは予定が入ってしまっていてな」

『えっ先輩って休日は昼まで寝て、昼食はやきそばかうどんかチャーハン食べてぼんやりテレビ観て昼寝してテレビ観て夜になって「今日はなにもできなかったな……」って落ち込みながら寝るだけじゃないんですか!?　予定があるなんて意外っす！』

　完全にこちらを舐なめくさった発言だが、普段の休日を過ごす俺の姿を見られていたかのような的中具合だった。

『もしかして……薫かおるちゃん、っすか』

　天沼のその鋭い推察に、心臓が跳ねる。

『図星みたいっすね～。あ、先輩は自分の本来の任務より、自分のこと気にかけてくれる女の子の方とっちゃうんすね。ドーブツとしか言えないっす。……ま、私が本当のこと薫ちゃんに話したら、その予定どころかこれまでの関係とかも全部あとかたもなく崩れて、死ぬほど嫌われると思いますけど』

「……脅おどしか？」『事実を述べたまでっす』

　こちらの分ぶが悪すぎる。どうしてこんなことになってしまったのか。

「……わかったよ、領家との約束は断ろう」

『いや～悪いっすね。なんか無理矢理ねじ込んだみたいになっちゃって。それじゃ、日曜十一時に駅っすからね～』

　そう言って電話は切れた。

　俺はあまりの徒労感で、ベッドに仰向けに倒れこんでしまった。

　まぶしく光る蛍光灯を遮さえぎるように携帯を掲げ、そのまま領家に、日曜の作戦に行けなくなったことを伝えるメールを送った。

　数分後、返信が来る。そこにはただ一言、「了解」とだけ書かれていた。
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　翌日、よく眠れずに重い足取りで集合場所に向かった。いつもは時間より早く着くことが多いが、今日はギリギリだ。だが天沼の姿はまだ見えない。

　約束の時間より五分ほど遅れて、天あま沼ぬまはやっと現れた。しかし彼女はその程度の遅刻など気にしない性た質ちなのか、急ぐ様子もなくゆっくり歩いてきた。

「おまたせっす。カワイイ後こう輩はいがいつやって来るのか待ち焦がれる、その感じを味わってもらいたくて、ちょっと遅れてやってきました！」

「いや、ただ単に遅刻しただけだろ」

「せーんぱーい、たった五分ですよ？　こんなの遅刻の内に入んないっすよ。それより、見てくださいよ、私服っ！」

　マイペースにそう言って、天沼はくるりと回った。制服よりずっと短い丈たけのスカートが、風をはらんでひらめく。

「普段は制服、しかも生真面目な着こなししかしていない後輩女子。しかしその私服はかわいい系、露ろ出しゆつなんかは多くないはずなのに、普段とのギャップでドキドキしてしまい……って感じっすね！」

「人の心情を勝手に捏ねつ造ぞうするんじゃない」

「えー、だって先輩、いま目が泳いでたじゃないっすか」

「いきなり回り出す痛い奴やつがいて、周囲の視線が気になっただけだ」

　とはいうものの、天沼の言ったような心の動きが少しも無かったといえば、噓うそになるかもしれない。

「そーやってムキになるとこが可愛いっすね～」「うるさい」

　天沼は楽しそうにクスクスと笑った。普段仮面をかぶっておどろおどろしいことばかり言っている彼女からは想像もできない、歳相応のあどけない笑み。

「それじゃ、デート、いきますか」

「おい『デート』じゃないだろ、ただの作戦会議のはずだ」

「なにクソ真面目なこと言ってるんすか、せっかくの休日ですよ。その前にちょっとくらい遊びましょうよ～」

「なんでそんなこと……」「いーからいーから。ほら、出発！」

　天沼はそう言って強引に俺の腕を取り、カップル蠢うごめく街へと引っ張っていった。




「いやー、ごちそうさまっす！」

　ほがらかな笑みと共にそう言って、天あま沼ぬまはアイスクリームにかぶりついた。

　騙だまされた。天沼は完全に俺のことを移動式の財布としか思っていない。

「やっぱり先せん輩ぱいともなると、財力が桁けた違ちがいっすね。お嫁に行きたくなります」

「…………」

　俺は天沼の勝手すぎる言葉に絶句しながら、自分の分のアイスクリームを舐なめる。やたら美う味まいのがむしろ癪しやくに障さわった。

「どうして俺がお前の分まで払わにゃならんのだ」

「えーだって、私、後こう輩はいなんですよ。それに先輩、こんな可愛い女の子に貢みつげる機会なんて、これから一生無いかもしれないっすよ？」

「そんな機会などいらん！」

「十年後、二十年後になったとき、先輩は今日のことを思い出して私にひたすら感謝すると思いますよ！」

　そんな時など一生来ないことを願いたい。

　天沼は喋しやべりながらもけっこうな勢いでアイスクリームを平らげ、スマホで店の写真をパシャパシャと撮とっていた。

　俺が食べ終えるのを見計らって、彼女は手を後ろに組み上半身を前傾させて上うわ目め遣づかいでこちらを見てきた。そんなあざといポーズで、楽しげに声を弾ませながら言う。

「さ、次いきましょ。私けっこー見ておきたい所あるんすよね～」




　その後も俺は、三時間ほど天沼の買い物に付き合わされた。

　服なんかは金を出させられることはなかったが、途中休きゆう憩けいに入ったカフェではしっかりと奢おごらされてしまった。

　とある服屋、天沼は試着室のカーテンを半開きにし、はにかむ仕草を見せながら言った。

「どーすかこれ、似合ってるっすか？」

　両手に彼女の荷物をもち、いろいろ連れまわされてクタクタになった俺は、適当に返事をする。

「ああ、すごく似合っているぞ」

「先輩さっきからそればっかじゃないっすか！　もっとちゃんと見てくださいよ～」

　そう言って天沼は俺の袖そでを軽く引っ張る。演技だと頭では分かっていても、こういうあざとい仕草をされるとどうしても少しどぎまぎしてしまう。悲しい高校生男子の性さがだった。

「……そういう、ファッションとかは俺にはよく分からん」

「直感でいいんすよ。そういう男子の直感がいちばん聞きたいんす」

「そ、そうか……うーん、やっぱり、普通に可愛いと思うぞ」

「普通に、ってなんすか！　ちゃんと言ってくださいよ～」

「……とても可愛らしい、と思います」

　俺がそう褒ほめると天あま沼ぬまは、「えへへー」とあどけない笑みを見せた。




　店を出て雑ざつ踏とうにまぎれて歩いていると、天沼が話しかけてきた。

「そーいや、サゴっち先せん輩ぱい、薫かおるちゃんともこーいうこと、するんすか？」

「あ、あいつとは、別にそういう関係じゃない！　ただ一緒に運動に参加している、ってだけだ」

「えー、そうは見えないっすけどね。少なくとも、薫ちゃんはサゴっち先輩にべた惚ぼれじゃないっすか」

「そんなことは……ない」

「あ、今つっかえましたね？　あれすか、昔、薫ちゃんに告られたことあるとか、そういう感じなんすか？」

「…………」

　俺が押し黙っていると、天沼はぷっ、と噴ふき出した。

「先輩ってめっちゃ噓うそ苦手ですよね？　ほんと、そういうとこ、可愛いっす。……えー、なんで断っちゃったんすか。良いじゃないっすか、薫ちゃん」

「……俺には、任務があるからな」

　そう言って誤ご魔ま化かすと、天沼はしばらくの間、思案するように視線を空中にさまよわせたあと、合が点てんがいったらしくまた話し始めた。

「そかそか、一方的に相手から想おもわれるのって、気持ちいいっすもんね。自分は安全圏にいて受動的にしていて、相手が好いてくれる状況。わかりますよ、先輩の気持ち」

「……そんなんじゃ、ない」

「いやいや、そうでしょ。自分でも気づいてないだけで。無条件に自分を好いてくれる人がいる、って状況は、最高ですもんね。でも付き合い始めちゃったら、自分でもそれを与えなきゃいけなくなる。それって面倒くさいっすもんね」

　天沼はそう言って、頭の後ろで手を組んだ。

「勝手に決めつけるなよ」「そうじゃないっす、わかるんすよ。だって先輩、なんかちょっと自分に似てますから。立場とか、考え方とか。共感はしなくても、理解はできるんです」

　……確かに俺は、天沼の言うとおり領りよう家けにはっきりと自分の想おもいを伝えたことがない。

　あのバレンタイン闘とう争そうで追い詰められた時、領家ははっきりと俺に告白してきた。この前の温泉の時だって、こちらに詰め寄ってきたのは領家だった。俺は、何ひとつ彼女にはっきりと態度を表明していない、のかもしれない。

　それは機会がなかったから──そのことに甘え続けてきた結果なのかもしれない。

　天沼の言ったことが、俺の中でどっしりと重みを持って響ひびき続ける。俺は、領家のことをどんな風に──

「なにはともあれ、『反恋愛』とか言っときながら、自分こそ恋に溺おぼれる乙女になっちゃってる薫かおるちゃん、めっちゃ面白いっすね。萌もえ萌えです」

　天あま沼ぬまはそう言って流し、足を止めた。

「さ、そんなことより今日の目的、ちゃっちゃと終わらせちゃいましょうか。会議、ここでいいっすかね？」

　天沼は至って軽い調子でそう言うと、すぐ前の建物を指さした。

　……なんかいかがわしい感じのホテルだった。

「い、いや、ここはまずいだろ！」

「なにキョドってるんすか、キモッ！　ただ他人に聞かれたくない話をするために、防音性の高い密室を選んだだけじゃないっすか」

「そうは言ってもな……世間体というものがある。出てくるところを見られでもしたらどうする」

「別にいいじゃないっすか、本当にいかがわしいこと、するわけじゃないんだし。それに、もう高校生なんすよ、そんなの噂うわさのひとつやふたつ、勲くん章しようと思いましょうよ」

「不利益を被こうむるのは、主にお前なんだぞ」

「いいっすよ、私は。ここ、何が良いって大性欲賛会うちの系列っすから、タダで使えるんです。先せん輩ぱい、今日はもうけっこー懐ふところ痛いんでしょ、私の厚意をちゃんと受け止めてほしいっす」

「ぐっ……」

　お金のことを言われると、もう何も反論できなくなってしまう。俺は唯い々い諾だく々だくと天沼の提案を受け入れ、その建物へと入った。




「とりあえずは情報を共有する、ってことですかね。まずはお互いの状況をちゃんと把は握あくしていきましょ」

　そう言う天沼は、無防備にもベッドに腰を掛けて靴を脱いだ足をぶらぶらさせていた。

　俺は窓際にあった椅子に腰掛けて、彼女に対して直角くらいに目線を向けながら、応こたえる。

「まぁ、そうだな。あまり焦って作戦を展開してもしくじるばかりだ。幸い反恋愛主義青年同盟部はいまのところ大した活動をできているとは言えない状況だ、じっくりやっていこう」

　天沼は俺の返答に頷うなずくと、まずこちらに問いを投げかけてきた。

「先輩、何者なんすか。どういう命令系統で動いているのか、全くわからないんですよ。……先輩は会長トツプの正体……知ってるんですよね」

　噓うそに気付かれぬよう、慎重に答えねばならない。あまり不用意に情報を出さず、そして本当のことを中心に話していく。

「分かっていると思うが、俺の立場や作戦の詳細なんかは極秘だ。それは天沼だって同じことだろう？　ただひとつ言えるのは……俺はその、大たい性せい欲よく賛さん会かいを作り上げた人物と、面識があるということだ」

「どんな人なんすか？」

「言えるわけないだろう。ただ、これは明言できることだが、彼女の正体に対するどんな予想も、今のところてんで的外れだな」

「『彼女』って……女性の方かたなんすね？」「…………」

　俺が沈黙すると、天あま沼ぬまはニヤリと笑った。もちろん、俺としてはわざと「うっかり」漏もらした情報だ。

「……俺が話せるのはそこまでだ。あとはお前の知っていること──俺も、反恋愛主義青年同盟部を壊かい滅めつさせるために送り込まれた、ってことだな」

「なるほど……でも先せん輩ぱいが会長と面識ある、ってのはガチっぽいですね。噂うわさにすぎない話ですけど、女の人かも、っていうのは昔からちょくちょく聞こえてきてたので。うーん、これで……ちょっとは近づけたかな」

　天沼はそう言って、パタンとベッドに仰向けに倒れると、両手を天井へと伸ばした。

「次は俺の番だ。こちらも、お前のことを知りたい。大性欲賛会に入っている理由だとか、あとは生徒会長・宮みや前まえとの確かく執しつについてだな」

「理由、って言われても……生まれたときからっすからね、両親が会員なんで。宮前もそうなんですよ、そして親同士に因いん縁ねんがあって。私たち同じくらいの歳同士でしょ、そんな感じで、今みたいになってるんですよね」

　天沼はまるで他人のことを話すかのように、軽い口調で淡々とそう言った。

「それって……じゃあ会に入っていることにお前の意志なんかは、全然関係ないのかよ」

　俺がそう問うと、天沼はむくりと上体を起こして、怪け訝げんそうにこちらを眺めた。

「先輩、そもそも意志なんて……そんなもの、必要っすか？」

「何を言ってるんだ。自分がどうしたいのか、ってのは、言ってみれば一番重要なことだろ」

「自分は楽に暮らしたいだけっす。そのためには親の積み上げたものを利用出来る大性欲賛会って道具が便利なんすよ──親だってそうでしょ、私っていう子供の存在を自分の正常性の証拠に使ってるんすよ、そうして出世してる。私が恋愛をどう思ってるかなんて、二の次っす」

　俺はぞっとした。その言葉自体、というよりも、天沼がそれを何の衒てらいもなく、素すで喋しやべっている、ということに。それは彼女の、本当の言葉なのだ。

　自分の意志を捨てて他人の道具となり、また自分も他人を道具として使う。それで最大限の成果を挙げ、波風を立てず楽に暮らすこと。

　彼女はそうやって、生きていくつもりなのだ。

　その、つかみどころのない彼女の心を見せつけられるうちに、俺はだんだんと気分が悪くなっていった。




　そうして色々と情報交換を終えた後、俺と天あま沼ぬまは部屋を後にした。天沼の運動への姿勢、背景などを聞かされ、俺はひどく混乱していた。彼女の考え方を受け入れることはできないが、そういう思想に行き着いた道筋はなんとなく理解できたから。

　二人連れ立ってホテルの玄関から出る。

「せんぱーい、このまま帰っちゃうんすか？　せっかく休みの日なんだし、もーちょい遊んでいきましょうよ。ほら、ゲーセンとかどーっすか？」

　そう言って天沼は、ナチュラルに腕を絡めてくる。

「やめろ、ひっつくな！　しかもこの場所でそれは、見られた時のダメージがデカすぎる」

「いーじゃないっすか、彼女がいるわけでもなし。少しくらい浮うき名なが流れてる方が、男として箔はくが付くってもんですよ」

「箔なんかいらない、大体な……」

　天沼がこちらに笑いかけ、俺がその手を振りほどこうと必死になっているそんな時──

　バサッ、と前方から音がした。何かを取り落としたような音だ。

　その方を見ると、案あんの定じよう地面に袋が落ちている。書店の名が記されているから、中には本でも入っているのだろう。

　その奥には、サンダル履ばきの足があった。大きさから言って女性のようだ。見上げていくと、下にはジャージを穿はき、上はよれたＴシャツの上にパーカーを羽織っている。近所にちょっと用を足しにいくような、適当な服装だった。

　さらに視線を上に向ける──その顔は伏せられ、翳かげっている。しかし唇がわなわなと震ふるえているのが、はっきりと分かった。

　──領りよう家けだ。

　間違いない。反恋愛主義青年同盟部の議長にして、クラスメイト、領家薫かおるだった。彼女はいたってラフな格好で、買ったばかりの本が入った袋を、落としたのだ。

　彼女が目撃したのは、俺と天沼が、仲なか睦むつまじく腕を組みながらホテルから出てきた光景で──

「待て、領家、これは誤解だ」

　俺は頭が沸ふつ騰とうしそうになるのをなんとか制しながら、そう言った。

　しかし領家は俯うつむいたまま、一言も返事をしない。

「俺と天沼との間には、そのような事実は一切ない！」

　彼女はただ肩を震わせて、ずっと俯いている。

「おい、領家、聞いているのか!?」

　俺がその肩を摑つかむと──

　領家はその手をパッ、と払いのけ、後ろ跳びに一歩しりぞいた。それから顔を上げる。

　その目は見開かれ、俺をまっすぐに睨にらんでいた。その剣幕に俺は気け圧おされた。

　何も考えられない一いつ瞬しゆん。

　そこを縫ぬうように、パンッ、と鋭い破裂音が鳴った。眼前では、領りよう家けの右手が振りぬかれていた。

　しばらくして頰ほおに熱さがやってきたかと思うと、すぐにそれは鋭い痛みへと変わった。

　頰にビンタを喰くらったのだと気付くまでに、優に五秒はかかった。

　俺はただ呆ぼう然ぜんと、眼前で自分を睨みつける領家を眺めているしかなかった。彼女の大きく見開かれた目がまばたきをすると、一筋の水滴が彼女の頰を伝って流れた。

　それから彼女は腰をかがめて、取り落とした袋をひったくるように摑つかんだ。

　くるりと身体を反転させると、領家は一言も発することなく走り去ってしまった。

　後には、かがんだ時に涙が地面に落ちてできた円まるい跡が、ぽつぽつと儚はかなげに残っているだけだった。
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　あまりのことに頭が回らないまま、その日はそのまま帰った。

　別れ際、天あま沼ぬまは脳天気に笑いながら、

「えらいことになっちゃいましたね～。……ま、先せん輩ぱいにとっては丁度いい機会なんじゃないっすか？　ずっとこのままだらだら『仲良く』してると、どうしようもなくなっちゃいますからね」

　とあっけらかんと言って、あざと可愛らしく手を振りながら駅の改札へと消えていった。




　記憶がはっきりとしないが、いつのまにか俺は自宅へ帰っていた。自室に入ると、ゲームをしていた女児が構ってほしそうにこちらを見ているが、俺は無視してベッドに潜もぐり込んだ。

　俺を睨にらみつける領りよう家けの顔、じわじわと染み入ってくる頰ほおの痛み、彼女が走り去る姿、地面に残った涙の跡、それらがぐるぐると頭のなかを巡って焦しよう燥そうを駆り立てる。

　とにかく、早く領家の誤解をとかなくてはいけない。

　俺は携帯を取り出すと、アドレス帳から「領家薫かおる」を選択して電話をかける。そういえばこの番号は、俺が母親以外の女性ではじめて登録したものなのだ。

　繫つながるのを待つ間、その番号を登録した日──彼女から反恋愛主義青年同盟部に誘われた日を思い出した。無茶苦茶な日だったな、と苦笑が漏もれそうになる。

　どうしてそんな過去のことが頭に上ってくるのだろうか。何度呼び出し音が鳴っても、彼女には繫がらない。留守番サービスに接続されてしまい、切った。再度かけ直す。繫がらない。

　一いつ旦たん電話は諦あきらめ、メールを送ることにした。文面は簡潔な方が良いだろう。言い訳がましくなってはいけない。

『今日のアレは、誤解だ。話がしたいので、電話に出てくれ』

　それだけを書いて、送信した。

　一分待つ。十分待つ。一時間待った。

　待てども待てども、領りよう家けから返信は来ない。

「そんなに携帯を気にしているとは、君も現代病にかかっているな。どうだ、少し気分転換にゲームでもしようじゃないか」

　お姉さんぶって女児がそう言うのをガン無視し、俺は掛け布団を頭までかぶった。暗い中で携帯の画面を見るが、領家からの返信は来ていなかった。

「無視するんじゃない！　私は君たちの生みの親、いわば神なんだぞ、どう考えたって接待する必要がある！」

　そう言って女児は布団越しに揺すってくるが、俺は頑がんとして顔を出さずにそのまま目をつぶった。

　結局、その日は領家からの返信はなかった。
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　翌日、俺は寝不足で腫はれぼったい目をこすりながら、学校へと向かった。普段ならキャイキャイと騒さわいで登校するリア充どもに心のなかで呪じゆ詛そを唱えるのだが、今日はそれどころじゃなかった。

　教室へと入り、すぐさま俺は領家の席を見た。いつもならもう彼女は登校している頃合いだが、そこに彼女の姿は見受けられなかった。

　チャイムが鳴り朝のホームルームが始まる──そこを狙ねらいすましたかのように、領家は教室に入ってきた。

　長い黒髪の先端が、歩くにつれて揺れる。いつもと同じように凛りんとした横顔。しかしその目は、少し充血して赤くなっているように見えた。

　そのまま一限の授業が始まり、終わる。俺はずっと領家の後ろ姿を眺めていて、内容なんてちっとも頭に入ってこなかった。

　休み時間、すぐさま立ち上がって領家の席へと向かった。しかし彼女も終わった瞬しゆん間かん席を離れ、教室を出て行ってしまった。その後を追って捕まえようとするが、休み時間の廊下は混雑してなかなか追いつけない。そうこうしているうちに、俺は彼女の姿を見失ってしまった。




　次の休み時間も、その次も、昼休みも、そうして俺は領りよう家けを捕まえることができなかった。

　放課後、鞄かばんに教材を詰めているうちに彼女の姿は消えていた。仕方なく、ひとりで部室へと向かう。

「あ、先せん輩ぱい。ちーっす」

　廊下を歩いている最中、後ろからそんな元気な声が飛び、軽く背中を叩たたく感触があった。天あま沼ぬまだ。

　彼女は駆けてすぐ俺の横に並ぶと、袖そでを引っ張ってきた。

「ねーサゴっち先輩、返事は？　カワイイ後輩の挨あい拶さつ無視するなんて、酷ひどい先輩っす、パワハラっす」

「……領家の誤解がまだ解けてないんだよ」

　愚ぐ痴ちるように俺が漏もらすと、天沼は笑った。

「分かっちゃいたけど、薫かおるちゃんめっちゃ面倒臭いっすね～！　いや、カワイイっす、萌もえ萌えですよ」

「笑い事じゃないんだよ！」

　半分キレながら俺が言うと、天沼はさらに笑った。

「先輩もまた面倒臭いっすね。いや～、最高の見ものです！」

　そう言って天沼は俺の肩をポンポンと叩いた。男だったら殴りかかっているところだ。

　そんなやり取りをしながら俺と天沼が部室に入ると──既に領家はいつもの場所に座っていた。

　彼女は天沼と俺とが一緒に来たのを見ると、一瞬口をぴくっ、と動かしたが、すぐさま目線を切って窓の方を振り向いてしまう。

「おい、領家……これはな」

　彼女に話しかけようとするが、それは天沼の声に遮さえぎられてしまった。

「先生！　今週もまた先生と一緒に活動できるのを光栄に思います!!　今日はどういった活動で憎き恋愛至上主義者を懲こらしめるのですか!?」

　天沼の勢い込んだ様子に、領家はたじろいで切れ切れに言葉を返した。

「……そうだな、今週も、奴やつらを追い詰めていかなくてはな。……そう、この学校には、入部したばかりの後輩を狙ねらって、週末に連れ回すような軟なん派ぱ者ものが存在している。そういう輩やからを、我々は絶対に許さない」

　領家はそう言い終えると、チラ、とこちらを一いち瞥べつした。昨日のことなど全く無かったかのように振る舞う天沼に、戸惑っているようだ。どう反応して良いか判じかねている。

「最低ですね！　そういう悪党をこの神しん州しゆうから根絶やしにすることこそ、我らの使命です!!」

　飄ひよう々ひようとした態度でそう言ってのけるので、領りよう家けは拍子抜けしたらしく少しの間ぽかんと天あま沼ぬまを見ていた。

　次に、領家の目は俺に向けられた。鋭くこちらを睨にらみ、ギリッ、と歯ぎしりまでしている。

　どうやら天沼が無邪気な態度を装ったせいで、領家の怒りは完全に俺の方へ向いたらしい。何も知らない無む垢くな後こう輩はいを手て篭ごめにしようとした悪党、として見られてしまっている。

「あのなぁ、領家……」

「高砂たかさご、お前は口を挟むな！　軟なん弱じやく者ものは必ず我々の足を引っ張るんだ!!」

　あれ以降はじめて俺に向けられた領家の言葉だったが、口調は刺とげ々とげしく辛しん辣らつだった。

　天沼がそれに乗っかる。

「先生の仰おつしやる通りです！　高砂先輩からは反恋愛を貫き通すという鉄壁の意志を感じられません。ともすればすぐに恋愛至上主義者の側がわに傾くのではないか──先生はそれを危き惧ぐしておられるのです！」

　そう言って天沼は、俺の二の腕を摑つかんで揺すった。領家はその手がしっかりと腕を握っているところをチラチラと見ながら言った。

「そ、そうだ高砂、皐さつきの言うとおりだぞ！　ただな、皐、その男はいつ何なん時どきケダモノになるとも分からない。そんな不用意に触ってはならないぞ!!」

「いいえ、先生、私わたくしは高砂先輩の腕っ節なんかには負けません。そして、精神の弱い者は、刀剣を鍛きたえるときと同じように、こうして叩たたいて鍛え直すしかないのです！」

　そう言うと天沼は、ポカポカと俺の腕を軽く叩いた。

「おい、やめろ！」「いいえ、先輩が報国の志こころざしを取り戻すまで、この手を止めることはできません！」

　言っていることはおどろおどろしいが、傍はたから見ればこれはじゃれあっているように見えただろう。事実、領家の顔色はみるみるうちに曇くもっていった。

「……ふたりとも、ずいぶん仲が良さそうだな」

「仲良くなんかない！」「仲良くなんかありません！」

　領家の言葉に、俺と天沼がシンクロして返してしまう。そのことがさらに不審に追い打ちをかけたようで、領家は何も言わずにまた窓の方を向いてしまった。

　天沼はそんな様子を見て、俺にだけ分かるように口許だけで意地悪く笑って見せた。完全に玩具おもちやとして扱われている。天沼のやり口は、かなり巧妙だった。




　その後領家は、特に何も発言することなく、本を読みつつノートにいろいろ書き込んでいた。革命理論を勉強しているのだろう。

　天沼は色々と俺にちょっかいをかけ、何かにつけて「もっと先生を見習うべき」「先生の偉大さが分かっていない！」などと叱しかってきた。領りよう家けはそのたびに曖あい昧まいに返事をしたが、それも上うわの空そらだった。見方によっては俺と天あま沼ぬまがいちゃついているようにも捉とらえられたかもしれない。

　と、領家は耐えられない、といった様子で眉根を寄せて立ち上がり、苛いらついた口ぶりで宣言した。

「……今日は他のみんなも遅くなるみたいだし、これくらいで解散しよう」

　もうお前らのイチャつく様を見ていたくない、とでも言いたそうな剣幕だった。

　しかし天沼は、領家のそんな心情など一切お構いなしに、明るく追つい従じゆうする。

「なるほど！　戦士にも休息は必要ですからね、先生の甚じん大だいなるご配慮、全く敬服するばかりです!!」

「あ、ああ……そうだ。無駄に気を張っていては、空回りするだけだからな……」

　領家は煮え切らない態度で、天沼に返事をする。

　彼女にとって辛つらいところは、ここにあるのだろう。俺と「仲良く」している相手を憎みたくとも、天沼は自分を慕っているのだ。しかも後こう輩はい、新一年生。無む下げにできるはずがない。

　したがって──その怒りの矛ほこ先さきは、すべて俺へと集約されることになる。

「どこかの朴ぼく念ねん仁じんも、恋愛至上主義に染まりそうになっている頭を、この休暇を用いて自己批判によって修正すべきだろうな」

「全くです！　高砂たかさご先輩、分かってるんですか？　先輩のことを暗に仰おつしやっているんですよ！　本来なら位の低い高砂先輩になんか、先生は見向きもしないんです。それを、こんな篤あつい言葉をかけて頂いているんですから、先輩は地面に膝ひざをついて先生を拝するべきなのです!!」

　領家が意地を張って直接俺に話しかけられないのに対し、天沼はガンガンこちらを攻めてくる──それも領家にしてみれば、面白くない状況だろう。

「もういい、今日は終わりだ！」

　領家はぶっきらぼうにそう言って鞄かばんを摑つかむと、大股で部室を横切って出口へと向かう。

「おい、領家……」

　俺の制止などちっとも聞かず、彼女は荒々しく扉を開けて出て行ってしまった。

「…………」

「いやー、本当に面白いっすね～」

　ニヤニヤしながら天沼がそう言うのを無視して、俺は領家を追いかけるために立ち上がった。

　強制的にでも彼女を引き止めて、なんとかこちらの話を聞いてもらわなきゃいけない。話し合いの場が持たれない限りは、このままズルズルと関係が悪くなっていく一方だ。

　廊下へ出ると、既に領家の姿はどこにも見当たらなかった。俺の追跡を見越して、走って逃げたのかもしれない。俺は下駄箱へと駆け、靴へと履はき替えると駐輪場へと向かった。

　いつも領家は自転車通学だ。しかし帰り道、俺と一緒のときは自転車を押して歩いている。先週、彼女が週末の約束を切り出したときの情景が、頭の中に蘇よみがえってくる。

　駐輪場につくと、領りよう家けはもうサドルにまたがって、ペダルを漕こぎ出そうとしているところだった。

「少しはこっちの話を聞いてくれ」

　俺がそう声をかけると、領家はちら、と一いつ瞬しゆんこちらに視線を向けたが、すぐに唇を引き結ぶと前に向き直り、勢い込めてペダルを漕ぎだした。

「ぜんぶ誤解なんだよ！」

　走り去っていく自転車めがけて叫ぶが、その声は放課後のグラウンドに虚むなしく響ひびくだけだった。

　下校中の生徒たちが、何事か、と俺と領家を交互に見ている。

「痴ち情じようのもつれだな」「あの男が浮気したのか」「サイテー。あーいう大人しそうな見た目の奴やつに限って、そーいうことするんだよね」「……いや、誤解かもしれないじゃないか、彼の方の事情にも耳を貸すべきだ」

　などと好き勝手なことを口々につぶやき楽しんでいる。あと、最後の奴は多分浮気している。

　こうして突っ立って、彼女が去っていくのを眺めていても、何も始まらない。気付けば俺は、領家の自転車に追いつくべく駆け出していた。

「うわー、青春だ」「あんなことするカップル本当にいるんだ……」「リア充爆発しろ！」

　野次馬のそんな声が聞こえてくるが、気にしている場合じゃない。

　追ってこないはず、と領家が油断しているうちに距離を詰つめなくては、捕まえることはできない。なりふり構わず全力疾走した。

　幸い、すぐ先の交差点で領家は信号につかまっていた。好機を逃すまいと彼女めがけて走ると、近づいてくるその足音に気づいたのか、領家は振り返った。目と目が合う。

　しかし、彼女はすぐに目を逸そらすと、信号がタイミング良く変わったのに乗じてペダルに思いっきり力を込めた。しかしまだ加速は十分でない。

　横断歩道を渡りきり十メートルほど行った所で、ようやく追いつく。俺は思いきり手を伸ばし、領家の自転車の後ろについた荷台に指をかけた。加速に引っ張られて重心が持って行かれそうになるのを何とか耐え、並走する。

「領家、待ってくれ！」

「話すことなど、何もない！」

　領家はそう叫び、ペダルから足を離そうとしなかった。

　俺は息も絶え絶えになりながら、彼女を説得しにかかる。

「いいか領家、この状況を、客観的に考えてみろ！　……どうだ、あからさまに『青春を謳おう歌かしてる』リア充だぞ！　こんな姿、みんなに見られていいのかっ!!」

　その言葉の効果は覿てき面めんだった。

　領家はペダルを漕ぐ足を止めてブレーキをかけ、自転車から降りてこちらを振り向く。その顔は真っ赤に染まっていた。

「何のつもりだ……私を辱はずかしめるのもいいかげんにしろ！」

　領りよう家けはキョロキョロと周囲を見回しながら、小声で俺をそう叱しかった。

「いい加減にするのはお前だ！　何だ一体、どうして俺の話を聞こうともしないんだ！」

　俺が言うと、領家は真正面から俺を睨にらみつけて叫んだ。

「私には何も、お前から聞きたいことなんてない！」

　衆しゆう目もくも忘れたその大声で、帰宅途中の生徒たちが沸わく。

　しかしもはや、そんなことを気にしている余裕はなかった。

「全ては誤解なんだ。話せば分かる」

「私は何も誤解などしていない、ただ目の前にあらわれたありのままの事実を受け止め、解釈したにすぎない！」

　領家はそう言いきって、荷台を摑つかんでいた俺の手を解こうとする。しかし俺はしっかりと金枠を握ったまま、耐える。

「放せ！」「放さねえよ!!」

　そんな押し問答をしていると、周りからキャー、という歓声が上がった。俺は周囲をギロリと睨みつけて牽けん制せいするが、ギャラリーは少し引いただけで立ち去ろうとしない。皆、こういった痴ち話わ喧げん嘩かを最高の娯楽と捉とらえているのだろう。

「私みたいな面倒くさい年増なんかじゃなく、自分を慕ってくれる可愛い後こう輩はいのところへ行けばいいだろう！　別に私は、お前の、彼女でもなんでもないんだからなっ、文句を言ったりなんかしない！」

「……確かに俺達は付き合ってはいない。でもな、この前約束しただろう。俺はお前以外の他の女とも、付き合わないって」

　それを引き合いに出すと、領家は若じやつ干かんの躊ちゆう躇ちよを見せたが、目をつぶって苛いら立だった口調で続けた。

「付き合うだの付き合わないだのは、結局舌先三寸で変わるものだ。今回、それがはっきりと分かった。……もうお前には、何も期待していない」

「……なんだよ、それ」

「べつに、皐さつきと付き合ったらいいだろう」

　領家のその言葉に、呆ぼう然ぜんとして腕の力が抜けた。彼女はそれを狙ねらいすましたかのように、素早く自転車を発進させてしまった。

　俺はただ、次第に遠ざかっていくその後ろ姿を見送ることしか出来なかった。




　　　　◯




　鞄かばんを部室に置いてきたので取りに戻ると、そこでは天あま沼ぬまがドリルを取り出して作業していた。

「おい、こっちにも何か仕掛けるつもりなのか……」

　俺がそう声をかけると、天沼は当然といったふうに返答した。

「あ、先せん輩ぱい帰ってきたんすね、丁度いい、ちょっと手伝ってください」

　彼女は先程の領りよう家けとのやりとりなど何でもなかったかのように、平然としていた。その切り替えの早さに、俺はもう怒る気にもなれなかった。

「先輩、これ薫かおるちゃんのノートっすよ、可愛いっすね」

　天沼は机の上に置かれていたノートをぱらぱらとめくり、最後のページを開く。先ほど本を読みながら何かを頻しきりに書き留めていたのだが……そこには「バカ」「だいきらい」「いくじなし」など、罵ば詈り雑ぞう言ごんがびっしりと書き込まれていた。おそらく俺に向けられた言葉なのだろう。

　……領家から完全に拒絶されている以上、もはや頼みの綱は天沼だけだった。幸い、彼女は後輩ということもあって領家とは会話を交わせている。俺の相手と思われてしまっている天沼の方からきっぱりと否定してもらえれば、いかに思い込みの激しい領家といえども分かってくれるに違いない。

「なぁ、天沼……頼みがあるんだが」

「いやっす、どーせ面倒臭いことに巻き込むつもりなんでしょ？　それよりも、手伝ってくださいよ。あ、私喉のど渇かわいちゃったんで、まずジュース買ってきてください。ダッシュで」

　完全にパシリ扱いだった。しかしここは不満をグッ、と堪こらえる必要がある。彼女の機嫌を損ねてしまっては、天沼ルートでの問題解決が望めなくなってしまう。

「あ、ああ、分かった……」

　俺は彼女の注文を聞き、ダッシュで自販機まで行って購入し部室へと戻った。天沼はジュースを受け取ると、腕を高く挙げて俺の頭をポンポンと叩たたいた。

「いやー先輩、パシリの才能ありますよ！　これから私と一緒に、その才能磨みがいていきましょうね」

「んな才能伸ばしたくねぇよ」

「このさき小こ判ばん鮫ざめとして生きていくには、超重要なスキルっすよ？」

　そんなことを言いながら、彼女はプルタブを開けて飲み始める。こくこく、と嚥えん下げするたびに、その白い喉が小刻みに動く。

「せんぱーい、何見てんすか？　惚ほれないでくださいよ、私、先輩みたいなヒョロっちいのには興味ないんで」「惚れねえよ、お前が飲み終わるのを待ってただけだ」「そんなこと言って、分かってますよ～」

　そう言って天あま沼ぬまはケラケラと笑って俺をからかいながら、ジュースを飲み終えた。それを見計らって、俺は再度切り出す。

「なぁ、頼みがあるんだ、聞いてくれよ」

「……しつこいっすね。ま、聞かなくても分かりますよ、薫かおるちゃんの誤解をといて欲しい、っていうんでしょ？」

「なんだ、それなら話が早い！　頼むよ、お前から言ってくれれば、領りよう家けだって聞いてくれるだろ」

　俺がそうやって頼み込むと、しかし天沼は、

「お断りっす」

　と、きっぱり断言し、言い含めるような調子で続けた。

「まず最初に考えてください、どうして私がサゴっち先せん輩ぱいと薫ちゃんの仲とかいう、心底どうでもいいことを面倒見なきゃいけないんですか？　二つ目、そもそも先輩は、薫ちゃんと仲良くしない方がいいってこと。だって今までのそれで部の解体作戦が遅れてるってのは、明白じゃないっすか。そして三つ目、先輩は本当に薫ちゃんと、仲良くしたいと思ってるんすか？　あっちから一方的に言い寄られて、今までなぁなぁにして過ごしてきただけなんじゃないっすか？　先輩から、何か決定的にアプローチしたこともないんじゃないっすか？」

　一方的にまくしたてられ、俺は返す言葉を見つけられない。

　天沼はそんな俺を見下ろして、続ける。

「はっきりと言います、先輩は今、これまで一方的に薫ちゃんから向けられた好意がなくなって、寂しくなってるだけなんすよ。おもちゃを取り上げられた子供が駄だ々だをこねるのと同じっす。今までの関係が異常だったからこそ、一方通行だったからこそ、薫ちゃんには何の言葉も届かない」

「そんなことはっ……！」

「否定できないんでしょ？」

　天沼はそう言って、憐れん憫びんの混じった笑みを見せた。そしてひどくシンプルに、しかし途方もなく辛しん辣らつに、こう問うた。

「先輩、別に薫ちゃんのこと、好きでもないんでしょ？　だって先輩からは、何も行動を起こしてないじゃないですか」

　その質問は、深く俺を貫いた。

　言葉の上ではいくらでも反論できるだろう。しかし、あのバレンタインのときも、この前も、いつだって切り出してきたのは領家の方だった。

　天沼の、最後の指摘は正しかった──俺は、何もしていない。

「ま、こんな『反恋愛』で集まってる部に、こういう恋愛のゴタゴタが起きちゃうってのも、面白いっすよね。本当、人間ってアホらしいです」

　彼女の言葉は、ひどく乾いていた。その微笑みからは、少しも楽しげな気持ちが見いだせなかった。反恋愛の俺らが異性との関係で苦く悶もんし、大たい性せい欲よく賛さん会かいの天あま沼ぬまが、醒さめた態度で恋愛を見つめる──それは奇妙な屈くつ曲きよくだった。

「丁度いい機会っすから、薫かおるちゃんとの関係を清算しちゃいましょ。そうすれば先せん輩ぱいも、会の活動に本腰を入れられるでしょ？」

「……駄目だ、そんなわけにはいかない」

　頭では考えがまとまらないが、直感が叫んでいた。このままじゃいけない。俺は勢い込んで天沼に詰め寄った。

　壁に背をもたれていた天沼に、俺は頭を下げた。

「頼む、協力してくれ」

「先輩、ちょっとは頭使ってくださいよ。下腹部に脳みそ乗っ取られちゃってるんじゃないっすか？」

「お前な！」

　俺は更に天沼に近づく。腕を伸ばし、天沼の頭の横でドンッ、と壁に手をついた。

「あ、壁ドンっすか？　先輩、意外と背、高いんすね」

「茶化すな、ちゃんと聞け！」「真剣になっちゃって～、可愛いっす」

　──そんな最悪のタイミングだった。

　扉が開く。

　入ってきたのは領りよう家けだった。

　俺はその「壁ドン」の状態のまま、凍りついてしまう。

　領家は壁際の俺と天沼を一いち瞥べつすると、わざとらしく無視して、机の上に置かれていたノートを手に取った。

「忘れ物をしてしまってな……すまない、邪じや魔ましたな。続けてくれ」

　平静を装って言ったのだろうが、その声はあからさまに震ふるえていた。

「……何度でもいうが、これも誤解で」

　手を壁から離して領家の方へ向き直りながら言うが、

「聞きたくない！」

　という領家の悲痛な声で、遮さえぎられてしまった。

「あの女も、そうやって言い訳ばかりしていた！　もう沢たく山さんだ!!」

　彼女は棚から空の花か瓶びんをひとつ摑つかむと、俺目がけて勢い良く投げた。それは壁に当たって、甲高い悲鳴をあげて割れた。

「帰る」

　俺も頭に血が昇っていた。

「そんなに……俺のことが『だいきらい』か」

　俺が言うと、領りよう家けはびくっ、と肩を震ふるわせて手に持っていたノートを強く抱きしめた。

　それからこちらを振り返って、俺を睨にらむ。

　その顔は真っ赤に染まって、目には溢あふれんばかりの涙が溜たまっていた。

「最低」

　領家はその言葉を俺に投げつけ、すぐに部屋を後にした。

　耳の奥で彼女の残した言葉が鳴り続ける。『最低』。足元からくずおれそうになるような、破壊力のある言葉だった。

「先せん輩ぱい、今のはほんと、最低っすよ。引きました」

　天あま沼ぬまも笑みを失って、病人を見るような目で俺の顔を覗のぞきこんだ。




　　　　２




　その件以来、領家との関係は完全に冷え込んでしまった。教室ではもちろん会話を交わさないし、部室でも必要最小限の事務的なことを話すだけになってしまった。

　天沼は相変わらず領家のことを慕って、というか信奉しているように装っているし、領家はそれに少し戸惑いながらも邪険にせずかわいがっている。

　部室は、天沼が入って来たことでこれまで以上に賑にぎやかだ。神しん明めいさんは二つ歳下の天沼を妹のように可愛がっているし、西にし堀ぼりは後輩を持つという初めての経験に興奮している。瀬せヶが崎さきにしても天沼に、部のメンバーとして信頼を置き始めているようだった。

　そんな歓迎ムードの中で、俺だけが一人取り残されていた。彼女の正体を知って、そしてその本性を見せつけられて、俺は何も知らない部員たちのように振る舞うことはできなかった。

　だから俺は、天沼を中心として賑やかな部室の中で、ひとり疎そ外がい感かんを抱いて黙っていることが多くなった。




　そんな、俺を除けば和なごやかな雰囲気の部室に、久しぶりにノックの音が響ひびいた。

「……ごめんください」

　消え入りそうな声とともに扉が開く。来訪者は、この前の生徒会女子だった。またあの、宮みや前まえに彼氏を取られた件の続きだろう。

　その顔色は、あからさまに曇くもっている。どうやら朗報というわけではなさそうだ。

「あぁ、生徒会の……何か、新しい情報でもありましたか？」

　領家は立ち上がって椅子を勧めながら、優しさを感じさせる柔らかい笑みで彼女を迎えた。

　相談者の女子・染そめ谷やは会釈して着座すると、腿ももの上で指を固く組み合わせて、目線を床ゆかに落とした。唇はプルプルと震え、いまにも感情が破裂しそうになっている。

「ええ、また……その、目撃証言が」

　低いトーンのその声は、それだけ言うと詰まってしまい続かなかった。組み合わさった指がきつく、手の甲に食い込んでいる。

「そうですか……非常に言いづらいことと思いますが、その詳細を教えてもらえると、こちらとしても行動が起こしやすくなります」

「そう、ですよね……」

　彼女は痛みに耐えるかのようにギュッと目をつぶって、語った。

「あの、彼が、生徒会長と……その……ホ、ホテルから一緒に出てきたところを、見たと」

　それを聞くと領りよう家けの肩が、跳ねるように小さく反応した。俺の心臓は重く沈み込んでいく。

　さらに彼女の話を聞くと、どうやら目撃場所は俺が天あま沼ぬまと入った所の近くみたいだ。

「絶対に許せない！」

　彼女を代弁して領家が激げつ昂こうすると、染そめ谷やはコクコクと頷うなずき、その目からはぶわっ、と涙が溢あふれだした。

「今まで、がんばって彼のこと、最後まで信じようとしてきたけど……もう……」

「お辛つらかったでしょう……」

　領家は心からの同情を顔に表し、染谷の肩を抱いた。彼女の嗚お咽えつが、一段と悲壮感を増していく。

「言いにくいことですが、そこまで来てしまえばもはや望みは無いと言わざるを得ません。これが慰なぐさめになるかは分かりませんが……男というものは、そういうふしだらな生き物なのです。誰か一人に言い寄ったかと思えば、次の瞬しゆん間かんには新しい女に目移りしている。そんな節操のないケダモノなのです。事故だと思うしかありません」

　言いながら領家は、チラリ、と俺の方に目線を向けた。

「……そうですね。あんな性欲だけの獣けものを好きになった、私の間違いでした。もう、恋愛なんて言葉、信じられない」

「大丈夫ですよ、この世界は恋愛だけが全てじゃない。自分らしい生き方を見つけて行きましょう！　……それはそうと、その浮気した彼氏は、確実に懲こらしめねばなりません。二度とこのような蛮ばん行こうで被害者を出さぬよう、徹底的に攻撃しましょう!!」

「……でも、私たちふたりとも、生徒会で……あんまり事を荒立てると、生徒会活動に支障が……相手が生徒会長なので……」

「構うものですか！　このような事態を生んだのは、他ならぬ生徒会という組織なのです。病巣を駆く逐ちくするためには、この生徒会ごと丸々破は壊かいし尽くさねばなりません!!」

　領家がそう言ってアジると、染谷は最初こそ戸惑っていたものの、やがて拳こぶしをぐっ、と握りこみ力強い目線で領家を見返して、頷いた。

「……そうですね。生徒会長ごと……懲らしめねばなりません」

　生徒会の崩壊は宮みや前まえの破滅とも直結している。染谷は口にこそしていないものの、寝取られた相手の宮みや前まえにはただならぬ感情を抱いているに違いなかった。

「分かってくださいましたか！　生徒会を破壊するのに、その構成員であるあなたの存在ほど力強いものはありません。必ずや生徒会室を火の海にし、その内部の痴ち態たいを暴ばく露ろしてやりましょう!!」




　　　　◯




　それから染そめ谷やに生徒会の事情を根掘り葉掘り聞き、領りよう家けは血の報復が必ず実行されることを誓った。染谷はそんな領家を頼もしく思ったのか、しきりに頭を下げて感謝していた。




　彼女が帰った後の部屋、領家は開口一番、勢い込めて宣言した。

「最終決戦だっ！　真正面から全重量をかけて生徒会と闘たたかうのだ!!」

　彼女のその言葉に、にわかに天あま沼ぬまが活気づいた。

「一億総玉砕の覚悟ですね！　さすがは先生、その志こころざしに敬服せずにいられません!!」

「部員は六人しかいないだろ……一億ってなんだよ」

　俺がツッコむと、領家・天沼の双方から睨にらまれた。

「高砂たかさご、軟なん弱じやく者ものは黙っていろ！」

「そうですよ先せん輩ぱい、領家先生のお言葉に傾聴し、魂を研ぎ澄ますべきです!!」

　二方向からの攻撃に耐え切れず俺が引き下がると、領家は鼻息荒く怒ど濤とうの勢いで続けた。

「我々はここに至って、生徒会殲せん滅めつの最大の好機を得た！　もはやその構成員、人間関係、生徒会室の間取り、その備品の情報などは手中にある。これを十分活かすためには、今すぐにでも行動に移さねばならない！　折しも新歓フェス準備最中のこの時期、生徒会を破壊すればその中止を狙ねらえ、新入生のリア充化を最小限に食い止めることができる！

　今回の諜ちよう報ほう戦せんの成功により、我々は敵に対して圧倒的優位を得た。もちろんこちらの人員は生徒会に比して十分とは言えないが、この重要な情報と、練れん度どの高い構成員とを以もつてすれば、必ずや討とう伐ばつできるだろう！　最悪でも相打ちに持っていけることは確実だ!!

　ここに至って猪口才ちよこざいな小手先の作戦などは無意味、正面突破しかない!!」

「その通りです！　先生、武者震いが止まりません!!」

　領家と天沼は二人で盛り上がっているが……しかし他の部員は、その自暴自棄ともいうべき無策に違和感を覚えているようだった。

「これだけ情報が入ったんですし、もう少し慎重に策を練れば、襲撃成功の公算も上がるのではないでしょうか？」

　瀬ヶ崎が困惑した顔でそんな真っ当すぎる意見を述べると、しかし領家は、

「駄目だ、そんなことをしている間に、すぐに状況が変わってしまう。古くなった情報など、毒に他ならない。むしろそれなら、全く何も知らないほうが良いくらいだからな」

　と、頑がんとして受け入れる気がない。

「皆が及び腰になるのも分かる。確かにここで、生徒会崩壊とともに反恋愛主義青年同盟部も潰ついえてしまうかもしれない。しかし、『反恋愛』の志こころざしは必ず人々の中に刻まれるだろう！　我々は死してなお、新しい運動家の中に、記憶として生き続けるのだ!!」

　その暴論を聞くや、天あま沼ぬまは領りよう家けの手をサッ、と両手で握りしめた。涙すら流している。

「先生っ、先生！　先生と一緒にこの命尽きるまで闘たたかわせてください！」

　そんな中、残りの部員は不安げに視線を交わし合っていた。
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　帰り道、今日も領家は隣となりにいなかった。つい半年ほど前まではこれが日常だったのに、今はその彼女の居ない空間が、途方もなく虚むなしく感じられた。

　その空白を紛らわすために小石を蹴けりながら歩いていると、

「……たかさご」

　そう言って、俺を呼び止める声があった。振り向くと、そこには西にし堀ぼりが立っていた。

　いつもと同じ感情のあまり見えぬ顔──しかし見慣れた俺には、そこに不安の色が混じっているのが分かった。




　西堀に誘われて、俺は彼女と近くの喫茶店へ入った。学校の近所にあるというのに俺は今まで来たことがなかったが、西堀はよく来ているのか手慣れた様子で注文を済ませた。

「ここにはよく来るのか」

「……店員さんの制服が、可愛いから」

　西堀らしい答えに思わず笑ってしまう。たしかに制服はシンプルながらこだわりの感じられるデザインだ。いやらしくならない程度に胸が強調されているのも、ポイントが高い。

「高砂たかさご、やっと笑った」

　彼女に言われてハッとした。俺は領家のことばかり気にして、その強こわ張ばった顔に心を痛めていたが……どうやら顔が怖いのは俺も同じだったらしい。

「……そうか、心配かけたな」

「ううん、別に……高砂より、領家さんの方が気がかり」

「正直だな、お前は」

　俺がそう言うと、西堀はクスクスと笑った。

　それから俺と西堀は少しの間、他愛もない雑談にうち興じた。そういえば、天沼以外とちゃんと話すのは、かなり久しぶりのことだ。なんでもないことを喋しやべって笑い合っているだけだが、それは途方もない救いのように、いまの俺には感じられた。

「……で、何があったの？　領りよう家けさんと」

　少し会話が途切れた後、西にし堀ぼりは待ち構えていたようにそう切り出した。

　彼女の顔を見ると、いつもの何を考えているか分からない無表情の中で、目だけが鋭く俺を射抜いていた。俺はその視線に怯ひるんでしまう。

「別に……あいつとは、何もねえよ」

「そういうのは、いいから」

　俺のはぐらかしなど一切受け付けず、西堀は怒ったように言った。

　仕方なく俺は、領家に天あま沼ぬまとの関係を誤解されていること、そのことへの対応が全て裏目に出てしまっていることなどをかい摘つまんで話した。




「なるほど……まず高砂たかさごは、頭を丸めて、誠意を見せた方がいいかも」

　俺の説明を聞き終えた西堀は、ゴミ屑くずを見るような目で俺を眺めると、辛しん辣らつにそう述べた。

「なんでだよ！　明らかにわけの分からん誤解をして拗すねてる領家が悪いだろ!?」

「そういうところが本当によくない。深く反省すべき」

　納得が行かないが、しかし貴重な第三者からの意見だ。無む下げにはできない。

「……分かったよ、俺も、反省する」

　俺がそう言うと、西堀は笑った。いつもあまり感情を見せない彼女がそうやって柔らかい笑みを見せる──そんな優しさが、今の追い詰められた俺に染み入る。

「どうやって、仲直りするつもりなの」

「どうやってって……そりゃ、領家が自分の誤解に気づいてくれるまで待つしかないだろ。今、俺が何を言おうが、あいつは聞いちゃくれないからな」

「そんなんじゃ、一生このままだよ」

　西堀はそう断言した。そのことは俺にだって、分かっている。領家の思い込みの激しさが尋じん常じようでないことは、他ならぬ俺が一番良く分かっているはずなのだ。

　だから俺が行動を、しかも何か決定的なことをやらなきゃいけないんだ。

「ねぇ、たかさご」

　そう言ってから、西堀は卓上のアイスコーヒーをストローですすった。底に溜たまっていた黒いコーヒーが吸い上げられていくと、隠れて見えにくくなっていた氷がはっきりと姿を現した。

「ぜんぶ、自分ひとりで考えようとしてない？　高砂はさ、バカなんだからそんなの、無理だよ。だから……私でもいいし、瀬せヶが崎さきとか、茜あかねさんとか……みんなに、相談しなよ」

　俺はその言葉に、ぐうの音も出なかった。

　西堀の言うとおりだ。何もかもを自分ひとりで抱え込んで、全て自分で解決しなきゃいけない──いつしかそんな考えに取り憑つかれていた。

「……そうだな」

　俺がそう言うと、西にし堀ぼりはぷっ、と噴ふき出した。

「やけに素直。そんなに、領りよう家けさんと喧けん嘩かしてるの、辛つらいんだ？」

　そう言って西堀がからかう。俺は諦あきらめて、肯こう定ていした。

「ああ、キツいよ。領家とまともに喋しやべれないのが、こんなに辛いなんて思わなかった」

　俺がそう言って頭を搔かくと、何故か西堀の方も恥ずかしそうに赤面していた。

「……なんで私に、そういうこと言うの」「いや、お前が聞いたんだろ」

「そうじゃなくて。それを、彼女に伝えればいいんじゃないの」

「そんなこと、恥ずかしくて面と向かって言えるかよ！」

　俺がドンッ、と机を叩たたいてそう言うと、西堀は深く深く溜ため息いきをついた。

「そーやってたかさごは悠長なことを言う。そんなだと……私が領家さん、貰もらっちゃうけど？」

　冗談めかした物言いだったが、なんだかちょっと本気が見え隠れしているように思えてならなかった。




　　　　３




　西堀との会話は、狭きよう窄さくしていた俺の視野を拡げてくれた。天あま沼ぬまに優位を握られ領家に拒絶されたからといって、世界のすべてが俺の敵になったわけではないのだ。
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　領りよう家けが着々と正面突破の段取りを決め、天あま沼ぬまが「武運長久」のハチマキなどを準備するさなか。放課後、俺は瀬せヶが崎さきを自宅に招いた。

　瀬ヶ崎とは、部活ではよく喋しやべったりするものの、これまでお互いの家に行ったりという交友はなかった。

「お邪じや魔まします」

　瀬ヶ崎を玄関に招き入れると、まず彼は並べられた靴に目を落とした。

「あの……君の妹さんは、今日は」

「ああ、まだどこかで遊んでいるんだろう。じきに帰って来ると思うぞ」

　俺がそう応じると、瀬ヶ崎は咳せき払ばらいをして、

「……別に、彼女と親しくなりたいとか、そういうわけではないんだ。ただ、年頃の女性がいるというのに何かデリカシーのないことで粗そ相そうをしては悪いからね、一応尋たずねたまでだよ」

　などと、言い訳を述べ立てる。

「そんな事を気にする必要はない。奴やつはまだガキだ」

「君、そんな態度ではいけないよ。女児というのは一般に男児よりも早熟なんだ。知らぬ間に一人前の女性として成熟している。そう、むしろ彼女らを成人と対等に扱うことは、理に適かなったことなんだよ」

　その誰に向けているのか分からん演説を流して、俺は彼を二階へと引き連れていった。

「ここが俺の部屋だ」「なるほど、了解した。……して、君の妹さんの部屋は……？」

　瀬ヶ崎は節操もなくそう問うた。自分の欲求に正直すぎる。

「妹の部屋はない。あいつにはまだ自室など早いからな」

「なら彼女は、どこで起居しているんだい？　両親と一緒に寝て、リビングで過ごす感じかな？」

「いや、俺の部屋に同居している」

　瞬しゆん間かん、瀬ヶ崎は俺の部屋のドアノブを摑つかんでひねり、中に入った。先ほどまであまり興味なさそうにしていたのに、凄すさまじい変わり身の早さだ。

「なるほど、いい部屋だね。一見、何の変哲もない殺風景な男子高校生の部屋とも見られるが、どことなく彼女の気品と品格が漂っている。不在ですらこれほどのオーラを残せるのだから、君の妹さんは将来世界に進出し覇は権けんを握る器に違いない」

　なんだか気持ち悪い褒ほめ方だが、半分的を射ているところが侮あなどれない。女児は現在進行形で地球を制圧しにかかっているのだ。

　いろいろ相談しようかと思って瀬ヶ崎を呼んだのだが、いつも通りの彼の様子を眺めているとなんだかどうでも良くなってきた。それは呆あきれた、というよりもむしろ、安心した、という方に近い。俺の周りでは途方もなく厄やつ介かいなことが起きているが、そんなことには構わず自分を貫き通している瀬せヶが崎さきがいる──そのことは、支えを失った俺に、ある種の安心感を与えてくれた。まぁ、ロリコンなわけだが。




　男二人相談事を持ち出すのもなにか気恥ずかしい感じがして、俺はとりあえず瀬ヶ崎とゲームをすることにした。

　彼はあまりテレビゲームの経験がないのか、最初の方こそ操作に戸惑っていたものの、何度か対戦を重ねる内にめきめきと上達していった。彼が部活でやっているテニスで活躍しているところからもわかるが、基本的に運動神経や反射神経が良いのだろう。ルックスに加えてそれだから、もし当人に特殊な性的嗜し好こうがなければ、余裕でハーレムを形成できそうだ。

「なかなか面白いね」「瀬ヶ崎はあまりゲームはやらないのか？」「据置型はハードを持っていないから出来ない。けど、携帯機のやつは結構やるよ。……話が合わないと困るからね」

　確かに子供には、携帯ゲーム機が人気かもしれない。そんな少女らと話を合わせるためにゲームをする瀬ヶ崎の姿を想像すると、なんだか悲しいような恐ろしいような、複雑な気持ちになった。

「あまり同級生とこうして遊ぶってことがなかったから、新鮮な感じだよ」

「そうなのか？　結構、クラスとかテニス部じゃ男子とも絡むんじゃないのか？」

「彼らはあまり、対等に見てはくれないからね。一対一で遊ぶなんてこと、無いんだよ」

　瀬ヶ崎はそう言って苦笑した。その笑みがどことなく淋さびしげに見えたのは、俺の気のせいじゃないはずだ。

　恋愛至上主義の割を食って、瀬ヶ崎は無理矢理高い位置に押し上げられ、奉たてまつられる。本人はそんなことなどちっとも望んでいないというのに。

　そんな彼に居場所を提供したのは、反恋愛主義青年同盟部なのだ。

　改めて俺は、この部を存続させなければならない、という使命感を強めた。天あま沼ぬまのいいようにさせていてはならない。




　二人して画面を見てカチャカチャとコントローラーを操作していると、瀬ヶ崎がこちらを向くこともなく話しかけてきた。

「最近、なんだか大変そうだね」

「ああ、まぁいろいろとあってな……正直、参っている」

「君がそこまで辟へき易えきしているのも珍しいね、いつも平然としている感じがあるから」

「そうかもな……」

　瀬ヶ崎と俺は、ずっと画面を見続けながら会話を続ける。

「ぶっちゃけた話をすると……ぼくは力になれそうもない。そういうことには疎うといから」

「そうなのか、よく女子から言い寄られているから、慣れているのかと思ってたが」

「ぼくは断ることしかないからね、興味ないし」

　そのあけすけな言い方がなんだか心地良く、笑ってしまう。瀬せヶが崎さきもそれに釣られて笑みを口許に浮かべた。

「相談の役には立たないけど……でも、愚ぐ痴ちを聞くくらいなら、できると思うよ」

「……そうか」

　それから俺は、瀬ヶ崎と二人して画面を見つめてゲームに興じながら、心情を吐と露ろし始めた。

　最初は何から話していいか分からず訥とつ々とつとした喋しやべりだったが、だんだん熱が入ってきて、しまいには早口でまくしたてるほどになっていた。

　全てを吐き出してしまうと、ずっと心を圧迫していた重石おもしが取り除かれたように、軽くなった。

「……悪いな、こんなどうしようもない愚痴なんて、聞かせて」

　俺がなおも画面を向いたままそう言うと、瀬ヶ崎もこちらを見ずに返答した。

「迷惑をかけ合えるのが、友人なんじゃないのかな。ぼくは少し、嬉うれしいと思ったよ、そんな風に頼ってくれるのが」

　俺はその言葉を聞くとなんだか気恥ずかしくなって、それきり喋らず黙々とゲームを続けた。




　日も傾き窓の外が夕ゆう闇やみに染まる頃合いになって、ようやく女児が帰ってきた。

「あっ、瀬ヶ崎さんだ！」

　玄関で彼の靴を見たからか、いきなり幼女演技モードになっている。そのあたりはぬかりのない女児だった。

「お、お邪じや魔ましています」

　緊張して上ずった声で、瀬ヶ崎が応じる。いつもの余裕のある態度からは想像のできない上がりっぷりだった。

「おにーちゃんが家にお友達呼ぶなんて、珍しい」

　そう言って女児は、画面の前に並んで座していた俺と瀬ヶ崎の間に、ちょこんと腰をかけた。瞬しゆん間かん、瀬ヶ崎のコントローラー操作が狂う。

「あ、死んだ～。瀬ヶ崎さん、へたっぴなんだ」

「は、初めてやるゲームだからね。君も……このゲームはやるのかい？」

「うん！　でも、おにーちゃんがうるさいから、一日一時間までしかできないの」

　放っておくといつまでもやっている上、だんだん集中力がなくなってミスして癇かん癪しやくを起こすので、仕方なしに時間制限をしているのだ。そういうところは本当にガキとしか思えない。

「そうか……じゃあぼくも同じものを買うから、うちでやらないかい？」

「え、いいの！　やったー!!　私、瀬ヶ崎さんちの子になる！」

「こ、子といわず、お嫁さんに来てもいいんだよ……」

　瀬せヶが崎さきの目が本気だった。怖い。

「ひと様に迷惑をかけるんじゃない！　瀬ヶ崎も甘やかさないでくれ、無際限につけあがるぞ、こいつは」

「ぼくは全てのわがままを受け入れるよ……それが愛というものだ」

　歪ゆがんだ愛の形だった。いつかそれで身を破滅させてしまう前に、友人として何とかしなくてはならない──俺の胸に、そんな謎の責任感が芽生えていた。

　それからしばらく女児と瀬ヶ崎とでゲームをして、彼は恍こう惚こつの表情で帰っていった。

　はっきり言って既に女児よりもうまくなっていたのだが、接待プレイによって勝ったり負けたりして女児を適度に楽しませていた。

「ふふ……あの瀬ヶ崎というやつは、今後も家に呼んで良いぞ。私の偉大さを心の奥底で感じ取り、敬意を持っているようだからな。今どき珍しい好青年だ」

　女児は接待であったとも気付かず、楽しくゲームができる相手を見つけたことを喜んでいた。

　相変わらずインターネット対戦ではボコボコにやられているので、あまり上達してはいないらしい。




「……あなたが仕込んできたスパイ、けっこう良くやってますよ」

　俺がそう話を始めると、女児は子供っぽい嬉うれしそうな顔を引っ込めて、冷厳な微笑を見せた。ベッドの方へ向かい、足を組んで座る。

「なるほど、君も苦心しているようだね、なによりだ。どうだろう、また私の側がわにつくつもりはないかい？　一度裏切ったことなど水に流して、迎え入れてあげよう」

「お断りですよ、そんなの。恋愛至上主義に与くみするくらいなら、死んだほうがマシだ」

「色恋でもめている君がそれを言うなんて、滑こつ稽けい極まりない。まぁいい、君の良いところは、そういう頑がん固こなところなんだからね」

　女児はそう言って、足を組み替えた。大人の女性がやれば色気もあるのだろうが、見た目小四の女児がやっても背伸びして大人の真似をする微笑ましい姿にしか見えない。

「絶対にあなたの思い通りにはさせませんよ、反恋愛主義青年同盟部はなんとしてでも俺が守る」

「威勢のいいことだね。君が一生懸命やってくれるのは、こちらとしても好都合だ」

　女児は含み笑いをしながらそう言った。

　いつまでも彼女の思惑通りにやられていては駄目だ。このままじゃ、反恋愛主義青年同盟部は崩ほう壊かいしてしまうし、何よりも俺と領りよう家けとの間には修復不可能な深い溝が刻まれたままになる。そんなことには、絶対にさせない。

　そんな決意とともに女児の方を見ていると、彼女はゲームに戻ってオンライン対戦で負け続け、例のごとくふてくされて寝てしまった。どうしてこんな奴やつにいいように弄もてあそばれているのだろうか。自分の不ふ甲が斐いなさに打ちひしがれながら、俺はぽっこりとふくれた腹を出して寝こける女児に、毛布を掛けてやった。
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　領りよう家けの暴走具合は日を追うごとに酷ひどくなっていった。天あま沼ぬまがそれを煽あおるのが、更にその自じ暴ぼう自じ棄きに拍車をかけた。

「作戦実行は週明けだ！　そこで雌雄を決し、この闘争に最終決着をつける!!　安易な保身に走っては駄目だ。我々が目指すのは『反恋愛』の勝利であり、そのためには自己犠ぎ牲せいを厭いとってはならない！　敵前逃亡の軟なん弱じやく者ものは、立派な反恋愛の戦士として生まれ変わるまで、強制的に自己批判を行おこなってもらうぞ！」

　明らかに目の色がヤバくなっている。

「先生！　この身を神しん州しゆうの繁栄のために奉じることが出来るという幸福に、私わたくしは今、打ち震ふるえております!!　万歳！　万歳!!」

　天沼はそんな風に囃はやし立て、その怪あやしげな空気がさらに不ふ穏おんなものとなる。

　他の部員はやはり目配せをしあって、この状況を打開する策がないか、必死に思案していた。

　そんな中、俺と神しん明めいさんの目が合った。いつもはほんわかとした空気を醸かもし出す癒いやし系の先せん輩ぱいだが、今日は固い表情でしっかりと俺の目を見据えていた。

「それでは各員、週明けの決戦に備えて十分に栄気を養っておくように！　死闘を制するためには、万全の体調がなによりも大事なのだからな！　それでは解散!!」

　そういってそそくさと部室を出て行く領家に、天沼が付き従う。

「先生、お鞄かばんをお持ちいたします！」

　最近、領家は天沼と一緒に帰っているようだ。天沼からしてみれば、俺に変な動きをされて領家との仲が回復してしまうと、せっかくいま自滅しそうになっているところに邪じや魔まが入る形となる。それを避さけるためにも、領家の身辺を固めているのだろう。

　残された部員らは、示し合わせたかのように皆、深い溜ため息いきをついた。そんな中、神明さんと俺の目が再度重なる。と、彼女はぱちくりと大きくまばたきをし、口パクで何かを伝えようとしてきた──どうやら、帰らずにここに残れ、ということらしい。

　俺はその指示に従って、西にし堀ぼりと瀬せヶが崎さきが帰るのを待った。




　部室に俺と神明さんしかいなくなって数分の沈黙の後、彼女は開口一番、こう言った。

「正座」

　……何を意味しているのか分からず、俺がぽかんとしていると、彼女はにっこりと、しかしどこか恐ろしさを感じさせる笑みを浮かべて、補足した。

「高砂たかさごくん、正座だよっ。ちょっと大事な話があるから、椅子の上に正座してもらえるかな？」

　言こと葉ば遣づかいだけからすれば物腰柔らかな感じだが、その言葉には有無をいわさぬ凄すごみが込められていた。

「は、はい！」

　俺は完全に圧倒されて、どもりながら返事をすると、上うわ履ばきを脱いでパイプ椅子の上に正座した。

　神しん明めいさんはその様子を見た後で、少し長く目を伏せると、俺を真正面から見なおした。

「……薫かおるちゃんから、相談がありました」

　そうやって切り出すと、彼女は領りよう家けの相談内容を説明し始めた。

　どうやら領家は、ある女の子Ａと、その子と仲の良い男子Ｂ、という体裁で、仮定の話として語ったらしいのだが……話はまるきり俺と領家との間に起こった出来事を、彼女の側から見たものだった。

「高砂くん、この話を聞いて、何か思い当たることはありませんか？」

　丁てい寧ねい口調なのが、余計にプレッシャーを与えてくる。

「世の中には酷ひどい奴やつもいるものですね。やはり恋愛というものは害悪で、根絶やしにしていかなくてはなりません」

　俺がそんな風にはぐらかして答えると、ドンッ、と乾いた音が鳴った。神明さんの握り拳こぶしが、卓に叩たたきつけられている。その顔は笑ってはいるが、その一方で足がすくんでしまうほどの恐ろしさを同居させていた。

「……はい、そのＡとＢという人物には、心当たりがあります」

　俺が震ふるえた声でそう言うと、神明さんは頷うなずいた。

「では、何か申し開きはありますか？」

「Ｂくんは無実です。Ｂくんの浮気相手とされているＣさんとは、ただの先せん輩ぱい後輩の関係であり、Ａさんの疑っているような事実はありません。ＢくんがＣさんの相談に乗っているところを、Ａさんが勝手に勘かん違ちがいしただけなのです」

「なるほど……それでは、ホテルもですか？」

「そうです。ホテルは他人に邪じや魔まされずに話ができるから、とＣさんに誘われて入ったにすぎないのです。Ｂ氏に邪よこしまな気持ちは、一切ありませんでした」

「……それは、本当のことですか？」

　神明さんのその問いに、俺は揺るぎなく頷いた。

　彼女はそれを見ると、ふぅ、と大きく息をついた。

「まぁ、そうだとは思ってたんだけどね。高砂くんには浮気なんてする甲か斐い性しようないもんね？」

「なんだかそう言われてしまうと癪しやくですね。……っていうかその話、俺のことじゃなくてＢくんのことですから」

「はいはい」

　適当にあしらわれてしまった。なんだか男として舐なめられている気がするが、事実なので仕方がない。

　俺がきっぱりと否定してしまうと、神しん明めいさんはようやく、いつもの優しい表情を見せてくれた。そのことで俺は安あん堵どし、全身の力が抜けてしまう。

　それから彼女は目を細めて、笑みの中に悲哀を浮かべながら続けた。

「……ね、薫かおるちゃん、相談してるとき……泣いてたんだよ。ぽろぽろ。私あんな薫ちゃん、初めて見た」

　それを告げられると、胸の奥が鈍く痛んだ。それを何とか誤ご魔ま化かそうと、俺は余計な言葉を紡つむいでしまう。

「ＡさんとＢくんの話なのに……感情移入しすぎですね」

「高砂たかさごくん、私、君のそういうところ、本当に駄目だと思う。そりゃ、『最低』って言われちゃうわけだよ」

　真正面から叱しかられ、凹へこんだ。だが、神明さんの言うとおりだと俺も思う。

「……はい、直します……努力、します」

「よろしい。……でね、ＡさんはそんなダメダメなＢくんのこと、それでも好きなんだって。浮気されても、ヤなこと言われても、ね」

「…………」

「Ｂくんは、どうなのかな。Ａさんのこと、どんな風に思ってるの？」

「……Ｂくんは俺じゃないので分かりませんが……でもきっと、Ａさんのこと、好きなんだと思います」

　神明さんはそれを聞くと、クスリと笑った。

「そういうこと、ＢくんはちゃんとＡさんに伝えられてるのかな？」

「……たぶん、Ｂくんは不器用すぎて……伝えられてないんじゃないかと」

「じゃあさ、どうしたらＡさんとＢくんは、仲直りできるのかな？」

　神明さんはそう問うと、答えを待たずにすくっと立ち上がってしまった。

「もうＢくんには答えがあるよね」

「……はい、たぶん」

　俯うつむいて俺がそう答えると、神明さんは手に提さげていた鞄かばんを振って、俺の肩にパシン、と当てた。

「じゃ、帰ろ。あ～、なんか先せん輩ぱいっぽいこと、しちゃった」

　俺は正座をといて、立ち上がる。足がふらふらでバランスを崩しそうになるのを、神明さんが優しく手を取って支えてくれた。

「あの……ありがとうございました！」

「お礼は、全部解決した後でね？　なに奢おごってもらおうかな～」

　そんな風にして茶化す神しん明めいさんの存在が、今は何よりも頼もしかった。
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　領りよう家けの言う作戦決行の日付は、もう目前に迫っていた。もはや一刻の猶ゆう予よもない。

　その晩、俺は神明さんから貰もらったアドバイスをもとに、領家にメールを書いて送った。

　とにかく、書ける限りに正直なことを書いた。全ては思い違いであること、しかしそれは領家にだけ責任があるのではなく誤解されるような言動をした俺にも非があること、自じ暴ぼう自じ棄きな作戦で反恋愛主義青年同盟部が無くなってしまうのは嫌だということ……そして何より、俺はこのまま領家と仲なか違たがいをしたまま疎そ遠えんになってしまうのは、絶対に嫌だ、ということ。

　推すい敲こうもなにもせず、思ったことを思いつくままに書きつけた。だから文章構成などあったものではなく、支離滅裂で、稚ち拙せつな文面だったはずだ。だがそれに細工を加えることは、彼女に対して余よ所そ余よ所そしい気がした。




　しかしその晩、領家からの返信はなかった。
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　最後の寄よる辺べは、天あま沼ぬまだけだ。やはり彼女の存在が、その特異な立ち位置が、問題をここまでややこしくしてしまったのだ。彼女の助力が、どうしても必要だった。

　天沼を拝み倒そう。いくらでも頭を下げるつもりだ。どんな要求も吞のんでやる。

　そんな覚悟で翌日登校すると、昼休みに丁ちよう度ど天沼からメールがあった。

『今日、先せん輩ぱいに大事なお話があるので……放課後、地下の部室に来てください☆』

　まずは頭を下げ、誠意を見せて頼み込もう。俺はそんな決心とともに、放課後が訪れるのをじっと待った。




　そして放課後、領りよう家けはいつものようにすぐさま教室を出て行ってしまった。一いつ瞬しゆん、ちらりとこちらを窺うかがうような仕草を見せたが、目が合う前に逸そらされてしまった。

　どのようにして天沼に頼み込むかを頭のなかで練りながら、とぼとぼと地下へ向かう道を歩いた。

　アジトに着くと、既に天沼はそこにいた。ロッカーを背景に佇たたずんで、その手には角材が握られている。彼女はそれをビュンッ、と一振りすると、他のいろいろな資材が積んであるところへ、それを投げ捨てた。もしかしたらシメるために呼ばれたんじゃないかと思い、心臓が跳ねる。

「先せん輩ぱい、遅かったですね」

「ああ、色々と考え事をしていてな。今日はお前から何か話がある、ってことだが……まずは俺から、お前に頼み事をしたいんだ」

「……頼み事、ですか。いいですよ、まずそれを聞きます」

　俺は天あま沼ぬまのその言葉を聞くや否いなや、頭を下げた。

「頼む……領家との関係を修復するために、お前の手を貸して欲しいんだ」

　単刀直入に俺がそう言うと、天沼はふぅ、と大きく溜ため息いきをついてから、どっかりと椅子に腰かけた。

「先輩、何度も言ったはずです──それは先輩の、本当に望んでいることなんですか？」

　天沼がそう言って挑発してかかるのに対し、俺はなんとか心を落ち着けて応こたえた。

「ああ、絶対に領りよう家けとの仲を直さなきゃならない」

　俺はそう言って決意を表明するが、天沼はなおも疑ってかかる。

「前にも言いましたが、先輩のそれは以前から与えられていた特権がなくなってゴネているだけですよね。先輩が領家さんと仲良くなったのは、彼女のほうから声を掛けたから。関係も、彼女の方からアプローチをかけて向上していった、というのが本当のところでしょ？　先輩は別に、領家さんが惜しいんじゃないんですよ。ただ身近にいる、手頃で自分に懐なついている女がいなくなって、寂しくなってるだけなんじゃないですか？」

「違う！　俺は……領家じゃなきゃ、駄目なんだ」

「先輩は別に、彼女のことが好きなわけじゃないんですよ。自分のことを常に見てくれて、大事に思ってくれて、自分が何を隠していても盲目的に信じてくれる、そんな都合のいい、ちょろい女を手て許もとに置いておきたいだけなんです……違いますか？」

「違うっ！」

　落ち着いて、へりくだって、頼み込もうと思っていたのに、俺の頭はいつしか熱くなってしまっていた。それは天沼が、執しつ拗ように煽あおってくるからに他ならない。

　自分自身をけなされるのは構わない。しかし、領家をそんな風に言われることが、俺には耐えられなかった。

「違わないでしょう？　先輩、なら言ってくださいよ。先輩は領家さんの、どこが好きなんですか？」

　天沼のその問いに、俺は一いつ瞬しゆん言葉が出なくなった。

　それはその問いに答えられない、というのではなく、頭のなかに次から次へと言いたいことがでてきて、渋滞してしまったからだ。

「……ほら、言えないんじゃないですか。先輩は彼女のこと……好きなわけじゃ」







「いいか天あま沼ぬま、よく聞け、とりとめもない話になるだろうが、いくらでも語ってやるよ。

　俺は領りよう家けのことが好きだ。彼女をはじめて認識した、あの街中の演説。あのときの燃え上がるような目、透とう徹てつな強い意志を感じさせるまなざし、まばたきをするたびに閃ひらめく長いまつげ。俺はそこで既に、完全にやられていた。領家の長い髪。動くたびにしなやかに揺れるそれを見ているだけで、その毛先に心臓をくすぐられるみたいに、心がざわつく。あの髪に手を触れて、弄もてあそんでみたらどんな心地がするだろうか。手の甲に触れるその軽くて滑なめらかな感触、立ち上ってくる甘い香り。そういうことを想像すると、もう他のことは考えられなくなる。その肌。俺の荒っぽい皮ひ膚ふからすると、とても同じ人間という種族のものだなんて思えない、白くて綺き麗れいで滑らかな肌。たまにアクシデントで彼女の指先に触れたりする、それだけで嬉うれしくなる。一瞬乗り移るその、俺のものじゃないぬくもりが、たまらなく大事なものに思えてくる。ただ暖かいだけなのに、どうしてその熱がこんなに心を弾ませるのか、不思議だよな。ただ人肌の温度を保った何かに触れたときじゃ、絶対にこんなに嬉しくなったりしない。そして人間だったとしても、領家じゃなきゃ駄目なんだ。その華きや奢しやな手指。あれだけ力強い演説をする領家なのに、トラメガを握るその手は、驚くほど繊せん細さいなんだ。そのコントラストが、たまらなく好きだ。無骨なものと繊細なものとが、領家の中では奇妙に同居している。それは外面的に見ても、そして内面的なものも。そのことが俺の好奇心をくすぐる。彼女はどういう人間なんだろう。半年間一緒にいても、そのことはまだちっとも分からない。それは多分、一生わからないんだろう。だからずっと一緒にいて、ずっとそれを見ていたいんだ。素直になれない領家、そこがまたたまらなく魅力的だ。なにかと理由をつけて俺と一緒にいようとする、俺もあえてツッコまずにその理屈を受け入れる、そんな児じ戯ぎにも似た共犯関係が、好きだ。傍はたから見れば阿あ呆ほうに思えるに違いないが、俺と領家にとっては、それは大事なプロセスなんだよ。俺達にしか交わせない、秘密の暗号。彼女の二面性。力強い運動家の側面と、歳相応の女子高生としての顔。どちらも好きだし、それを二つ抱える難なん儀ぎな彼女が、たまらなく愛いとおしく思える。どちらの面でも彼女に寄り添っていきたい。だから反恋愛主義青年同盟部に俺と領家がいるってことが、この上なく重要なんだ。そう、それに部の仲間を大事に思う彼女、そこも好きだ。不器用な奴やつだからな、直接にみんなのことが大事だということを表現することはできない。でも、みんな分かっているんだ。天沼もそうだろ、俺を奪った憎い女と思ってるはずなのに、あいつは後こう輩はいに強く出るなんて絶対にしない。お前もきっと、じきに領家を好きになる。これは断言できることだ。そうだ、お前は言ったよな、俺は『俺のことが好きな』領家が好きなんだって。それはあながち、間違っちゃいない。だってそれは確かに領家の一側面で、そして俺は領家の全てが好きなんだから。だからお前の指摘は正しいんだよ、一部な。みんなにバレないように人前ではつっけんどんに振る舞いながら、ある瞬しゆん間かん急に素直になったりする。俺への想おもいと、反恋愛の思想との板挟みで苦く悶もんする領家。彼女にそこまで想ってもらえること。俺は世界で一番幸福なんじゃないかとすら思える。今回のことだって、そうなんだよな。領家が俺のことを強く想おもっているからこそ、こんなにひねくれたんだ。そうやって拗すねるところも、好きだ。早く領りよう家けと話したい。彼女と歩く帰り道が尊いものだって、一人で帰るようになって思い知らされた。一緒にいたい、その声を聞いていたい、その熱を、匂いを感じていたい。

　だから天あま沼ぬま、頼む。なんでもする。領家の誤解をとくために、手伝って欲しい」




　頭の中に浮かんだ言葉を、矢や継つぎ早ばやにまくしたてた。言っている自分が、何を言っているのか分からなくなる。取り繕つくろわなかったからこそ、それは俺の本心に限りなく近かったはずだ。

　俺のその気持ち悪い長台詞を黙って聞いていた天沼は──赤面していた。

　こちらを直視できない、といった風に顔を俯うつむかせて、ぴったりとくっつけた腿ももの上で、手をもじもじとさせていた。

　飄ひよう々ひようとしたいつもの天沼の様子からは、想像もできぬ反応だった。てっきり茶化されて「気持ち悪いっすねー」などと馬鹿にされると思っていたので、そんな風に黙りこくって恥ずかしそうにしている姿に、驚いてしまった。

「あの、先せん輩ぱい……あのっ……実は、ですね」

　平時にも似ず歯切れの悪い調子で、天沼が言う。いつもなら「いやーサゴっち先輩、まじキモいっす、引きました」とか言って意地悪く笑うはずなのに。

　俺はそこで、はたと気づく。

　そういえば天沼の言こと葉ば遣づかいが、俺と二人きりのときに比べて丁てい寧ねいだった。俺のことは「先輩」と呼んでいたし、領家のことを「薫かおるちゃん」などと呼ぶこともしなかった。切り替えが上手く出来ていなかった、ということも考えられるが、天沼のこれまでの器用さから言ってありえそうもない。

「あの……その……べつに、騙だまして驚かそうとか、そういうことじゃなかったんですよ？　……ほんと、その……」

　更にロッカーの付近が、おかしかった。角材や鉄パイプなどが床ゆかに転がっていたが、それらは本来、ロッカーの中に入っていたものだ。なぜそれが、外に出てしまっているのか。

　思い出す──天沼をスパイと疑って調査したとき、俺はロッカーの中に隠れて彼女が来て工作しだすのを待っていた。その時もロッカーの中のものが邪じや魔まで、外に出したじゃないか。

　そこに思い当たった瞬しゆん間かん、心臓が跳ねた。

　全て、誰か他の第三者に、聞かれていた……？　天沼に挑発されて血が昇った頭で、取り繕うこともできず生のままで垂れ流した俺の本心。それがロッカーの中にいる人物に、全て筒抜けになった可能性がある。

　胃がひっくり返りそうになるのを必死におさえて、俺はロッカーの前へと向かう。

「あの、先輩……怒らないでくださいね？」

　天沼はなおもしどろもどろになって、不安そうにこちらを眺めている。どうやらこの事態は、彼女にとっても想定外だったらしい。

　俺はロッカーの取っ手に手をかけた。開けようとするが、中から微妙に力がかかっているらしく、簡単には開かない。

　しかし、どう考えても外にいる方が有利だ。俺はがっしりと取っ手を握り、思い切り力を込めて引っ張った。

　すると、想像以上にあっけなく、扉は開いた。

　暗くら闇やみが駆く逐ちくされて、その中が明らかになる──




　──ロッカーの中にいたのは、領りよう家けだった。
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　ロッカーの中に佇たたずんでいた領りよう家けは、しばらくの間じっと俺の首もとを見つめた後で、何の反応も見せずに出てきて俺の横を通り卓の方へ向かった。それから赤面したままの天あま沼ぬまの横へ、静かに腰を掛けた。

　その顔は、至って平静を保っていた。領家はまるで何事も起こらなかったかのように超然と、遠くを見つめている。

　それは俺にしても同じだった。ロッカーを開けるまでは心臓がバクバク言っていたのに、その中に領家を見た瞬しゆん間かん、スッ、と完全に落ち着いてしまった。いや、おそらく、あまりの感情の昂たかぶりで、ブレーカーが落ちたように恥ずかしさが遮断されてしまったのだ。

　そんな風に落ち着き払った二人に対して、部外者である天沼は、少し心配になるくらい赤面してしまっていた。本当に顔から湯気がでるんじゃないか、という勢いだ。

「状況がまだうまく飲み込めていないんだが……天沼、説明してくれるか」

　落ち着き払って俺が言うと、天沼はおどおどとつっかえながら語った。

「……今朝、先生のご依頼がありまして……その、高砂たかさご先せん輩ぱいの、本当の気持ちを知りたい、ということでした。私わたくしは、そこで、それなら、本人に直接聞くのが良かろうとご提案致したのであります。ただ、先生のいる前では本心を隠してしまうおそれがある……そこで先生には、ロッカーに隠れていただき、私わたくしが高砂たかさご先せん輩ぱいを焚たきつけてその本音を引き出そう……という計画だったのです」

「そのとおりだ、高砂。天あま沼ぬまは悪くないから、責めてくれるな」

　終始ぼそぼそとした小声でしゃべっていた天沼に対して、領りよう家けは非常に落ち着き払ったいつもの声こわ音ねだった。

　天沼としてはこういうつもりだったんだろう。まず俺は、別に領家のことが特段好きなわけではなく、彼女の好意に甘えてなんとなく流されてこれまでやってきていた。そんな軽薄さを、俺を問い質ただすことで領家にまざまざと見せつけ、関係を決定的に破は壊かいする。そうすれば、自ずと反恋愛主義青年同盟部は崩壊、天沼の目的を達成することができる。

　だが、そこには誤算があった。

「たっ、高砂先輩のっ、先生、へのお気持ちも確認できたことですしっ……自分はこれにて、失礼させて頂きます！」

　天沼はそう言うと、ドタバタと逃げ去るように地下部室を出て行ってしまった。

　彼女は俺が、曖あい昧まいなことを言ってはぐらかすのを期待していた。そうして領家を幻滅させるのが狙ねらいだったのだ。

　しかし実際に起こったのは……俺が領家のことをどれだけ好きか延々と語る、という全く想定していない事故だった。一つ二つ良いところを挙げる、くらいのことは考えていたかもしれないし、そのくらいなら誰だって本心を偽って捻ひねり出せるものだ。しかしそれが、あれほどの長さになってしまうと、話は別だ。天沼はその想定外のことが起きたパニックと、俺の口舌の異様な熱に当てられて、赤面するしかなかったのだろう。

　恥ずかしさを通り越してやけに澄ちよう明めいになった頭で、俺は冷静にそう分析した。




　天沼が出ていき、部屋には俺と領家、ふたりだけが残された。

　あんなことがあったというのに、二人して妙に落ち着き払っている。ただそれは、ちょっとの刺激を与えればすぐにでも決壊しそうな静せい寂じやくだった。

「すまなかったな、高砂、騙だますような真似をしてしまって。昨晩、お前からメールを貰もらっていろいろ考えたのだが……やはり皐さつきに聞いてみる他ないと思ってな。後は、奴やつの言ったとおりだ」

「……そうか。まぁ、別に怒ってはいないぞ。危害を加えられたわけでもないからな」

「…………」「…………」

　二人して黙りこんでしまう。とてもじゃないが、目を合わせられる気がしなかった。少しでも意識に波が立ってしまえば、そこから決壊するに違いなかった。

「……今日は暑いな」「ああ、一足先に夏が来てしまったみたいな暑さだ」

　実際には寒暖など分からないし、なんなら地下室だからそんなの分かるはずが無いのだが、俺は適当に合わせて気まずい沈黙をもみ消そうとした。領りよう家けの方でも同じようで、上うわの空そらだった。真顔で壁を見つめている。

「高砂たかさご、お前と普通に喋しやべるの、かなり久しぶりな気がする」

「ああ、そうだな。これまでどんな風に喋っていたのか、思い出せない」

「私もそうだ、こんなに、言葉というのは口から出てきにくいものだったか」

　領家はそう言って、むず痒がゆそうに喉のどをコリコリと搔かいた。それから彼女はコホン、コホン、と空から咳ぜきをしてから、また話を始めた。

「……あんなこと、皐さつきに言ってしまってよかったのか。その……私の、好きなところを……」

　領家の声が裏返った。その動揺をなかったことにするように、俺は努めて冷静に、返事をした。

「ああ、確かに天あま沼ぬまは驚いてしまっていたな。それについては、申し訳ないと思っている。ただ、これは彼女が立案したことなんだし、俺が気に病むことでもないだろう」

　平坦に語ろうと意識したのだが、どうしても声が震ふるえてしまっている。なんだか目に見える風景の端が白くなって、視界が狭まっていくような感じがした。動どう悸きが激しくなる。

「そうか、その……あんなことを言ってしまうと、これから可愛い後こう輩はいに……懐なつかれなくなってしまうんじゃないか」

「まぁ、そうかもしれないな。だが、それは仕方ないだろう。俺はあいつに煽あおられて、本当のことを言っただけなんだし」

「…………」「…………」

　また、二人して黙りこんでしまう。

　なんだか気が動転しすぎて吐きそうだった。俺はそれを何とか誤ご魔ま化かそうと、視線をさまよわせる。

　──と、その途中、偶然領家と目が合った。何事もなかったかのようにすぐに逸そらせばいいのに、俺はどうしてか領家から目が離せなかった。

　彼女の瞳ひとみは一いつ瞬しゆん、動揺に揺れた。しかしすぐに領家は、しっかりと俺の目を見返してきた。

　長いまつげ。意志の強さを感じさせるその目は、今日は少しだけおとなしめに見えた。まばたきをするたびに、その目は涙で潤うるおう。それが電灯の光を反射して、きらめいて見える。綺き麗れいだった。

　領家の唇が、小さく開いた。

「嬉うれしかった」

　そんな簡潔な言葉を漏もらした瞬間、みるみるうちにその頰ほおが桃に染まった。拳こぶしがぎゅっ、と握られて、前を向いていた顔が俯うつむいてしまう。

　それを見ると、俺の側でも堤防が決壊したように、急激に恥ずかしさがこみ上げてきた。背中と額ひたいにびっしりと汗が滲にじみ、喉がカラカラに渇かわいていく。心臓は破裂しそうなほど激しく打ち、ズキズキと目の奥が痛んだ。

「そ、そうか……言っているときは、聞かれてるなんて思ってなかったから……」

「嬉うれしかった」

　領りよう家けは俺の言葉を遮さえぎって、そう繰り返した。俯うつむいてしまっているけれど、その唇が震ふるえているのが分かった。

「嬉しかった。……高砂たかさごの気持ち、今まで、ちゃんと聞いたことなかったから」

「そ、それなら……良かった」

　俺は自分の頭をくしゃくしゃと搔かき回しながら、そう応こたえる。本当は全身を搔きむしりたいような心持ちだ。

　領家は遂ついに耐えられなくなったのか、両腕を卓に乗せてバタン、と顔をそこに伏せてしまった。表情は見えなくなったが、耳が真っ赤に染まっており、余程照れているのだと分かる。

「それにしてもよく、あんなことを言えるな！　明日から私は、どんな顔して皐さつきに会えというんだ!!」

「そう言われてもな……お前が聞いているなんて、思っていなかったから。す、すまない」

「謝るな！　余計に照れるだろ!!」

　領家はそれから少しの間、もどかしそうにジタバタと足を動かした。ハァ、ハァ、という息切れの音が聞こえたかと思うと、その後には沈黙が続いた。
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　しばらくして、彼女はまた顔を上げた。頰ほおの赤みは、少し落ち着いたようだ。

「皐さつきとお前との仲は……完全に私の、勘かん違ちがいだったのだな」

「ああ、そうだ。ずっと俺が言ってきた通り、俺は天あま沼ぬまに対して異性としての好意を抱いだいていないし、逆もそうだ」

「そうか、その……」

　領家はそこで言葉を区切ると、頭を下げた。

「すまなかった、疑ったりなんかして。それで拗すねて、お前の言葉も聞かなくて……私は……」

　領りよう家けはくしゃっと悲痛に顔を歪ゆがめた。しかしここで単純に慰なぐさめるのは、下策だと思った。

「ああ、お前が悪い。大いに反省してくれ。だって俺はお前と、約束したじゃないか。お前以外の奴やつと恋仲になったり、付き合ったりなんかはしない」

「う、うん……」

　領家はそう言って、小さくこくりと頷うなずいた。

「だが、領家だけが悪いわけじゃない。俺も悪かった。事実は異なるとはいえ、誤解されるような言動をしたのは、他ならぬ俺だ。それに、その後の対応も悪かった。その点については、本当にすまなかった」

「た、たかさご……そうだ、お前も悪かった。だけど……許す」

　領家はそう言って、嬉うれしそうに笑った。

　これが見たかったんだ。仲なか違たがいしてはじめて、彼女がふと俺にだけ漏もらすその笑顔が、とても大切なものなんだと気づいた。凍こおっていた心臓がその温かさに溶かされていくような感覚に、自然と俺の顔も緩ゆるんだ。

「それじゃ、俺と仲直り、してくれるか」

　恥ずかしさを押し殺して俺がそう問うと、領家はちょっと拗すねたように口を尖とがらせた。

「わ、私の方からそれ、言いたかったのに……」「早い者勝ちだろ」

　俺が笑ってそう返すと、領家もクスクスと笑った。

「うん……仲直り、する」

　彼女はそう言って、頷いた。




　その日、俺と領家は久しぶりに一緒に帰った。

　横で領家が自転車を押し並んで歩く──そのことが、たまらなく嬉しかった。話すことは月並みな、ただの雑談なのだけれど、領家と言葉を交わせるというそのことが、沈んでいた心を弾ませた。

　二人の帰り道が分かれる交差点。領家は立ち止まって、所在なげに自転車のベルを二度鳴らした。春の乾いた夕まぐれに、その涼やかな音色が高く響ひびき、やがて散った。

「高砂たかさご、この前最後に……一緒に帰った時の約束、覚えているか？」

　丁ちよう度ど、今日と同じ金曜日だった。領りよう家けは俺に、週末の日曜に「作戦」を行うことを提案したのだった。その約束を……俺が反ほ故ごにし、天あま沼ぬまと街に出かけ、そして事件は起こった。

「あのときは……すまなかった」

「もういい。それで、な……今週末は、暇か？」

「あ、ああ」

「それじゃ、その……や、やり直そう。日曜、十一時に集合だ」

　俺達はそうやってもう一度約束を取り交わし、その日は別れた。




　　　　◯




　十分前に集合場所に着くと、領家はもう既に来ていた。通り過ぎて行く群衆の中にひとり佇たたずみ、ビルの壁に掲げられた巨大スクリーンを眺めていた。

「領家、早いな。今日は……ジャージじゃないんだな」

　そう声をかけると、彼女はムッ、と唇を歪ゆがめて俺の背を平手で叩たたいた。

　冬の厚着も似合っていたが、春めいた軽めの服に身を包んだ領家も、また良かった。俺のその軽口は、半分照れ隠しだ。

「あの時はっ……べつに、誰とも約束してなかったから。ラフな格好で来ていたんだよ」

「そんな感じだったな」

　そう言って笑うと、領家もまた困ったような笑顔を見せた。

「……そういえば、皐さつきとはどこを回ったんだ？」

　その問いに、俺がつぶさに答えると、領家はまぶたを半はん眼がんに閉じてじっ、とこちらを見つめ、低い声で言った。

「……本当に、デートじゃないのか？」

「違う！　天沼が行きたいというから、付き合っただけだ」

「ふーん……まぁいい。じゃあ私とも、同じところを回ろう」

「……な、なんで？」

「なんでだっていいだろう。ほら、行くぞ」

　そう言って領家は、俺の服の袖そでを摑つかんできた。

「はぐれると、面倒くさいからな」

　彼女はいつものようにそう言うと、こちらに笑いかけてきた。俺は至近距離で見るその久しぶりの笑顔に、胸が詰つまって何も言えなくなった。頭が熱くなる。俺が顔を背そむけると、領家は楽しそうにクスクスと笑った。




　その後も俺は彼女に押されて、上がりっぱなしでいろいろな所を回った。天沼と一緒にいた時は気楽に軽口の応おう酬しゆうをしていたものだが、領りよう家けと一緒の今日はそんな風にはできず、俺はただただ近くに感じる彼女の熱に気を取られて、何も考えられなくなっていた。それはきっと、あんなことを本人の前でまくしたてた直後だから、ということも大きな要因となっているのだろう。

　そんな体たらくっぷりを晒さらしていた俺だったが、しかし領家はそれすらも楽しんでいるみたいだった。俺がしどろもどろになってしまうことを謝ると、領家は何も言わずにニッコリと笑った。

　みるみるうちに時間は経たっていった。もうすぐ日が暮れる頃になって、俺たちはようやく例のホテルの前にたどり着いた。

「……ここで偶然、皐さつきと一緒にいるお前と、出くわしたんだ」

「ああ、あのときは、驚いた」

「ほ、本当に何も、なかったんだろうな!?」

「ああ、ない。天あま沼ぬまの相談に乗っていただけだ」

　領家はまだ少し疑わしげに、ホテルの入口に掲げられている料金表を睨にらんだ。

「……かなり高いな。お金はどっちが出したんだ」

「いや、金は払っていない」大たい性せい欲よく賛さん会かいの系列らしく、天沼のおかげで自由に使えたのだ。「経営している人が天沼の知り合いでな、融ゆう通ずうしてもらったんだ」

「そ、それを早く言え！　……それなら、納得がいった」

　領家はぷいっ、と顔を背そむけるが、どうやら心から安あん堵どしているみたいだった。俺もほっと胸をなで下ろす。

　彼女はその嬉うれしさを誤ご魔ま化かすように、話を続ける。

「そういえば、あの相談にきた生徒会の女子も、このあたりのホテルで浮気の目撃があったと言っていたな」

「ああ、そんなことも話してた……案外、このホテルだったりしてな」

　──と、俺はそう言って、はたと気づいた。

　宮みや前まえは、大性欲賛会の会員だ。だから天沼と同じように、ここを自由に使うことができる。

　もちろん中でいかがわしいことをしていたというのも大いにありうるが、そうじゃない可能性も無くはない──そう、俺と同じように。

「そうか……試してみる価値はあるな」

「高砂たかさご、どうした？　何か……」

「真相が、分かったかもしれない」




　　　　２




　翌日の放課後、反恋愛主義青年同盟部の部室にはいつものメンバーが集まっていた。

　今日は、以前の領りよう家けの言に従えば、生徒会特攻の日付なのであるが……部室はそんなことを微み塵じんも感じさせない、ゆるい空気に包まれていた。

　神しん明めいさんの淹いれる紅茶の香りが漂い、部員たちは先週までのピリピリした感じから一転、めいめいに寛くつろいでいる。

　そこにはもちろん、領家も含まれる。彼女は柔らかな笑みを浮かべながら、昨日俺と一緒に買った花か瓶びんに水を入れて花を活いけたり、窓の外を眺めたり、用もないのに俺を呼び出したりした。そんな彼女の軟なん化かが、部員たちに安心をもたらしたのだ。

「お、遅れましたっ……」

　そういってあたふたと入ってきた天あま沼ぬまは、対照的にひどく気まずそうに、俺や領家と極力目を合わせぬようにして部室の隅で縮こまった。

「……それでは、全員揃そろったし始めるか」

　領家はそういって卓に両手をつき、身体を前に乗り出した。その表情は、先週までの怒りに猛った形相からは想像もつかないくらい、柔らかかった。

「まずは皆に、作戦変更を伝えたい。今日予定されていた生徒会室突入作戦だがな……あれは無期限に延期することになった」

　それを聞くと、部員の間に安あん堵どが広がった。

「私も少し視野が狭きよう窄さくしていたようだ。皆、すまなかったな」

　領家が頭を下げる。しかしその顔は、いたって晴れやかだった。

　何が起こったか大体のことを察したのだろう。神明さんは俺にウィンクし、ビシッと親指を立てて見せた。俺は笑顔でそれに応こたえ、会釈する。

　普段の天沼なら、ここで「先生、臆おく病びよう風かぜに吹かれたのですか！　神しん州しゆうの存亡はこの一戦に在り、戦況捗はか々ばかしくなくとも、七しち生しよう報ほう国こくを胸に敢えて玉たまと散るべきです！」などと反論するところだろうが、今日の彼女はしゅんとして何も発言しなかった。俺と目があってしまうたびに俯うつむき、頰ほおを赤く染める。

「そう、焦ることない」「そうですね、着実に生徒会を攻略していきましょう」「これからの努力だねっ！」

　部員からそんな声が返ってくると、領家も元気づけられたようで、力強く頷うなずいた。

「また、それとも関連することだが、例の恋愛相談の件についてもう少し慎重に捜査すべきように思う。もしかしたら……彼女の方の、思い違いということもあり得るからな」

「でも、ホテルから出てきたというのは……」

　西にし堀ぼりがそう言って反論すると、領りよう家けも頷うなずく。

「そうだ、確かに付き合っている彼女がいるというのに、他の女とホテルに出入りするなど、それだけで言語道断の悪行だ。だが……ただ単に、外では話しにくいことを、相談しているだけかもしれない」

　なんだか自分が責められているようで胃が痛い。

　領家は付け加えるように、話し始めた。

「確かに我々は、今までに集まっている数々の証拠を総合して浮気と断定し、相談者を煽せん動どうして彼氏との関係を破壊することができるかもしれない。さらには浮気相手が生徒会長・宮みや前まえであることを巧みに利用し、その痴ち情じようのもつれを大いに喧けん伝でんして生徒会組織そのものに打撃を加えることもできるだろう。

　だが、考えてほしい。我々の立脚する、その根本のところはどこにあるのか。『反恋愛』が我々の根本的な指導原理なのか？　否いな、そうではない。我々は様々な真実を集積し、そこから論理的に恋愛の欺ぎ瞞まんを導き出したのであった。そう、我々は真実にのみ従う、科学的態度を常に取り続けてきた！　反恋愛とは、そんな態度で導出された、ひとつの結論にすぎない。我々の本当の原理は、事実と論理に実直にあること、ただそれのみなのだ！　そんな我々が、本当のことを無視して、虚偽かもしれぬその『浮気』を利用して敵を貶おとしめることをして良いのか？

　この私の態度は、ともすれば潔けつ癖ぺきすぎるのかもしれない。だが欺瞞と粉ふん飾しよくにまみれるこの醜い世界のなかで、ただ真実を追い求め続けるのが我々、反恋愛主義青年同盟部なのではなかろうか！」




　　　　◯




　染そめ谷やにもその旨むね伝えると、彼女はその一いち縷るの希望にすがりつくように、しきりによろしく頼んできた。そんな彼女に、領家は優しく寄り添って励はげましの言葉をかけた。

　どのようにして誤解か、そうではないかを解き明かすのか？

　なんのことはない、そっくりそのまま、俺がされたようなことを仕掛ければ良いのだ。染谷が隠れるなり、盗聴器を仕掛けるなりして、取り繕つくろわない本人の生の声を聞き出す。その策がうまく働くことは、俺と領家のケースで実証済みだ。

　あとはどこで実行するかだが、目撃証言が多数挙げられている例の空あき教室が良いだろうということになった。ここはこの前、宮前に連れられて天あま沼ぬまと一緒に入った教室でもあり、そこから考えても彼女はここを密談場所として使っている公算が高かった。

　工作は天沼が担当してくれた。かつてはあれほど居い丈たけ高だかに俺をおちょくっていた彼女だったが、あの一件以来おとなしくなり偉そうな発言をすることもなく、素直になってしまった。

　針金で手早く鍵を開けて空き教室の中に入った天沼は、ものの数分で盗聴器を仕掛けて出てきた。

「……これで、盗聴できると思うっす……です」

「すごいな、皐さつき。どうしてそんな技術を持っているんだ」

「それは、その……情報戦が国の盛衰を決めることもありますゆえ、国士としては、ですね……」

　いつもの覇は気きもなく、しどろもどろになっている。

「なるほど、やはり我が部のエースとなりうる人材だ！　これからもよろしく頼むぞ!!」

　対する領りよう家けは意い気き揚よう々ようと、彼女の背を叩たたいた。天あま沼ぬまはそれに対して恐縮したように背中を丸めて頭を搔かいた。




　それから何日か待った後、好機が訪れた。

「い、今、あの教室に入っていったみたいです！」

　風紀委員会の部屋に、転がり込むように相談者・染そめ谷やが入ってきて言うと、皆の間に緊張が走った。

　さっそく天沼が手慣れた様子で無線機の準備をすると、スピーカーから件くだんの空あき教室の音声が流れ始める。

「あっ、彼の声ですっ！　それに、宮みや前まえ、会長」

　どうやら狙ねらい通りだったらしい。彼の本音を聞くことができるかもしれない。

　……しかしもし、本当にその彼と宮前がデキていた場合、このスピーカーからどんな音声が流れてくるのだろうか。そのことについてはあまり深く考えていなかったが、かなりまずい気がする。染谷への精神的ダメージも半端ないだろう。

　そんな俺の心配をよそに、彼と宮前は比較的抑えた口調で言葉を交わしていた。よく聞くと彼の方は思い悩んでいるようで元気がなく、それを宮前がなんとか励はげましているようだった。

『……ほら、誤解、ということもありますわ！』

『会長、お気持ちはありがたいです。でも……あいつが俺の友人と二人きりでいるとこ、何人も見てるんですよ。もう、俺には信じられなくて……それにあいつ、最近余よ所そ余よ所そしいんです。隠れて何かやってるみたいですし……やっぱり、もう、きっと俺のことなんてどうでもいいんですよ』

『そんなことありませんわ！　お気を確かに持ってくださいまし』

『ありがとうございます……俺も、あいつみたいに他の奴やつを好きになれれば、楽になるのかもしれないですね。でも……やっぱり、あいつ以外は考えられなくて』

『……そんな真しん摯しな気持ちがあれば、いつかきっと届くはずです！』

『…………』

　どうやらこういうことらしい。相談者は彼の浮気を疑っていたわけだが、その彼は逆に彼女を怪あやしんでいたらしい。それで双方、誰か親しい人に助言を求めた。それがさらに相手に疑惑を生んで……。

　どちらから始まったともつかぬその猜さい疑ぎのスパイラルで、二人の関係は崩れそうになってしまっていたのだ。

「わ、わたしっ……！」

　彼女が立ち上がると、俺たちに向かって一礼した。それからすぐ、

「行かなきゃ、失礼しますっ！」

　そう言って彼女は脇目も振らず走りだした。

　なおもスピーカーから音が流れていたが、領りよう家けはそっとスイッチに手を触れ、音を止めた。




　　　　◯




　後日、染そめ谷やが再度部室を訪れた。一人ではなく、その彼氏と共に、手を繫つないで。

「あのっ……ありがとうございました！　風紀委員会さんのお陰で、私たち……」

「俺からもお礼申し上げます、本当に素晴らしい活動です、感動しました！」

　彼はそう言って、彼女の手をぎゅっ、と握りしめた。それに呼応して、彼女のほうが少し身体を寄せ、距離を詰つめた。

「……そうですか、よかったです。私たちは自分らに出来る範はん囲いで助力したにすぎません。関係を修復したのは、実のところあなたたち二人自身の力ですよ」

　そういう領家は、嬉うれしそうにしながらもどこか釈しやく然ぜんとしない感情を抱いだいているようだった。それもそのはずで、そもそも俺らは反恋愛をモットーに掲げて、カップルの関係を壊すために邁まい進しんしているのだ。壊れかけていた関係を修復してしまうなど、その活動方針からすれば、以もつての外ほかだ。

　しかしそんなことは、二人にとっては知ったことではない。

「本当にありがとうございます！　私、あのとき領家さんに励はげまされなかったら、今頃もう諦あきらめてたと思います。……同い年なのに、恋愛について、その造ぞう詣けいの深さ……これから友達が恋愛で悩んでたら、必ずここに連れてきます！」

「その通りです、生徒会でもさらに風紀委員会を全力で支援していきたいと思います。手を取り合い、共に生徒たちの自由な恋愛を推進していきましょう！」

「そ、そうですね、うん……」

　領家は焦りながらも、一応賛意を示した。恋愛の推進などはやってられないが、もしかしたら予算が増えるかもしれない。そうしたら結果オーライだ。

　その後も色々、「これから絶対に幸せにする」「一生離さない」などの決意を目を輝かがやかせながら語って、二人は仲なか睦むつまじく帰っていった。

　彼女らが去った後の部室、疲ひ弊へいと安あん堵どがない交ぜになった異様な空気の中で、領りよう家けが締めくくった。

「……今回の作戦は、必ずしも上首尾とは言えなかった。大目標であるところの生徒会の破は壊かいには至らず、またその人間関係にほころびを生じさせることも出来なかった。しかしそんな中でも、生徒会の戦力把は握あく、及び生徒会室の詳細な地図・備品情報などは、来きたるべき決戦に大いに活用できるだろう。

　我々はこの情報面での優位を存分に利用し、そう遠くない未来、必ずやこの学園から恋愛至上主義を放ほう逐ちくするのだ！」




　　　　◯




　とりあえず、色々なことが片付いた。ここ数週間の苦労を思い出しながら解放感に包まれて帰宅すると、自室では女児が例のゲームで遊んでいた。

「ようやく帰ったか。ほら、見ろ！　かなり勝ち越しているぞ!!」

　俺が帰るのを待ちわびていたかのように女児はそう言うと、わざわざドアの近くまで駆けてきて、俺の服を引っ張った。仕方なく画面を見ると、確かにかなり戦績が良い。

「よ、よかったですね……」

　心底どうでもいいと思いながらも一応そう返すと、彼女は大いばりで胸を反らした。やはり全く膨ふくらみは見られず、痛ましい光景だった。

「ふふ、やはり人間ごときの作るゲームなど、私にとっては造作もなく攻略できるのだ。ほら、私の華か麗れいなるプレイングを少し見ていきたまえ」

　そう言って女児はコントローラーを操作し、オンライン対戦に入った。少し待つとマッチングが完了し、ゲームが始まる。

「ああ、またこいつと一緒か。最近このプレイヤーと一緒に戦うことが多くてな。敵になると弱いが、味方になるとなかなか活かつ躍やくしてくれる。私のプレイヤースキルに、ずいぶん恩恵を受けているに違いない」

　プレイヤー名を見ると、『WATARU』となっていた。まさかな、と思って見ていると……次第にその疑いは、確信へと変わっていった。

　女児はあまり上達していなかった。たしかに操作への慣れは感じられたが、基本的に無む謀ぼうな特攻を繰り返すだけだ。しかしそれをWATARUが絶妙な立ち回りで補佐し、彼女の無駄死を防いでいたのだ。

　数分後、対戦が終わる。女児のいたチームが勝利した。

「ほら見ろこの私の輝かがやかしい戦績を！　味方がパッとしないのに勝てたのは、ひとえに私のおかげじゃないか！」

　どう考えても味方の立ち回りが上手かっただけなのだが……面倒臭いのでツッコまないでおく。

「お、メッセージが届いたぞ。……WATARUからだな」

　内容はこうだった。『IAmGodさんお疲れ様でした！　今回も素晴らしいプレイングで、勝たせて貰もらっちゃいました！　その熟練の立ち回り、いつも参考にさせてもらっています。またお供させてください!!』

　瀬せヶが崎さきで間違いない。持っていなかったハードを買って、女児をサポートするプレイをしているのだ。その献けん身しんに涙が出そうになるとともに、かなり引いた。あと女児のプレイヤー名がイタすぎる。

「ふふ、やはり私は身体を見せず、声を聞かせずとも、人々の信仰を集める力があるということが、証明されてしまったな！　こいつは良く分かっている、弟子にしてやらんこともないな」

　そう鼻高々に語る彼女を、俺は適当に相あい槌づちを打ってやりすごした。




「そういえば君、なんだか機嫌がいいな。惚ほれ惚ぼれするスキルを見て、こちらの軍門に降くだる気になったのだな」

「そんなわけないじゃないですか。それに……天あま沼ぬまの件は、うまく処理してみせましたよ」

　調子に乗っている女児を少し凹へこませてやろうと、俺は続けた。

「天沼を反恋愛主義青年同盟部に入れて、関係を引っ搔かき回して破は壊かいするつもりだったんでしょうが……そうはいきませんよ。確かに最初こそ、してやられましたが……今ではこれまでよりも強固な関係を築くに至ったほどです」

　しかし、そんな俺の言葉を聞いても、女児はニヤニヤと勝利の笑みを浮かべたままだった。

「なるほど、それはなかなかうまくやったようだな。敵ながらあっぱれと言いたいね」

　余裕ぶってはいるが、策が破れたことを内心は悔しがっているに違いない。これまで負け続けてきたことの意い趣しゆ返がえしができたかと思うと、胸がすく思いだった。

「……ところで君は、私が最初に君と接触した時、なんと言ったか覚えているかな？」

　女児がいわくありげにそう問いかけた瞬しゆん間かん、ポケットの中に入れていた携帯が振動しだした。電話みたいだ。

「あ、ちょっとすいません」「いいよ、出たまえ」

　画面を見ると、着信は領りよう家けからだった。すぐさま電話に出る。

「どうした領家、なにか起こったか」

『いや、別にこれといって喫きつ緊きんの用事はないんだがな』

「じゃあ、どういう電話だ？」

『……なんだか、お前の声が聞きたくなってな。……それだけ』

　少し照れくさそうにそう言われると、俺も舞まい上がってしまう。

『め、迷惑だったか？』「べつに……迷惑じゃない」

『そうか、良かった。声を聞けて、安心した……それじゃ、また明日な』「あ、ああ……また明日」

　そんなやり取りをして電話を切った俺の前に、女児の極めて嬉うれしそうな笑顔が待ち受けていた。

「君、実にしまりのない顔をしているな。さて、もう一度問おうか……なぜ私が君に働きかけたのか、思い出せるかい？」

　それは──俺を使って領りよう家けを恋愛に、溺おぼれさせるためだった。

「それを念頭に入れて、どうかな、今の状況。君の勝利と言えるだろうか」

「……そんな、まさか」

「反恋愛主義青年同盟部を解散に追い込んだところで、領家薫かおるが止められるわけじゃない。むしろ彼女はその失敗をバネにして、さらに手がつけられなくなるだろう。君に彼女を『落とす』よう依頼したのも、そんな理由からだった。

　君はあの二月十四日、彼女を拒んだ。だが君と領家は疎そ遠えんにはならず、ぬるま湯のような関係を続けていたね。

　だから私はちょっと後押しして、その関係を発展させてやろうと思ったわけだ」

「天あま沼ぬまは……破壊工作に来たわけじゃないんですか……？」

「もちろん彼女にはそういう命令が下っている。だがその真の狙ねらいは、別のところにあったわけだ。恋愛には障害がつきものだ。敵が多ければ多いほど、恋は燃え上がるのだよ。逆に、なにもなければマンネリで次第に関係は腐っていく。

　君と領家との恋路に、一振りのスパイスをかけてやろうと思ってね、それで天沼を派遣したんだ。なかなかひねくれていて、可愛い奴やつだろう」

　俺は女児のその言葉に、打ちのめされていた。

　そもそもの前提が、違っていたのだ。

「私の目もく論ろ見みは成功したみたいだね。先ほどの電話でのやりとり……まるで聞いているこっちが胸焼けしそうだったよ」

「そんな……後付けでしょう？　負け惜しみでそんなことを」

「君がどう捉とらえようとも構わないよ。だが、現実は無情にも、ただひとつの事実を示している。しっかりと観測したまえ」

　足元が崩れ落ちていき、放り出されて宙に浮いたような感覚に襲おそわれる。

　そうだ、俺と領家との関係は、修復されたどころか、今までよりもずっと強固になってしまったのだ。

「そろそろ諦あきらめて、領家薫と付き合ったらどうだ？　全てが丸く収まる」

　俺は女児のおちょくるようなその言葉に、全く返答することができなかった。

　完全に手のひらの上だったのだ。だが俺は、その女児の策に怒りを覚えることも出来ずにいた──領りよう家けと親しくなれて、嬉うれしくないわけなんて、ないのだから。
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　そのあくる日の放課後、領家には先に風紀委員会の部屋へ行ってもらい、俺は地下のアジトへと向かった。天あま沼ぬまの仕掛けた盗聴器を取り外すためだ。俺は彼女の作業を手伝わされていたので、どこに設置されているかについてはおおよそ把は握あくしていた。

　部室の扉を開けると──既にそこには、明かりが点ついていた。

「天沼、なにをやっているんだ」

　作業するその背中に声をかけると、天沼はびくっ、と身体を震ふるわせて振り向いた。

「あっ……さ、サゴっち先せん輩ぱい、ちわーっす……」

　軽い調子で言おうとしているのだが、どうも元気が無い。顔を赤らめてしまっている。

「どうした、具合でも悪いのか」「い、いや、なんでもないっす」

　天沼はぶんぶんと手を振って否定すると、また作業にとりかかった。

「これはですね……盗聴器を取り外しているんすよ」

　俺がやろうとしていたことを、先回りして彼女にやられていたことに驚く。

「……どうして取り外すんだ？　まだ作戦は続行だろ」

「中止っす。私は……引き揚あげるんで。部も辞めるつもりっす」

　天沼は壁に顔を向けたままで、静かにそう言った。

　彼女が工作を止めてくれるのは俺らにとって喜ばしいことだ。だが、疑問が残る。

「解げせないな、どうして中止にする必要がある。……上から命令でも下ったのか」

「いや、そんなことはないんすけど……辞めるのは、自分の都合っす。自分が、辞めたいから」

　彼女の言葉は途中から掠かすれていた。

「訳を聞かせてくれよ。一応、俺らは同盟を組んだんだろ、一方的にそんなことを言われても、困る」

「……分かんないんすよ」

　天沼のその声は、震ふるえていた。

「わからない？　何がだ」

　俺がそう問うと、彼女は振り返って俺の顔を見た。それから俯うつむき、わなわなと唇を震わせた。

「ぜんぶ、分かんないんすよ！　サゴっち先輩も、薫かおるちゃんも……自分がこんなに動揺しちゃうのだって、ぜんぜん……分かんないんすよ!!」

　そう叫んでハァハァと肩で息をする天沼を前に、俺はたじろいでいた。これまで人を喰くったような綽しやく々しやくとした態度を見せてきた彼女が、はじめて見せた生の感情だった。

　そんな天あま沼ぬまを目の前にして、俺の出来ることはただひとつ、彼女の話を聞くことだけだった。

　俺が黙って彼女の次の言葉を待っていると、天沼は諦あきらめたようにゆっくりと語り始めた。

「サゴっち先せん輩ぱいのあの、めっちゃ気持ち悪い長台詞聞いてから……私、なんかおかしくて。うわっ、キモッ！　って思う一方で、なんか、なんか、……う、羨うらやましかった……のかもしれません。薫かおるちゃんが、そして……そんなキモいこと人前で言えちゃう、先輩が」

「キモいは余計だろ」「いや、本当キモかったっすから」

　改めて冷静にそう評されてしまうと、凹へこむと共に恥ずかしさが蘇よみがえってきてしまう。

　一人で恥ずかしくなっている俺をよそに、天沼は続けた。

「キモッ、て思って流してそれで今まで通りに振ふる舞まえたらよかったんすけど……その、羨ましい、って思っちゃってる自分が、ぜんぜんわからなくて。

　私、ぶっちゃけもう恋愛とか、どうでもいいんすよ。冷めた目線でしか見られなくて。だって、そうじゃないすか、結婚するのも、子供を作るのも、社会の構成員として『まとも』っていう証明書でしかない──少なくともうちの親は、そういうふうにしか思ってない。結婚相手も、私という子供も、『まとも』であることを証明するための道具でしかなくて。自分の威信のために私を利用する──前にもいいましたよね、私は両親ともが大たい性せい欲よく賛さん会かいで……私という子供の存在は、彼らの正常性を示して、さらなる高い地位へ昇るために必要だったんです。用が終われば、当然捨てられます。父は別に何人も女を囲って放ほう蕩とうしているし、母は私を乳母に預けて自分は活動に没頭してました。

　私はそれで、悟ったんすよ。割り切るしかなかった。自分は他人の道具だ。だから私も他人を、組織を、道具として使ってやろう、って」

　あのホテルでの天沼の言葉が、にわかに蘇ってきた。つかみ所のなかった彼女の心が、今はっきりと形を持って見える。超然とした振る舞いを見せていても、本当にそこにいるのは、傷つきやすいひとりの高校生だった。

　天沼は顔を歪ゆがめて、続ける。

「なのに、なんなんすか、あなた達！　サゴっち先輩も、薫ちゃんも、自分のことなんかどーでもよくて、お互いのことしか考えてなくて！　最初はただ、バカだなーってくらいにしか思ってなかった。でも、あの先輩のめっちゃキモい言葉を聞いて……もうなんか、流せなくなっちゃったんすよ！　恋愛なんて、契約みたいなもんだ、正常性の証にすぎないんだってくらいにしか思ってなかったのに……それが本当にあるって、信じたくなっちゃったんすよ！　自分も、先輩が薫ちゃんのことをキモいくらいに想おもうみたいに、想われてみたいって、そんな気になっちゃって……どうしてくれるんですか!?」

　天沼はそう叫ぶと、俺の制服の襟えりをぐいっ、と摑つかんだ。その目には、涙がいっぱいに溜たまっている。

　ひとつの側面から見れば、俺と天沼は敵対する関係にあることは明らかだ。俺は反恋愛主義青年同盟部、彼女は大たい性せい欲よく賛さん会かいの送り込んだスパイだ。そんな観点からすれば、ここでは彼女を突き放し、軟弱を罵ば倒とうし、唾つばを吐いて足あし蹴げにするのが本当だ。

　だが、そんな敵対以前に……天あま沼ぬまは俺の後こう輩はいだった。小憎らしく生意気な口を利きく、可愛い後輩なのだ。何事にも動じないかのように振ふる舞まっていても、本当は感じやすく傷つきやすい、俺の唯一の後輩なのだ。

「天沼、いいか」

　そう声をかけると、彼女は顔を上げて睨にらんだ。

　一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、俺はその額ひたいを、パシッ、とデコピンした。

　その弾みで、彼女の目から涙が一筋こぼれ落ちた。

「な、なにするんすかっ！」

　天沼は涙声になって、額を押さえる。

「いいか、天沼。そんなことは自分で考えろ。いや、それを考えることができるのが、自由ってことなんだよ。それを、楽しんでいけ」

「何言ってるんすか、わけわかんないっすよ！」

「これから分かればいい。俺と……俺らと一緒にいるうちに、自分で見つけるんだ」

「私、言いましたよね？　もう、辞めるって。退部するんです。こんなわけわかんないところにいたら、わけわかんなくなっちゃうから！」

「いいや、お前は辞めないよ」

　彼女のために、俺は噓うその上に、もうひとつ噓を塗り重ねる。

「天沼、俺は自分もスパイだと言ったな。あれ、半分噓だ。

　俺はな、実は二重スパイなんだよ。反恋愛主義青年同盟部に入っていると見せかけて大性欲賛会に通じている、と装って、恋愛至上主義者たちの動向を、部の方に流しているんだ」

「……は？　せんぱ……何、言ってるんすか」

「つまり俺は、大性欲賛会の、お前の、敵なんだよ。で、ここからが本題だ。

　天沼、こちらに寝返れ。お前も二重スパイになるんだ」

「馬鹿ですか？　そんなの、受け入れられるわけっ……」

「最大の意い趣しゆ返がえしだと思わないか？　今までお前をないがしろにしてきた人間たちに、組織に、そして社会に対して」

　彼女の瞳ひとみが揺れた。その顔が少しだけ、下に傾く。

　ここまでは理屈の話だ。

　ここからが本題、本当の話である。

　いつものように、俺は論理もへったくれもない、自分の話をすることに決めた。

　何故かそれで今まで、上手く行ってきた。今回も、それに賭かけることにしたのだ。

「と、これが建前だ。それとは別に、お前と一緒に活動したい理由がある」

「……なんすか」

　俯うつむいた顔から上うわ目め遣づかいに見上げてくるその目をしっかりと見つめ返し、俺は笑った。

「お前のことが、気に入ったからだ」

　天あま沼ぬまは絶句した。泣くのも忘れて、ぽかんと俺をただ見つめていた。人智の及ばぬ不可思議な生き物を眺めるように、純粋な「？」を頭いっぱいに浮かべて、俺を見つめていた。

「あ、勘かん違ちがいするなよ。別に異性として、とかそういうんじゃないからな。そう、ひとりの後こう輩はいとしてだ。後輩、後輩。いいじゃないか、ただ歳が上というだけで『センパイ』と呼んでもらえる。実に良い気分だ。お前がいなくなったら誰が俺のことを先輩と呼ぶんだ。それに……おまえは嫌われようと思って舐なめた口を利きいていたんだろうがな、それ、なかなか良いものだな。後輩女子におちょくられるなんて、そうそう体験できることじゃないからな、お前にいなくなってもらっては困る」

「すみません、マジキモイっす。無理っす、帰ります」

　半はん眼がんで俺を睨にらみ帰ろうとする天沼を、俺は必死に引き止める。

「待て、頼む、待ってくれ！　本当にお前が必要なんだよ!!」

　その言葉に、天沼の身体がピクッ、と反応した。

「……それ単純に、先輩の願望ですよね。私に、先輩の自己中な望みのために、残れっていうんですか？」

「そうだ」

　何の言い逃れもなく、俺はそう断言した。

　そんな簡潔な言葉だったが、それを聞いた天沼の目は泳ぎ、頰ほおが一段と赤く染まった。

　俺はさらに続けた。

「俺だけじゃない、部員のみんながお前を必要としている。それは、お前の部活での働きを期待して必要としてるんじゃない。お前をひとつの道具として見て、それを要求しているんじゃない──お前の存在、それ自体が欲しいんだ。お前のことをみんな、大事に思ってる。

　領りよう家けのことを思いだしてみろ。浮気相手かもしれないってのに、あいつは決してお前に当たろうとしなかった。お前を邪険に扱ったりしなかった。何故だか分かるか？　それはな、あいつが天沼のことを、ひとりの後輩として大事に思っているからに他ならない。自分の恋心と天てん秤びんにかけて、それでも領家は後輩の、天沼を大事に思う、そんな奴やつなんだよ。

　他のみんなだってそうだ。お前がいなくなったら悲しむに決まってる！」

　天沼は何も言い返さず、ただぎゅっ、と拳こぶしを握りしめた。

「そんなの、わかんないっすよ！　どうせいつか、要らなくなるかもしれないじゃないっすか！　目新しさがなくなったら、飽きられて……また、捨てられるんでしょ！」

　彼女は今、迷っていた。

　心ではもう、陥落しかけている。天沼が俺らといて楽しそうに見えたのは、全てが演技だったわけじゃない。彼女は否定するだろうが、そこには確かに彼女自身の感情が混じっていた──天あま沼ぬまは俺らのことを、好きになりかけていた。俺はそんな彼女に、部員のみんなも天沼のことが好きだということを伝えた。これまで否定され続けた彼女を、喜んで受け入れる場所がここにあるのだと。

　今すぐにでも飛び込んで行きたい自分の気持ちを、理性が邪じや魔ましていた。色々な理由をつけて勝負を、不安定なところへ飛び込んでいくことを、拒否しつづけて安定を願ってきた彼女の理性が、どこの馬の骨ともしれぬ反恋愛主義青年同盟部の面々に心を許してしまうことを、否定していたのだ。

　だから俺はそんな理性など、ぶっ壊してやろうと思った。

「それから、もうひとつ。天沼、勝ち馬に乗れ。大たい性せい欲よく賛さん会かいは俺たちが倒す。恋愛至上主義は俺らが必ず終わらせてみせる。戻っても、すぐに居場所はなくなっちまうぞ」

「な、何いってるんすか、勝てるわけないじゃないっすか……先せん輩ぱいたち、五人しかいないんすよ！」

「六人だろ、お前がいれば。敵は烏う合ごうの衆しゆうだ、なんとかなるさ」

「馬鹿じゃないっすか、本気で倒せると思ってるんですか!?」

「ああ。俺らは必ず、この世界から恋愛という幻想を消し去ってやる。俺がいて、西にし堀ぼりがいて、瀬せヶが崎さきがいて、神しん明めいさんがいて、領りよう家けがいる。そして、天沼、お前だ。この布陣に、誰が勝てるっていうんだよ」

　自信満々に俺がそう言うと──彼女は笑った。笑いながら、ぽろぽろと涙をこぼした。

「先輩、まじで……ば、馬鹿なんすね。馬鹿すぎて……笑いが止まらないっす」

　天沼は腹を抱えて笑った。俺もそれにつられて笑った。地下の薄暗い部屋で笑い合う、異様な先輩と後輩だった。

「はぁ、はぁ……サゴっち先輩が頭悪すぎて、みんなが気の毒になってきました。……そうっすね、私……しょうがないんで、先輩のお守もりとして……残ることにしますよ」

　天沼は笑いすぎて息も絶え絶えになりながら、そう言った。照れくさいのか、そっぽを向いてしまう。

　俺は彼女の頭に手を載のせ、強引に振り向かせる。真正面から目を合わせた後で、ぽんぽん、と軽く頭を叩たたいて、笑いかけた。

「ありがとな……お守り、よろしく頼む」

　天沼はそれを聞くと俯うつむき、頭に載せられた俺の手をはたいて落とした。笑いすぎたからか、頰ほおが赤く染まっている。

「な、生意気っすよ、先輩！」

「生意気とは何だ、後輩」

「態度がデカいっす。……これから私が、みっちり指導していきますからね、覚悟していてください！」

　そう言って俺を指さす天沼は、これまで見たどんな表情よりも、ずっと晴れやかな顔をしていた。
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　そしてゴールデンウィークがやってきた。何がゴールデンなのかわからないこの大型連休は、日本全土のリア充が活発化する最悪の数日間である。人々はこぞって混雑のなか行楽地へと出掛け、いたるところで人混みを形成し渋滞を巻き起こし、フェイスブックにその『充実』を投稿する。まだ水温も低く肌寒い日も多いのに、充実の象徴としてのＢＢＱを行うために河原へと出かけ、業務用スーパーの変な臭いのする肉を、美う味まい美味いとありがたがって喰くう。あるいは渋滞に巻き込まれて延々とのろのろ車を走らせ、たまの休きゆう憩けいに入ったサービスエリアでも大混雑で店に並び、憔しよう悴すいしきって目的地へと到着、自撮り写真の撮影とFoursquareへのチェックインだけを行おこなって帰ってくる。何が楽しいのか、全く理解できない。

　リア充が自ら進んでそんな地獄に足を踏ふみ入れる様子を、我々は自室でのんびりと、ＴＶのニュースで眺める。東とう名めい高速の渋滞が長くなるたびに心を踊おどらせ、ワゴンに満まん載さいされた年頃の男女グループが険悪になる場面を想像し、それと比較した自室の安あん穏のんに心からの幸福を感じる。新幹線の客室内、通路まで立ち客で満載になり子供が喚わめき散らす様子を思い浮かべるだけで、ベッドに寝転がってゲームをする自分が極楽にいるかのように錯覚する。

　だが今年は、そんな高度な遊びを楽しんでいる暇は無かった。ゴールデンウィーク中に行われる、都内の複数の高校が合同で行う新歓フェスにおいて、反恋愛主義青年同盟部で活動するからだ。

　当初の目標は、生徒会を崩ほう壊かいさせることによって、フェスへの参加自体を中止させることだったが、それは惜しくも実現に至らなかった。そこで次善の策として、直接会場に乗り込んで、恋愛至上主義に染まりかかっている新入生たちの目を覚まさせてやることになったのだ。




　ゴールデンウィークの真まっ只ただ中なか、フェス当日。会場であるお台場近辺の海に面した公園は、各校の新入生たちでごった返していた。仮設テントの下であくせくと働く彼らは、クラスごとに自分たちでデザインした『クラスＴシャツ』を着こんでいる。額ひたいに汗を浮かべ、さわやかな笑顔をクラスメイトに向けながら会話し手を動かす生徒たちは、まさに青春真っ盛りという風に見えた。男女交じり合って分け隔へだてなく交流し、急速に親しん睦ぼくを深めている。

　運営テントの下で、俺ら反恋愛主義青年同盟部はそんな様子を窺うかがっていた。

「許せん！　断じて許せん!!　このような野や蛮ばんな祭りへの参加を食い止められなかったことが、心の底から悔やまれるな……」

　領りよう家けは俯うつむいてそう言い、唇を嚙かみ締めた。部のみんなもそれぞれに苦々しい顔をして、活発に動きまわる新入生を睨にらんでいる。

　と、天あま沼ぬまが自分のクラスのテントから駆けてきて、俺らの輪に加わった。

「私わたくしのクラスの方の用事は済みました！　後は運営ですが……他校の人たちが頑張ってくれている模様です」

　その報告に、領家が頷うなずく。

「うむ、よく働いてくれているな。皐さつきの存在なくしては、この作戦は立ち行かなかっただろう、議長として高く評価しているぞ！」

「先生っ！　身に余るお言葉です！」

　天沼は相変わらずそんな大おお仰ぎようなことを言って、領家に抱きついた。領家もだんだん慣れてきたのか、少し困ったように眉まゆ尻じりを下げながらも笑って、彼女の頭をぽんぽんと叩たたいていた。

「それじゃちょっと、調整してきます！」

　天沼はそう言うと他校の運営委員のもとへ向かい、持ち前のコミュニケーション能力を発揮してやりとりをしはじめた。




　領家も言っていたとおり、今回の作戦の中核となったのは天沼だった。

　例年までの慣習では、各校の生徒会が出張ってこのフェスの運営にあたっていた。この場に集められる高校は、その生徒会や自治組織が大たい性せい欲よく賛さん会かいに乗っ取られている学校ばかりであり、そんな中で反恋愛活動を行うのは無む謀ぼうにすぎる。天あま沼ぬまはその状況を打開するため、級長として出席した代表者会議の場で、こんな主張を行おこなったのだ。

『新歓フェスは新入生が主体となって行うべきもの。生徒会が運営してしまっては、その精神に反する。運営もすべて新入生が行ってこそ、本当の目的が達せられるのではないか』

　かなり強引な論理だったが、天沼の大性欲賛会における地位に恐れをなしたのか、他校の指導者たちは一も二もなく賛同した。最後まで反論した宮みや前まえだったが、天沼に煽せん動どうされた他のクラス代表者たちの声に押される形で、しぶしぶ承認せざるを得なかったそうだ。




　新入生たちは、模も擬ぎ店てんを運営する者、それらを巡って楽しむ者、買った食べ物を片手にステージで行われる出し物を鑑かん賞しようする者など、それぞれに楽しんでいるようだ。

　そんな中、誰とも会話せずに黙々と作業を行う冴さえない感じの男子、輪の中に入れずベンチに腰掛けスマホをいじっている女子などが、ちらほらと見受けられた。俺はそんな生徒たちに深い共感を覚えるとともに、義ぎ憤ふんを感じていた。彼らを肯こう定ていしてやりたい。そんな心持ちで、ギリッ、と歯ぎしりをする。一年前の、ただひたすらこき使われて終わった、あのやるせない気持ちが蘇よみがえってくる。

「領りよう家け！」

　俺が呼びかけると、彼女は頷うなずいた。その怒りに燃え上がった目を見れば分かる、同じ気持ちだ。

　領家は素早く武装を済ませ、演台へと向けて駆け出した。俺らもビラ配布を行うための準備を、急いで進める。

　先ほどまで演奏していたバンドが退場し、誰もいなくなったステージには、マイクだけがひとつ取り残されていた。演奏を聞いていた生徒たちは、次の演目までの時間を潰つぶそうと、めいめいに動き始めている。

　──そんな雑ざつ踏とうの中を縫ぬうようにして領家は駆け抜け、ステージに飛び乗ってマイクを摑つかんだ。

　キィィン、と甲高いハウリングの音が響ひびく。音響装置を置いたテントへと向かった天沼が、音量を大きくして、親指を立てて領家に合図した。生徒会を運営から追い出した結果、人手不足でそこには担当者が誰も居なかった。

　領家は反恋愛主義青年同盟部の部員それぞれに目配せをしてから頷き、大きく息を吸い込んだ。

「リア充爆発しろ!!」

　爆音が、会場内に響き渡った。模擬店で働く生徒やそれを見て回っていた客も、いきなりのそんな絶叫に度ど肝ぎもを抜かれたのか、ステージを注視しだした。

　ステージ前の広場にガヤガヤと人が集まってくる。そんな生徒たちに、俺らは早速ビラを手渡し始めた。

　領りよう家けは人が集まって来るのを見計らって、演説を始めた。

「新歓フェス参加者の諸君、我々は反恋愛主義青年同盟部である！　この場を借りて諸君らに忠告をしたい！

　君たちは長く辛つらかった受験勉強の末、高校入試をくぐり抜けて今、新しい進路へと足を踏ふみ入れた──慣れない校舎、中学に比して自由な校風、そして新しいクラスメイト。見ず知らずの他人の顔色を窺うかがい、自分を押し殺して相手に合わせ、良き人間関係を構築し、一人ぼっちになるのを避さけたい。そして異性の目も気にかけ、クラスでの立ち位置を盤ばん石じやくなものとし、機会を見計らって恋人を獲かく得とくしたい……そんな諸君らの思いは、全て洗脳による思い込みに過ぎない!!　そんな風に自分の意にそぐわぬことをして構築した人間関係に、どれだけの価値があるというのか！　自らを偽って得た恋人と過ごして、何が楽しいというのだ!!

　諸君らに問いたい──それは本当に、君たちがやりたいことなのか？　人に合わせ、異性の目を気にし、流は行やりのものを追いかけ、益やく体たいのない会話で時間をすり減らし、自分の意見を押し殺し、何をやるにも集団で行動し、自分自身というものを積極的に追い詰め、抹まつ殺さつしていく。君たちがやろうとしていることは、突き詰めて考えればそういった、自らを虐しいたげる行為に他ならないではないか！

　なぜそのような、自己疎そ外がいを行おこなってしまうのか──それは取りも直さず、人間に予あらかじめ備わった『繫つながりたい』という欲求が引き起こす、悪夢なのだ。個人個人は、基本的に相容れないものだ。それが結合しようと思えば、必然的に齟そ齬ごを引き起こす。これが大規模になれば、最も早はや人々は自分の自由には行動出来ず、無数の他者からの束そく縛ばくで身動きが取れなくなるだろう。これが現代の社会に生きる人間をいましめ、全てを悪循環へと導いているのだ。

　我々はこうして自じ縄じよう自じ縛ばくを行うのみならず、環境をも搾さく取しゆしてこの奇怪な『繫がり』を保とうとしている──その無意味さ、虚むなしさに全く気付けずに。

　なぜこのような惨さん状じようを認識出来ずにいるのか。これはそもそも我々が、過あやまちを植え付けられた状態で産み落とされたからに他ならない!!　我々はその原初から、既に誤っていたのだ！　意味のない繫がりを渇望し、そこに何も疑いを差し挟まぬようプログラムされている。

　だからこそ、我々は意識してこの欲望を制御しなくてはならないのだ。無際限な欲求を、自己批判を通じて諫いさめること。孤独であることを恐れず、他者に媚こびへつらわない。これを守りぬく屈強な精神が求められているのだ！

　リア充は我々を嘲あざ笑わらうだろう、ひとりぼっちをこじらせた、偏へん屈くつな非リア充だと。それでいいのだ、奴やつらには笑わせるだけ笑わせておこうじゃないか！　数十年後、彼らは気付くだろう。日々の社会生活ごっこにくたびれて活力を失った身体、典型的な文もん言ごんしか喋しやべらぬ出来の悪い人工知能のような脳、皆と同じように行動し、笑い、涙する──自分は完全に、他の『典型的な』誰かで代替可能だという事実に。しかしそれに気づいても、結婚し子供を持ち会社に所属して、がんじがらめの関係性に縛しばられ、また老衰で活力も失って、何もすることが出来ぬままただ死んでいくのだ。

　これが悲劇でなくて、何だろうか！　リア充たちは被害者なのだ!!　そのことに気付けないことこそが、この仕組みの巧妙ないやらしさなのだ!!

　このあまりの精巧さは、自然発生的なものとは到とう底てい思えない。そう、この背後には黒幕が存在するに違いないのだ。その目的は何か……我々人類がこれまでに行おこなってきた所業を考えれば明らかだろう。誰かが人類をこの地球に植え付け、それで以もつてこの豊かな惑星の生物を根絶やしにし、征服しようと企んでいるのだ！　我々は侵略者によってこの地上に植え付けられた、ウィルスに他ならない!!

　それではどのようにこの状況を打破するか？　これには最も早はや、ひとつしか方法が残されていない！　全人類を非リア充化すること──良心的繁はん殖しよく拒否によって、我々は自らの首を自らの手でしかと絞め付け、息の根を絶やさねばならない!!

　さぁ諸君、自らを偽ってリア充になろうとするのを止やめよう。自分の本当にやりたいことをやって、それで愉快に絶滅しようじゃないか！

　リア充爆発しろ!!」

　演説を止める者はいなかった。各校から集められた新入生ばかりの会場、既に恋愛至上主義に染まりきった者も少なく、みな賛同とまでは行かずとも、新奇を楽しむように領りよう家けの演説に聞き入っていた。他のメンバーで配り歩いたビラにしても、あまり抵抗なく受け取ってもらえた。

　なによりも、生徒会の邪じや魔まが入らないというのが大きかった。普段ならば盛り上がったところで生徒会長・宮みや前まえがやってきて妨害されてしまうが、今日はそんな生徒会の面々を排除することができていた。各校の代表を集めた運営委員はいるものの、まだ経験の浅い一年生ということもあって、俺らが勝手に活動を始めてもあたふたとするだけだった。

　そんな恵まれた環境の中、十分に羽を拡げて反恋愛思想を布教し、引き揚あげた。先ほど、輪の中に入れずしょぼくれていた者や、雑用を押し付けられて死んだ目をしていた生徒が、俺らの配ったビラに目を落として楽しそうに口くち許もとをほころばせていた。一部の反応にすぎないことは確かだが、俺はそんな様子を見て心の底から、今回の活動をやって良かったと思えた。

　こんなことが出来たのも、険悪だった領家との中を修復でき、そして今回のキーパーソンであった天あま沼ぬまを、正式に仲間に引き入れることができたからだ。苦難の連続だったが、頑張った甲か斐いがあった。




　その後俺らは武装を解いて、何くわぬ顔をして運営のテントに入っていった。天沼は、寄せ集めの運営委員の中でリーダーをしていたので、彼女のもとに不安げな委員たちが集まってきた。彼女の不在時に反恋愛の輩やからがやってきて場を荒らし、どうして良いか分からず動けなかったことを報告している。

「まぁ、仕方ないんじゃないですかね。私たちはまだ一年生ですし、経験が浅いです。そんな不ふ慮りよの出来事に対応しろと言われても、無茶ですよ」

　天あま沼ぬまが飄ひよう々ひようとした態度でそう言うと、みな責任から解放されてほっとしていた。

「しかし……各校の生徒会への報告は、どうしましょうか……」

　その中でひとりがそんな真面目なことを言ったが、天沼はちょっと悪戯いたずらっぽく笑って、

「私たちがみんなして黙ってれば、気付かれませんよ。今日は何も問題なく、滞とどこおりなく運営できました。これで行きましょう！」

　天沼のそんなおちゃらけた物言いに、固くなっていた運営委員たちから笑いが漏もれてくる。彼女のそういった人心掌しよう握あくのうまさには、舌を巻くばかりだ。




　新歓フェスでの作戦は、このように久しぶりの成功で終わった。今回の大きな成果の一つとして、他校の生徒にも反恋愛思想を広められた、ということがある。前回の花見でも学園外の人々に向けて宣伝を行おこなったが、あまり真剣に受け止められず、しかもすぐに警察が来てしまった。今回はフェス会場内ということで国家権力の介入もなく、また酒気を帯びていない、頭の柔じゆう軟なんな新入生が対象だったこともあり、この運動は一段と有意義なものとなった。

　後片付けも終わった後、帰ろうという段になって領りよう家けが言った。

「非常に効果的な作戦だったな！　これも皆の不断の努力の成果だ、この調子で世界に反恋愛の輪を広げていこう！」

　その言葉に、他の五人は満足気に頷うなずいた。

「今回の先生の演説は、歴史に残るものでした！　今日の日付は、後々の烈れつ士しの心にも確しかと刻み込まれることでしょう!!」

　天沼はそう言って、領家の手を強く握った。

　せっかくの休日、しかも全員が集まっている。このまま解散してしまうのは惜しい気がして、俺は提案した。

「それじゃあ、打ち上げにでも行くか。この辺はレジャー施設が集まっているから、ちょうど良いだろう」

　みんな乗ってきてくれると思ったのだが──案外反応は芳かんばしくなかった。

「あの……私はゆりかもめの一日乗車券を買っちゃったから……」

　神しん明めいさんはそう言って、ペコリと頭を下げた。良い機会だから乗りつぶしつつ、駅の周りを見学したりするつもりなのだろう。

「私も、それに一緒についてく」

　と、西にし堀ぼりが言って神明さんにぴとっ、と寄り添った。いろいろ邪じや推すいしてしまう。もしかしたら「ゆり」という響ひびきに魅みせられたのかもしれない。

「ぼくはこれから近所の温泉施設に行って、それからバスで帰る予定です」

　確かにこの近所に有名なのがある。家族連れにも人気の場所だから、男湯に入ってくる幼女も多いだろう。彼をこのまま行かせてよいのだろうか。

　自分が提案したことに誰も乗ってこない寂しさと恥ずかしさに俺が打ちひしがれていると、隣となりにいた領家が小さな声で返答した。

「わ、私は、行けるけどな……二人じゃ、打ち上げにはならないかもな」

「……そうか、まぁ、そうだな。でも、せっかくだし見て回るか」

　俺がそう応じると、領家はこくりと頷うなずいた。

　と、そこに天沼の声が飛び込んで来た。

「先生、感動しました！　このままだと高砂たかさご先せん輩ぱいが、皆に提案を聞いてもらえない可哀想な人みたいになってしまう……そんな心配から、行きたくもないのに参加を表明なさったのですね！　まさに指導者の鑑かがみです!!　私わたくしもその、先生の類たぐいまれなる人間力を学ばせて頂くため、参加したいと思います!!」

「可哀想な人とか言うな、ガチでヘコむだろ」「本当のことを言ったまでです！」

　俺と天沼のそんな会話を聞いて、領家がくすくすと笑った。釈しやく然ぜんとしないが、こんなやり取りができるのも、仲なか違たがいを解消したおかげだ。ここは笑って流しておこう。




　とりあえず、会場の近辺にあったショッピングモールへと向かう。俺と領家が隣り合って歩いていると、

「高砂先輩、先生から離れてください！　先生には私が寄り添い、お護まもりします!!」

　などと天沼が言って、間に割り込んできた。

「何から護るんだよ、そんなにピリピリすることもないだろ」

「先輩はそれだから駄目なのです、完全に腑ふ抜ぬけています！」

　そう言いながら、彼女は領家の腕をとって組んだ。

「先生！　こんな朴ぼく念ねん仁じんは置き去りにして、二人で楽しみましょうね」

「う、うむ。でもまあ、高砂も今日は頑張ったことだから、参加させてもいいんじゃないかな……」

　そんなやり取りをしているうちに、目的地の建物に到着した。

　中に入ると、そこには異様な空間が広がっていた。古いヨーロッパの市街を思わせる、レンガや石柱を模もした装飾が至る所を埋め尽くし、高い天井には空が描かれている。室内なのになんだかちょっと外にいるような錯覚がして、不安になる。

　通路には大量のカップルが蠢うごめいている。そんな光景を眺めていると、早くも帰りたい気持ちでいっぱいになった。

　領りよう家けが震ふるえた声で言った。

「何だ、ここは……なぜ室内に、空を描く必要がある！　あの石柱は飾りじゃないか、支える役目を全く果たしていない！　ゴテゴテとしたこの無駄な装飾──全く用を果たさぬ極度の奢しや侈し、これこそがリア充文化の極みだ!!」

　天あま沼ぬまもそれに同調する。

「ここは日本です、どうして西欧の町並みを模もす必要があるのでしょうか！　やるのならば、古き良き日本の町並みを再現すべきです。これはリア充が非国民であることの明らかな証拠です!!」

　そう言いながらも二人は、ずんずんと中へ入っていく。俺も後からそれに続いた。

　そこら中でイチャつくカップルを避よけながらしばらく歩いていくと、噴水のある広間に出た。

「なぜ室内に噴水が……リア充の考えることは本当に分からん」

　領家はそう言って、呆あきれていた。

「ただ打ち上がっては落ちることを繰り返し、循環しているだけの噴水に、自分たちとの類似を見て安心しているのでしょう。非生産的なこと極まりないです！」




　しばらく噴水を呆ぼう然ぜんと眺めた後、俺らはそのモール内にあったコーヒーチェーン店で飲み物を買って、休きゆう憩けいすることにした。

　領家がトイレのために席を外し、天沼とふたりきりになる。その瞬しゆん間かん、彼女は肩の力を抜いて話しかけてきた。

「センパイって、なんでこうなんです？　打ち上げとか言ってないで、薫かおるちゃんとデートして帰ったらよかったじゃないっすか……」

　一瞬で切り替わったそのフランクな口ぶりに、やはりまだちょっと調子が崩されてしまう。

「……デートなんかするわけないだろ、俺と領家はそういう関係じゃない。それに、俺らは恋愛をこの世界から消し去るために活動しているんだ、その方向性とはまるで逆だろうが」

　俺のその言葉に、天沼は呆れて溜ため息いきをつく。

「本当に……センパイも、薫ちゃんも、こじらせきってますよね」

「何もこじらせてなどいない、俺らはただ自らの正しいと思うことを貫き通すまでだ」

　俺のそんな決意に満ちた言葉を、天沼は「はいはい」と軽く流してしまう。

「そんな風に俺をけなしつつも、結局お前も活動に参加してくれているじゃないか。俺らの思想に賛同してくれたんだろ？」

　そう問うと、天沼はしばらく視線を空中にさまよわせて、カリカリと耳の後ろを搔かいた。そうやってゆっくりと言葉を探してから、彼女は応こたえた。

「……というよりも、むしろそれをやっている人に興味がある、って感じですかね」

「そうか……だがまあ、初めはそれでもいいかもしれない。たしかに領家は魅み力りよく的てきな人間だからな」

　俺がそんな風に言うと、天あま沼ぬまはぷっ、と噴ふき出して笑った。

「薫かおるちゃんもそうっすけど……そういうこと素すで言っちゃうセンパイも、同じくらい興味深いっす」

「俺か？　……べつに、あまり面白みのない人間だと思うが」

「あ、それは否定しないですけど」

　天沼はきっぱりそう断言して、ニヤリと笑った。その先せん輩ぱいを舐なめきった態度は小憎らしくもあるが、だんだんとそれも彼女の持ち味と思えてくるから不思議だ。

「そういえば……お前、皆の前ではずっと、あの強こわ面もてのキャラを貫き通すのか。べつにもう、隠す必要なんてないだろ」

　俺がそうやって話を振ると、天沼は薄く笑って返答した。

「今更キャラ変えるのは、面倒っすよ。自分、仮面かぶって演じ分けんのにはもう慣れてるんで、別に負担にもならないですから。それに……」

　彼女は少し言い淀よどんでから、目線を僅わずかに俺から外して、続けた。

「本音の方は、こうしてセンパイに聞いてもらえるんで……それでいいっす」

　いつものきっぱりとした態度とは違い、小さな声で呟つぶやくようにそう言った天沼に俺が戸惑っていると、彼女はすぐにいじわるげな笑みを口くち許もとに浮かべた。それから携帯を取り出して画面にちらりと目線を落とし、立ち上がってわざとらしく言った。

「あ、センパイ、私ちょっと急ぎの用事ができちゃったみたいっす。人気者の辛つらいところですね。……じゃ、そういうわけで、薫ちゃんによろしくお伝えください」

　またいつもの飄ひよう々ひようとした口調でそう言うと、彼女はシュタッ、と片手を上げ、それから足早に去っていってしまった。

　呆ぼう然ぜんとしてその後ろ姿を見送り、やがてそれが見えなくなる頃合いになって、ようやく領りよう家けが帰ってきた。

「待たせたな……あれ、皐さつきはどうした」

　そう言いながら彼女は座って、天沼の姿を探すように首を動かした。

「なんか急な用事が入ったらしくてな。帰ってしまったぞ」

「そうか、なかなか忙しい奴やつだな……」

「……まぁ、そうだな」

　しばらくの沈黙のあと、領家はすくっと立ち上がって、俯うつむいたまま手を差し出した。

「三人から二人になったことは心細いが、人数が減ることで機動力が増したと解釈することも出来る。……このリア充の巣そう窟くつとでも言うべき施設を、この機会にあますところなく偵てい察さつしていこうではないか」

「……そうだな、丁度良い機会だしな」

　俺はそう返答して立ち上がり、手を伸ばす。

「……人混みで、はぐれるといけないからな」

　彼女はいつものようにそう理由付けしてから、俺の上着の袖を柔らかく摑つかんだ。




　　　　◯




　こうしてゴールデンウィークも過ぎ、そろそろ天気は夏の暑さを目指して準備運動を始める頃合いになった。木々は鮮烈な緑に色づき、風が葉をさざめかせる。

　地上の部室、風紀委員会の部屋には、いつもどおり六人が集まっていた。

　領りよう家けがホワイトボードの前に立ち、卓に両手をついて皆を見回す。

「諸君！　ようやく春が終わりを迎えようとしている！　恋愛至上主義者が脳をピンクに染め上げ発情するこの季節だが、我々は不断の努力により奴やつらを封殺、学園を大たい性せい欲よく賛さん会かいの手から守り抜いてきた！　新入生への啓けい蒙もうは爆発的な拡がりを見せ、我々反恋愛主義青年同盟部の覇は権けんを確約しているも同然だ。

　だが、油断してはならない！　もうじき梅つ雨ゆがやって来る──梅雨。傘がなく、雨の降る外を見つめて下駄箱で途方にくれる男子に、傘を持った女子が話しかける。『天気予報くらい見て来なさいよ、まったく』『朝は時間がねぇんだよ、起きるの遅えし。あー、また濡ぬれて帰るしかねえか』『……べつに、私の傘、入れてあげてもいいけど』『そ、そんなっ、相あい合あい傘がさみたいじゃねーか！』『何考えてんの、馬鹿っ！　ただ傘に入れてあげるだけじゃん、意識しないでよ！』『……そ、そうか。じゃ、入れてもらおうか』一つの傘の下、寄り添って歩き出す二人。いつもは気軽に喋しやべれる間柄なのに、お互い意識してしまって言葉が出ない。『……もうちょっと寄れば、肩、濡れてる』『お、おう』寄ると、彼女の甘い香りが彼の鼻び孔こうをくすぐる。心臓が早はや鐘がねを打つ。降り止まぬ雨を背景に眺める、彼女の横顔。こんなに可愛かっただろうか、彼は彼女のことを完全に異性として意識してしまう。『ね、朝、弱いんだって？　……なんなら、私がモーニングコール、してあげてもいいけど。毎回傘に入れてあげるの、面倒だしね』『あ、ああ……助かる』翌日から、毎朝電話をかけ始める彼女。しかし雨の予報が出た日は、決まってコールを『忘れ』てしまうのだった。彼もそんな日は、雨が降ると知っていても傘を持ってこなかった──

　リア充爆発しろ！　折り畳たたみ傘くらい常に携行しておけ!!」

　妄もう想そうが長えよ。どうやら相合傘に並々ならぬ執しゆう着ちやくがあるみたいだった。

「そして夏！　リア充が最も活発になる時期だ。海、山、川、どこにでも奴らは現れる。バーベキュー、夏祭り、花火、浴衣ゆかた、奴らの喜びそうなものを挙げるだけでキリがない!!　我々の苦難の時だ！　しかしこの夏を乗り切ることができれば、それは我々の実力の証明となるだろう！

　皆、心してかかるぞ!!」

「うん、相あい合あい傘がさのカップルに、自転車で泥水を引っ掛けよう」

「川の増水を駆使してバーベキューに来たリア充を中なか洲すに閉じ込めましょう！」

「花火を買いに来た浴衣ゆかたのカップルに、へび花火やパラシュート花火を売りつけようね！」

　皆、めいめいに気合を入れている。

　そこに、天あま沼ぬまも加わった。

「先生！　風鈴の音色を楽しむリア充の横に、黒塗り街宣車をビタ付けしてやりましょう!!」

「皆、その意気だ！　リア充爆発しろ!!」

　その号令が唱和されると、狭い室内が六人の声で飽和した。

　もうすぐ梅つ雨ゆがきて、そして夏になる。様々な事件が舞まい込んで、また自らいろいろなことに首を突っ込んでいくだろう。

　どんなことが起こるか、想像もつかない。

　そんな中、ただひとつ言えることがある。

　──この六人で過ごすそんな季節は、格別に楽しいに違いない。





（了）









　　　あとがき




　一人旅が好きで、毎年シーズンになると青春18きっぷや北海道＆東日本パスを利用して出かけています。特段、列車が好きというわけではないのですが、自分で運転する車と違い、ぼーっとしているだけで運んでくれる鉄道は、気楽で良いものです。

　鉄道の路線には、終端の駅がどの路線とも繫つながっていない「盲もう腸ちよう線せん」というのがあり、鉄道だけを用いたのではそのまま同じ列車で折り返すほかありません。しかしそれでは癪しやくなので、バスを使ったり歩いたりして、なんとか単純な折り返しを回かい避ひしようと工夫をこらします。

　今夏は九州へ行ったのですが、香か椎しい線せんの西さい戸と崎ざきへ行くのに博はか多た港こうから船に乗り、筑ちく豊ほう本線・若わか松まつから鹿児島本線・戸と畑ばたまで若わか戸と渡と船せんを用い、指宿いぶすき枕まくら崎ざき線の終着・枕崎からバスに乗って鹿児島中央へ戻り、しまいには日にち南なん線せんの終着・志し布ぶ志しからフェリーで大阪へと出ました。……折り返したくない、という意地のために18きっぷ以外の交通費が相当掛かっていますが、そこはもう仕方がないと諦あきらめるほかありません。

　18きっぷは五日分で一枚なので、往々にして一、二日分あまってしまいます。そんなわけで、切符の有効期限が迫ってくると、近場でどこか行くべき所がないか時刻表を見ながら唸うなることになります。今回は二回分あまってしまったので、一回は草津へ、もう一回は只ただ見み線せんに乗りに行くことにしました。草津温泉へは、吾あが妻つま線せんの長なが野の原はら草くさ津つ口ぐちからバスに乗って行きます。草津で強酸性の泉質を楽しんだ後、今度もまた折り返すのが癪なためバスで軽井沢へと出ることに。このバスは日本ロマンチック街道と呼ばれる道を通り、沿線には白糸の滝などの観光スポットもあって、途中下車しても楽しそうです。軽井沢でバスを乗り継ぎ、横川へ。どちらのバスの間も、昔は鉄道が走っていました。草津─軽井沢間は草くさ軽かる電気鉄道、そして軽井沢─横川間は言わずと知れた信しん越えつ本線の碓氷うすい峠とうげです。在りし日のことに思いを馳はせながら、その日は帰宅。

　後日、期限も迫った九月九日、只見線へ。この路線は二〇一一年の豪雨により会あい津づ川かわ口ぐち─只見間が不通になっており、代行バスが運行されています。今回は上越線→只見線→磐ばん越えつ西さい線せん→東北本線とループを描けるため、折り返し回避の算段をする必要はなく、余計な出費もかからないかに思えました。──が、やはりそこには落とし穴が。北上していた台風にやられ、帰りの黒くろ磯いそ─宇都宮間が不通に。仕方なく黒磯から新しん白しら河かわまで戻り、新幹線で宇都宮へ出ました。新幹線振替輸送だったため、幸い普通運賃のみで済みましたが、今回もまた余計な出費が……。そんなわけで、路銀を稼かせぐためにも、これまで以上に執筆に注力していく所存です！

　イラストの憂ゆう姫きはぐれさんを初めとして、この本の制作に携たずさわったすべての皆様、ありがとうございました。そしてなによりも読者の皆様の応援なくしては、３巻まで書くということも決して出来なかったでしょう。熱いご声援に、心より感謝しております！

　それではまた、近いうちにお会いしましょう！


椎しい田だ十じゆう三ぞう　
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椎しい田だ十じゅう三ぞう

最近、生活時間がズレはじめ、朝型だったものが夜型に、そして一周回って朝型に戻ってきてしまった。その際、日付変更線を超えたのと同じ効果が起こって一日分損したのだが、これは「八十日間世界一周」と同じトリックである。なんだか壮大な旅をした気分だ。
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イラスト／憂ゆう姫きはぐれ

これまでの人生で先輩と呼んでくれる後輩女子がいたことがないですが、もしいたら喜んでなんでも奢っちゃってたと思います。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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